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日
デ
連
は
今
年
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
諸
先

輩
、
会
員
、
構
成
員
、
役
員
各
位
の
こ

れ
ま
で
の
地
道
な
努
力
と
ご
協
力
の
賜

物
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
６

月
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
創
立
50
周
年
記
念
全
国
大
会
に

は
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
、
関
係
団
体

各
位
は
じ
め
、
全
国
よ
り
８
０
０
名
を

超
え
る
皆
様
が
ご
参
集
く
だ
さ
り
盛
大

に
祝
う
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
大
い
な

る
慶
び
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
と
き

を
迎
え
ら
れ
た
の
も
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
の
賜
物
と
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
70
年
大
阪
万
博
を
控
え
た
１
９
６
８

年
に
創
設
さ
れ
た
本
会
は
、
日
本
経
済

の
高
度
成
長
と
と
も
に
活
躍
の
場
を
拡

げ
て
躍
進
し
、
そ
の
後
の
市
場
の
厳
し

い
時
、
大
き
な
災
害
に
み
ま
わ
れ
た
苦

難
の
時
を
乗
越
え
、
今
ま
た
躍
進
の
機

会
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
平
成
を
終
え
る
こ
の
年
に
50
周
年
を

迎
え
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
さ
ら
に
大
阪
万
博

２
０
２
５
の
開
催
、
増
大
す
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
に
と
、
担
う
役
割
が
ま
す

ま
す
増
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
50
周
年
を
迎
え
た
大
き
な
節
目
に
Ｎ
Ｄ

記
念
誌
の
発
刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　｢

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業｣

の
源
流
を
明
治

に
遡
り
、
日
デ
連
の
創
立
か
ら
半
世
紀

を
ひ
も
と
い
て
お
り
ま
す
。
ど
の
産
業

で
も
そ
う
で
す
が
、
社
会
の
歴
史
の
流

れ
に
沿
っ
た
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
浮
き

沈
み
・
明
暗
を
同
じ
く
し
て
乗
り
切
っ

て
き
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
業
の
先
達
は
世
の
大
き
な
変
遷
に

果
敢
に
臨
み
、
常
に
進
取
の
思
い
を
強

く
し
て
実
行
・
具
現
化
し
て
人
び
と
に

歓
び
と
感
動
を
与
え
る
仕
事
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
先
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受

け
継
ぐ
私
た
ち
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
ス
ピ
ー
ド
で
大
き
な
変
革
が
待
ち
受

け
る
未
来
に
向
っ
て
、
ひ
る
ま
ず
進
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
読
願
っ
て
こ
れ
か
ら
の
指
針
と
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

一般社団法人　日本ディスプレイ業団体連合会

会長　渡辺　勝
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２
０
１
８
年
６
月
５
日
、
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会
初
と
な
る
全
国

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　
こ
の
企
画
は
、
東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
が
昨
年
か
ら
毎
年
２
月
に
行
っ

て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
の
成
功
を
う
け
て
、
日
デ
連
で
も
実
現
の
運
び
と
な
っ

た
。

　
今
回
は
、
会
場
中
央
に
10
社
の
出
展
企
業
を
配
置
。
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に

17
社
の
賛
助
会
員
の
協
賛
ブ
ー
ス
が
並
び
、
自
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
展
示
や
資
料
配
布
を
行
っ
た
。

こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
こ
の
後
に
懇
親
会
場
に
な
る
た
め
撤
収
し
や
す
い

簡
易
な
ブ
ー
ス
で
は
あ
っ
た
が
、
会
場
に
華
や
ぎ
を
与
え
て
い
た
。

　
こ
の
交
流
会
で
は
、
５
分
間
の
休
憩
（
移
動
タ
イ
ム
）
を
は
さ
み
つ
つ
、
20
分

ご
と
計
４
回
の
交
流
タ
イ
ム
が
設
け
ら
れ
た
。
出
展
企
業
の
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
受

付
表
が
設
置
さ
れ
、
交
流
を
希
望
す
る
企
業
へ
の
予
約
が
で
き
た
。

　
交
流
会
開
始
に
先
立
ち
、
東
デ
協
　
吉
田
守
克
理
事
長
か
ら
「
組
合
に
加
入
し

て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
手
段
で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
、
目
的

は
２
つ
あ
っ
て
①
会
員
同
士
の
内
部
取
引
の
活
性
化
　
②
ノ
ウ
ハ
ウ
交
流
に
よ
っ

て
社
員
と
会
社
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
。
組
合
に
加
入
し
て
い
て
も
メ
リ
ッ
ト
を

享
受
で
き
な
い
と
い
う
声
も
多
々
聞
こ
え
ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
待
っ
て
い
て
受

け
取
る
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
積
極
的
に
勝
ち
取
る
も
の
で
す
。
是
非
こ
の
機
会

に
会
社
の
受
注
に
つ
な
が
る
積
極
的
な
行
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と
の
話

が
あ
っ
た
。

　
実
際
、
出
展
ブ
ー
ス
に
は
各
社
の
発
注
責
任
者
が
必
ず
参
加
し
て
お
り
、
積
極

的
な
名
刺
交
換
が
会
場
で
は
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
賛
助
会
員
の
協
賛
ブ
ー
ス
で
は
多
く
の
来
訪
者
が
足
を
止
め
、
２
時
間

半
で
数
十
社
と
の
名
刺
交
換
を
行
っ
た
あ
る
ブ
ー
ス
の
担
当
者
か
ら
は
「
全
国
か

ら
の
構
成
員
企
業
が
集
ま
る
こ
の
企
画
は
、
良
い
顔
見
世
に
な
っ
た
。」
と
の
意

見
も
聞
か
れ
た
。

　
客
足
は
同
日
に
行
わ
れ
た
講
演
会
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
多
少
影
響
は
受

け
た
が
、
来
訪
者
は
希
望
す
る
出
展
企
業
と
の
交
流
を
取
り
こ
ぼ
し
な
く
行
え
た

よ
う
で
好
評
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
第
一
回
全
国
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

　
次
回
も
こ
の
全
国
規
模
の
交
流
会
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
を
活
性
化
す
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
前
田
奈
緒
子
／
㈱
マ
エ
ダ

全国ビジネス交流会
平成30年6月5日（火）14:00 ～ 16:30
東京ビッグサイト　会議棟1F　レセプションホール
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　（
一
社
）
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会
の
創
立
50
周
年
全
国
大
会
が
、
平
成
30
年
６
月
５
日

に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
栄
え
あ
る
50
周
年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
収
容
人

数
１
，０
０
０
人
を
誇
る
大
会
場
に
全
国
各
地
よ
り
多
く
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
関
係
者
が
集
合
し
た
。

　
日
デ
連
の
副
会
長
／
東
日
本
地
区
委
員
長
で
も
あ
る
東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
吉
田
守
克

理
事
長
よ
り
大
会
参
加
者
８
０
０
余
名
を
代
表
し
て
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、
式
典
が
開
始
さ
れ
た
。

　
次
に
、
渡
辺
勝
会
長
の
挨
拶
で
は
ま
ず
、
日
デ
連
が
創
立
さ
れ
た
経
緯
と
日
本
経
済
の
発
展
に
寄

り
添
っ
て
業
務
領
域
が
拡
大
し
て
き
た
経
緯
が
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
若
い
世
代
の
た
め
に
黒
子
役

か
ら
表
舞
台
へ
の
登
場
数
を
増
や
し
、
事
業
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
50
周
年
は
大

き
な
節
目
で
は
あ
る
が
、
通
過
点
で
あ
る
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
に
よ
っ
て
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
経
済
産
業
省
　
副
大
臣
　
西
銘
恒
三
郎
様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
紹
介
を
は
さ
み
、
日

本
経
済
新
聞
社
の
小
松
潔
常
務
執
行
役
員
よ
り
「
今
や
国
力
を
は
か
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
国
内
総
生
産
で
は

な
く
『
グ
ッ
ド
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
で
あ
る
。
日
本
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
日
本
を
支
え
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
」
と
の
祝
辞
を
賜
っ
た
。

　
そ
の
後
、
長
野
県
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
会
の
新
旧
理
事
長
の
紹
介
、
永
年
功
労
表
彰
、
本
年
度
事
業

計
画
基
本
方
針
の
発
表
が
行
わ
れ
、
最
後
は
日
デ
連
副
会
長
／
中
日
本
地
区
委
員
長
　
石
川
県
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
の
土
田
充
理
事
長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
式
典
は
終
了
し
た
。

来
賓
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

経
済
産
業
省
　
副
大
臣	

西
銘
恒
三
郎

日
本
経
済
新
聞
社
　
常
務
執
行
役
員	

小
松
　
　
潔

日
本
経
済
新
聞
社	

武
藤
寿
美
恵

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
課
長	

橋
北
　
　
隆

一
般
社
団
法
人
　
日
本
空
間
デ
ザ
イ
ン
協
会
　
会
長	

鈴
木
恵
千
代

一
般
社
団
法
人
　
日
本
展
示
会
協
会
　
事
務
局
長	

田
中
五
十
一

一
般
社
団
法
人
　
日
本
イ
ベ
ン
ト
産
業
振
興
協
会
　
専
務
理
事	

穂
苅
　
雄
作

公
益
社
団
法
人
　
商
業
施
設
技
術
団
体
連
合
会
　
副
会
長	

土
井
　
啓
実

日
本
テ
ン
ト
シ
ー
ト
工
業
組
合
連
合
会
　
理
事
長	

泉
　
　
貞
夫

大
阪
府
立
大
学
　
21
世
紀
科
学
研
究
機
構
　
日
デ
連
外
部
理
事	

橋
爪
　
紳
也

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
史
　
研
究
家
・
著
述
家	

清
水
　
　
章

長
野
県
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
会
の
新
旧
理
事
長
（
敬
称
略
）

前
理
事
長
（
永
年
理
事
長
）	

小
岩
井
美
展
（
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
ン
コ
ー
）

新
理
事
長	

中
條
　
眞
一
（
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
株
式
会
社
）

永
年
勤
続
表
彰
（
敬
称
略
）

	

今
西
　
芳
之
（
理
事
８
年
、
専
務
理
事
８
年
、
元
相
談
役
）

	

村
山
常
三
郎
（
理
事
８
年
、
第
６
代
日
デ
連
会
長
、
元
顧
問
）

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
前
田
奈
緒
子
／
㈱
マ
エ
ダ

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会

創立50周年全国大会
in TOKYO� 東京ディスプレイ協同組合実行委員会

式典 平成30年6月5日（火）　11:00 ～ 12:00
東京ビッグサイト　会議棟７F　国際会議場
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　『
２
０
２
０
年
以
降
の
、
こ
れ
か
ら
の
エ

ン
タ
メ
空
間
・
コ
ン
テ
ン
ツ
活
性
』と
題
し
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
作
品
の
製
作

秘
話
や
会
社
の
事
業
紹
介
や
、
未
来
に
向

け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
映
像
の
ご
紹
介

も
頂
き
な
が
ら
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
会
社
設
立
は
２
０
０
６
年
７
月
、
設
立

13
年
目
に
な
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
建

築
を
学
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
広
告
代
理

店
に
勤
務
、
帰
国
後
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
個
で
作
品
だ
け
創
っ
て
い
て
も
だ
め

だ
、
そ
う
思
い
、
そ
う
い
っ
た
仲
間
が
結

集
し
、ア
ー
ト
集
団
と
な
り
、今
と
な
っ
た
。

　
事
務
所
は
、
傍
か
ら
み
る
と
町
工
場
の

よ
う
。
活
発
に
動
い
て
い
て
段
ボ
ー
ル
は

並
ん
で
る
し
、
車
が
入
っ
て
毎
日
搬
出
入

が
あ
っ
た
り
、
撮
影
と
か
、
設
営
と
か
、

撤
去
と
か
、
や
っ
て
い
る
事
務
所
で
す
。

　
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
多
用
し
、
興
味
の
あ

る
も
の
は
全
部
作
り
、
作
っ
た
も
の
は
美

術
館
で
展
示
、
い
ろ
ん
な
実
験
を
し
て
、

そ
こ
で
使
え
そ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
や
物
を

蓄
積
し
、
他
の
演
出
で
提
案
し
て
い
く
　

と
い
う
や
り
方
を
取
っ
て
い
る
。

　
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
大
学
よ
り
研
究
が

早
く
て
、
メ
ー
カ
ー
よ
り
導
入
と
い
う
か
、

実
際
に
実
現
す
る
の
が
早
い
の
が
特
徴
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
際
『
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は

２
０
２
０
年
の
時
に
は
、
ど
う
い
う
風
に

中
継
さ
れ
る
か
？
』と
い
う
未
来
の
イ
メ
ー

ジ
を
創
っ
た
り
も
し
た
。

　
10
周
年
の
２
０
１
６
年
を
機

に
、
３
つ
の
部
門
に
分
け
た
。

・
リ
サ
ー
チ

・
デ
ザ
イ
ン

・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー

　
３
つ
の
組
織
に
な
り
会
社
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
は
、

メ
ー
カ
ー
研
究
開
発
、
商
品
開
発

イ
ベ
ン
ト
設
計
製
作

美
術
館
な
ど
で
作
品
展
示

ネ
ッ
ト
技
術
と
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

舞
台
演
出

経
済
活
性
化
（
夜
に
ど
う
や
っ
て
経
済
活

性
化
し
て
い
く
か
？
）

災
害
復
興

条
例
の
改
定
、
素
案
作
成
　
有
機
資
産
の

有
効
活
用
、
自
治
体
所
有

万
博

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

メ
デ
ィ
ア

　
依
頼
さ
れ
た
こ
と
を
提
案
も
す
る
し
、

必
要
と
思
っ
た
こ
と
は
提
案
返
し
も
し
て

い
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
う
ち
に

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。

　
い
い
世
界
を
創
り
た
い
、
っ
て
い
う
の

は
地
球
上
に
生
き
て
い
る
全
員
が
思
っ
て

い
る
事
で
、
我
々
も
の
を
作
れ
る
人
間
と

し
て
、
ど
ん
ど
ん
物
を
創
っ
て
、
そ
ん
な

場
所
、
街
を
創
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
お
話
の
途
中
で
は
、
乃
村
工
藝
社
　
川

原
様
と
の
コ
ラ
ボ
に
て
お
台
場
の
等
身
大

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
映
像
制
作
秘
話
の
ご
紹

介
を
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
川
原
様
よ
り
『
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

業
界
へ
の
期
待
』
を
尋
ね
る
と
、
も
と
も

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
の
で
感
じ
る
が
、

圧
倒
的
に
日
本
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
高
い
と

思
う
。

　
モ
ノ
づ
く
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
が

1
つ
の
固
ま
り
と
し
て
、
創
造
す
る
こ
と

が
こ
れ
か
ら
は
必
要
と
、
今
後
の
業
界
の

未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
を
頂
く
こ
と
が
出
来
た

貴
重
な
ご
講
演
で
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合

広
報
委
員
　
大
類
憲
司
／
㈱
フ
ジ
ヤ

「これからの世界で活躍するリーダーとは」
講師 山元賢治�氏

元アップルコンピュータ㈱社長
㈱コミュニカCEO&Founder

「  2020年以降の、これからのエンタメ空間・コンテンツ活性」
講師 齋藤精一�氏

㈱ライゾマティクス‌代表

　
30
年
間
、グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
活
躍
し
、

世
界
か
ら
日
本
を
見
続
け
て
き
た
、
株
式

会
社
コ
ミ
ュ
ニ
カCEO

&
Founder	

山

元
賢
治
氏
よ
り
、
次
世
代
の
み
な
さ
ん
へ

「
こ
れ
か
ら
の
世
界
で
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
仕
事
に
就
く
」

と
決
め
た
高
校
生
の
頃
。「
日
本
企
業
に

世
界
一
の
企
業
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。」
と
い
う
思
い
を
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、

日
本
ケ
イ
デ
ン
ス
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン
、

日
本
オ
ラ
ク
ル
で
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
や

り
が
い
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
０
４
年
45
歳
の
時
、
株
価
＄
10

弱
で
、
低
迷
し
て
い
た
ア
ッ
プ
ル
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス
か
ら
誘
い
を
受

け
ま
し
た
。B	to	B

の
世
界
で
順
風
満
帆

だ
っ
た
キ
ャ
リ
ア
か
ら
一
転
、B	to	C

の

世
界
へ
転
身
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

ジ
ョ
ブ
ス
の
言
葉
。

　「
賢
治
、
日
本
だ

け
が
元
気
が
な
い

ん
だ
。
日
本
を
元

気
に
し
て
ほ
し

い
」

　
そ
れ
か
ら
、

ア
ッ
プ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
代
表
取
締
役

社
長
に
就
任
し
、

iPod

ビ
ジ
ネ
ス
の

立
ち
上
げ
か
ら
、

iPhone

を
世
に
送

り
出
す
ま
で
、
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ス
の
も
と
、

ア
ッ
プ
ル
の
復
活
劇
を
体
現
し
て
き
ま

し
た
。

　
ア
ッ
プ
ル
の
復
活
を
見
届
け
、
ち
ょ

う
ど
50
歳
に
な
っ
た
時
、
世
界
で
戦
っ

て
き
た
経
験
を
、
次
世
代
に
伝
え
、
世

界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た

め
に
、
会
社
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。
ビ

ジ
ョ
ン
は「T

hink	into	the	future

（
未

来
に
思
い
を
馳
せ
る
）」。
3
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
「Create	Y

our	Future

（
あ

な
た
の
未
来
を
。
あ
な
た
の
手
で
）」、

「D
esign	Y

our	English

（
あ
な
た
自

身
の
英
語
を
。
デ
ザ
イ
ン
）」、「V
isualize	

Y
our	Career

（
あ
な
た
の
キ
ャ
リ
ア
を
。

描
き
出
す
）」
を
果
た
す
べ
く
、私
塾
「
山

元
塾
」
を
開
き
、
塾
生
は
の
べ
一
千
名

を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ッ
プ
ル
を

辞
め
た
次
の
日
に
書
い
た
書
籍
が
「
覚

悟
１
０
８
」
で
す
。
人
の
上
に
立
ち
た

い
と
か
、
人
よ
り
も
大
き
な
事
を
成
し

遂
げ
た
い
と
か
、
ち
ょ
っ
と
人
よ
り
も

お
金
持
ち
に
な
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

普
通
の
人
と
違
う
生
き
方
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
世
界
で
戦
え
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
た
め
の
世
界
基
準
の
話
を
ま

と
め
た
教
科
書
で
す
。

　「T
hink	D

ifferent

」
ス
テ
ィ
ー
ブ
が

発
し
た
有
名
な
言
葉
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
か

ら
受
け
取
っ
た
バ
ト
ン
を
次
へ
渡
す
と

い
う
使
命
を
感
じ
る
強
く
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
エ
ー
ル
に
終
始
引
き
込
ま
れ

る
講
演
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合

広
報
委
員
　
浅
野
敦
司
／
㈱
乃
村
工
藝
社
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一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会

創立50周年全国大会 in TOKYO
東京ディスプレイ協同組合実行委員会

セミナー開催
　全国各地から800名を超える構成員企業の皆様にご参加いただき、若手向け・経営者向け
のセミナーを開催いたしました。
　これからのリーダー像やカジノ産業、2020東京オリンピック・パラリンピックやその後の
空間活用などディスプレイ業に関連したお話をしていただくべく各講師をお招きしました。

2018年6月5日（火）　
　　‌‌東京ビッグサイト会議棟　‌

605・606会議室／国際会議場会場

「  カジノ産業とエンタテイメント、 
ディスプレイ・ビジネス、 
米国・アジアの現況と日本市場の将来性」
講師 北谷賢司�氏

米アンシューツ・エンタテイメント・グループ（AEG）
アジア担当EVP�兼日本代表
金沢工業大学虎ノ門大学院教授
ワシントン州立大学財団理事

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
カ
ジ
ノ
の
歴
史
か
ら
日

本
で
の
カ
ジ
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
幅
広
く
お
話
い

た
だ
き
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
以
下
概
要
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
北
谷
先
生
の
関
連
サ
イ
ト

で
ぜ
ひ
Ｉ
Ｒ
産
業
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

◆
カ
ジ
ノ
の
歴
史	

・		

１
９
３
１
年
ネ
バ
ダ
州
で
初
の
認
可
。
一
時
期

の
暗
い
過
去
も
あ
る
が
、
厳
格
な
カ
ジ
ノ
法
の

整
備
に
よ
り
、
60
年
代
後
半
か
ら
著
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
常
設
興
行
、
無
償
の
奇
抜
な
屋
外

シ
ョ
ー
、
シ
ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
の
大
型

常
設
館
な
ど
、
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
と
融
合
し

発
展
。
現
在
は
大
手
上
場
企
業
に
よ
り
経
営
さ

れ
て
い
る
。

◆
世
界
の
カ
ジ
ノ
売
上	

・		

ア
ジ
ア
圏
の
売
上
が
北
米
を
凌
駕
。
欧
州
は
小

規
模
。
売
上
占
有
率
の
推
移
：
２
０
１
０
年
北

米
48
・
9
％
　
ア
ジ
ア	

29
・
2
％
　	

	

⇒	

２
０
１
５
年	

北
米
40・1
％
　
ア
ジ
ア
43・4
％
　
　

圧
倒
的
な
マ
カ
オ
　
Ｕ
Ｓ
＄
45
・
3billion

。		
	

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
カ
ジ
ノ
売
上
45
％
、
残
り
55
％

は
宿
泊
・
飲
食
・
エ
ン
タ
メ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
等
、
統
合
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
熟
。	

	

マ
カ
オ
は
未
だ
92
％
が
カ
ジ
ノ
売
上
。
残
り
８
％

が
宿
泊
・
飲
食
・
エ
ン
タ
メ
。

◆
来
場
者
が
い
く
ら
使
う
か
　

ア
ジ
ア
圏
が
ダ
ン
ト
ツ
。
　
マ
カ
オ
　
Ｕ
Ｓ
＄	

１
３
５
４
／
人
　
豪
州
Ｕ
Ｓ
＄
７
３
６
／
人
　
ラ
ス

ベ
ガ
ス
　
Ｕ
Ｓ
＄
１
５
６
／
人
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　

Ｕ
Ｓ
＄
４
４
６
／
人
　
ア
ジ
ア
圏
は
華
人
、
華
商

系
の
ハ
イ
ロ
ー
ラ
ー
・
Ｖ
Ｉ
Ｐ
比
率
が
高
い
。

◆
カ
ジ
ノ
産
業
の
ト
レ
ン
ド
・
必
須
ア
イ
テ
ム

・		
カ
ジ
ノ
、
３
千
室
級
の
ホ
テ
ル
、
大
型
ラ
イ
ブ

エ
ン
タ
メ
施
設
、
中
小
規
模
劇
場
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
、
高
級
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、

ス
パ
・
美
容
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ブ
ラ
ン
ド
レ

ス
ト
ラ
ン
、
が
Ｉ
Ｒ
を
構
成
。

・		

ス
マ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
＝	
″
稼
げ
る
新
世
代
の
エ
ン

タ
メ
施
設
〟
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス
Ｔ-

モ
バ
イ
ル
・
ア

リ
ー
ナ
に
見
ら
れ
る
よ
う
Ｉ
Ｔ
機
能
の
充
実
が

不
可
避
。

◆
カ
ジ
ノ
産
業
の
地
域
別
ト
レ
ン
ド

・		

マ
カ
オ
：
東
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
飛
行
機
で
３
時

間
圏
内
。
現
在
は
３
兆
円	

⇒	

６
兆
円
ま
で
成
長

予
測

・		

極
東
ロ
シ
ア
：
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
　Prim

ary

の
巨
大
カ
ジ
ノ
　
２
０
１
８
年
末
オ
ー
プ
ン
予

定
・		

韓
国
：
イ
ン
チ
ョ
ン
空
港
横
パ
ラ
ダ
イ
ス
シ
テ
ィ
　

セ
ガ
サ
ミ
ー
が
出
資
、
日
本
人
社
員
を
多
数
派

遣
・		

カ
ン
ボ
ジ
ア
　
プ
ノ
ン
ペ
ン
唯
一
の
カ
ジ
ノ

N
aga

の
純
利
益
Ｕ
Ｓ
＄
2
・
55
億
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
Ｕ

Ｓ
＄
２
億
）
カ
ジ
ノ
税
は
0
・
87
％
で
世
界
最
低
。

・		

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
カ
ジ
ノ
合
法
化
。

そ
の
次
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
と
さ
れ
る
。

◆
日
本
の
カ
ジ
ノ
展
望

　
大
阪
夢
洲
、
横
浜
山
下
埠
頭
（
横
浜
市
は
誘
致

の
た
め
、
１
０
０
０
億
円
整
備
費
を
検
討
）
お
台

場　
売
上
は
１
か
所
、
1
・
5
兆
円
と
予
測
。
掛
け
金

の
持
ち
込
み
に
対
す
る
関
税
や
勝
ち
取
っ
た
金
額

に
対
す
る
源
泉
課
税
率
が
高
い
と
、
カ
ジ
ノ
経
営

を
支
え
る
ハ
イ
ロ
ー
ラ
ー
・
Ｖ
Ｉ
Ｐ
客
が
来
日
し

な
い
懸
念
も
。

◆
Ｉ
Ｒ
関
連
施
設
　
デ
ザ
イ
ン
の
ヒ
ン
ト

・		LA
	Live	

「
全
て
の
建
物
、
街
角
、
街
灯
の
ど
の

部
分
が
看
板
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
と
し
て
利

益
を
生
め
る
か
」
と
い
う
視
座
で
自
治
体
と
事
前

協
議
し
長
期
計
画
に
よ
る
再
開
発
を
実
現
。	
	

美
観
を
損
ね
ず
、
デ
ザ
イ
ン
を
調
和
し
、
広
告
を

出
し
利
益
を
生
む
。
賑
わ
い
を
創
造
す
る
商
業
性

が
重
要
。

　
日
本
で
の
Ｉ
Ｒ
・
カ
ジ
ノ
実
現
に
は
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｒ
産
業
の
発
展
は
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
業
界
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、

Ｉ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
谷
先
生
、
貴
重
な
お
話

を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合

広
報
委
員
　
佐
々
木
秀
明
／
ジ
ー
ク
㈱
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懇親会会場

榎本副理事長挨拶

次回開催地PR

全国青年交流会開催地PR〇×クイズ

展示コーナー 展示コーナー

　
懇
親
会
の
お
仕
舞
い
に
、
参
加
者
全
員
で
踊
る
と
の

こ
と
。
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
盛
り
上
が
る
曲
な
の
で
、
最

後
ま
で
楽
し
み
が
続
く
。

い
よ
い
よ
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
○
×
ク
イ
ズ
！

　
ダ
チ
ョ
ウ
倶
楽
部
さ
ん
が
会
場
後
方
か
ら
入
場
す
る

と
、
最
初
は
お
と
な
し
く
見
て
い
た
参
加
者
が
ス
テ
ー

ジ
前
に
結
集
！

　
○
×
ク
イ
ズ
も
大
盛
り
上
が
り
！
５
問
目
を
終
え
た

段
階
で
残
っ
て
い
た
参
加
者
11
名
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
登

壇
。

　
ス
テ
ー
ジ
１
問
目
で
○
８
人
：
×
３
人
に
分
か
れ
た

が
、
正
解
は
ま
さ
か
の
×
！
上
位
３
名
が
確
定
す
る
こ

と
に
！

　
そ
の
後
３
問
目
で
決
着
、
優
勝
は
乃
村
工
藝
社
・
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
さ
ん
、
準
優
勝
は
同
じ
く
乃
村
工
藝
社
・
宮

本
さ
ん
。

　
賞
品
は
、
優
勝
が
20
万
円
分
の
旅
行
券
、
準
優
勝
が

５
万
円
の
旅
行
券
、
３
位
は
３
万
円
の
旅
行
券
。

　
優
勝
、
準
優
勝
の
２
人
は
照
れ
た
様
子
だ
が
、
表
情

は
喜
び
に
溢
れ
、
晴
れ
や
か
だ
っ
た
。

全
国
青
年
交
流
会
の
開
催
Ｐ
Ｒ
は
、

石
川
県
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
組
合
の
元
気
な
３
人
組

　
今
回
の
為
に
用
意
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
は
、
石
川
県
の

形
を
模
し
た
「
い
い
ね
」
サ
イ
ン
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
交
流
会
に
か
け
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

　
最
後
は
石
川
弁
で
「
い
い
ね
」
に
当
た
る
方
言
「
い

い
じ
」
を
使
い
、「
い
い
じ
！
石
川
！
い
い
じ
！
金
沢
！
」

と
参
加
者
全
員
で
掛
け
声
！

次
回
開
催
は
静
岡

　
そ
の
流
れ
で
連
合
旗
の
引
継
ぎ
が
行
な
わ
れ
、
次
回

の
全
国
大
会
の
開
催
地
で
あ
る
静
岡
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協

同
組
合
・
太
田
理
事
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
開
催
地
Ｐ
Ｒ
で
は
、
２
分
ほ
ど
の
Ｐ
Ｒ
映
像
を
上
映
。

　
太
田
理
事
長
は
「
ご
家
族
で
参
加
出
来
る
催
し
も
企

画
中
。″
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
限
界
突
破
〟
を
合
言
葉
に
、
皆

さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す
！
」
と
ご

挨
拶
。

い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
！
参
加
者
全
員
で
日
デ
連
音
頭
！

　
今
回
振
り
付
け
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た
真
島
茂
樹
さ

ん
を
始
め
、
ダ
チ
ョ
ウ
倶
楽
部
さ
ん
、
日
デ
連
ダ
ン
サ
ー

ズ
の
皆
さ
ん
も
登
場
！

　
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
！

　
日
デ
連
音
頭
の
前
に
「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
が
流
れ

始
め
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
の
回
り
に
は
盆
踊
り
の
よ
う
に

人
の
輪
が
出
来
た
。

　
フ
ル
コ
ー
ラ
ス
踊
り
終
わ
る
と
、
そ
の
ま
ま
の
流
れ

で
「
日
デ
連
音
頭
」
へ
。

　
東
デ
協
・
吉
田
理
事
長
を
始
め
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
参

加
者
が
笑
顔
で
踊
る
様
子
に
、
会
場
も
大
盛
り
上
が

り
！

　
ゲ
ス
ト
の
退
場
ま
で
鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
が
、
盛
り

上
が
り
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

中
締
め
は
、
東
デ
協
・
小
林
副
理
事
長
。

　「
８
０
７
名
の
参
加
は
本
当
に
嬉
し
い
。
皆
さ
ん
へ
お

も
て
な
し
が
出
来
て
い
た
ら
良
い
と
思
う
。

　
基
本
に
忠
実
に
、
新
た
な
未
来
を
皆
で
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
」

　
最
後
は
参
加
者
全
員
で
の
３
本
締
で
、
懇
親
会
は
大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

藁
谷
有
紀
／
㈱
ア
ク
テ
ィ
オ	

プ
ラ
ザ
事
業
部
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懇
親
会
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
会
議
棟
１
階
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
広
い
会
場
で
は
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
人
た
ち
の
挨

拶
の
声
が
聞
こ
え
、
和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
。

　
開
場
前
に
も
関
わ
ら
ず
、
全
国
大
会
に
参
加
さ
れ
る

方
々
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
た
。

　
懇
親
会
場
入
口
付
近
に
は
、
特
設
の
「
日
デ
連
・
歴

史
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、
装
飾
壁
に
は
、
い

く
つ
も
の
「
扉
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
扉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
「
歴
史
の
扉
」
に
な
っ

て
お
り
過
去
50
年
の
時
代
背
景
と
日
デ
連
の
歴
史
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は
、
当
時
の
写
真
や
絵
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
。

大
懇
親
会
ス
タ
ー
ト

　
会
場
の
中
に
入
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
が
中
心
に
あ
り
、

会
場
の
ど
こ
に
い
て
も
、
ス
テ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
か
ら「
お
久
し
ぶ
り
！
」の
声
。

　
集
合
写
真
を
撮
っ
た
り
、
久
々
の
再
会
に
話
が
弾
ん

で
い
た
。

開
会
の
ご
挨
拶
は
榎
本
副
理
事
長

　「
こ
の
懇
親
会
に
は
、
全
国
か
ら
８
０
７
名
も
の
方
が

参
加
し
て
お
り
、
前
回
の
２
倍
以
上
の
参
加
人
数
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。」

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
い
よ
い
よ
２

年
。

我
々
は
何
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
。

　
そ
れ
は
、「
代
替
の
き
か
な
い
最
高
の
武
器
」
を
そ
れ

ぞ
れ
が
備
え
る
こ
と
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
技
を
磨
き
、
更
に
魅

力
あ
る
業
界
に
し
た
い
。

　
我
々
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（Good	D

isplay	Perform
ance

）

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

乾
杯
の
ご
発
声
は
上
村
西
日
本
地
区
委
員
長

　「
日
デ
連
は
50
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

　
日
デ
連
・
渡
辺
会
長
は
先
ほ
ど
の
全
国
大
会
で
〝
今

の
日
デ
連
は
先
人
が
築
い
て
く
れ
た
〟
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　
我
々
は
次
の
50
年
の
先
人
で
す
。
今
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

乾
杯
の
後
、「
日
デ
連
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
が
登
場
し
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
踊
る
振
り
付
け
を
指
導
！

　
涼
し
げ
な
浴
衣
姿
の
ダ
ン
サ
ー
10
名
が
、
こ
の
日
の

た
め
に
制
作
さ
れ
た
「
日
デ
連
音
頭
」
の
踊
り
を
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
。

一
般
社
団
法
人
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会

創
立
50
周
年
全
国
大
会 

in 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
実
行
委
員
会

大
懇
親
会

連合旗返還式

日デ連音頭

小林副理事長中締め
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６
月
16
日
　
参
加
者
10
名
に
て
小
雨
の
降
る
中
、
一
般
企
業
見
学
コ
ー
ス
は

朝
９
時
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
「
い
す
ゞ
プ
ラ
ザ
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
４
月
に
い
す
ゞ
自
動
車
創
立
80
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で
す
。
い
す
ゞ
自
動
車
の
歴
史
や
ジ
オ
ラ
マ
を
使
っ
た
運

ぶ
を
支
え
て
い
る
車
の
紹
介
、
実
際
の
自
動
車
を
詰
め
込
み
す
ぎ
ず
空
間
を
大

切
に
し
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
ゆ
っ
た
り
と
し
た
施
設
で
し
た
。
特
に
驚
き
な

の
は
、い
す
ゞ
の
車
の
歴
史
で
紹
介
し
て
い
る
ミ
ニ
チ
ュ
ア
カ
ー
の
展
示
で
す
。

１
１
０
台
中
86
台
は
す
で
に
図
面
が
な
い
車
を
昔
の
資
料
か
ら
再
現
し
た
そ
う

で
す
。
唸
る
く
ら
い
精
巧
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
い
す
ゞ
自
動
車
さ
ん
と
い
う
と
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
商
業
車

中
心
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
や
普
通

自
動
車
も
製
造
し
て
お
り
改
め
て
技
術
力
の
高
い
メ
ー
カ
ー
さ
ん
で
あ
る
と
見

直
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
横
浜
中
華
街
に
て
昼
食
を
と
り
、
休
憩
を
し
て
ヤ
マ
ト
運
輸
　
羽

田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
を
訪
れ
ま
し
た
。
ヤ
マ
ト
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
・
ク
ロ
ネ
コ
の

由
来
、
宅
急
便
は
ヤ
マ
ト
運
輸
の
商
標
登
録
の
た
め
そ
れ
以
外
の
会
社
で
は
、

宅
配
便
と
い
う
事
。
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
由
来
の
紹
介
。

　
24
時
間
稼
働
の
施
設
の
荷
物
の
仕
分
け
シ
ス
テ
ム
の
見
学
や
膨
大
な
仕
分
け

を
行
う
仕
組
み
の
説
明
。
陸
、
海
、
空
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
な
が
ら
印
刷
業
務
、
家
電
修
理
、
家
中
サ
ー
ビ
ス
、
通
関
業
務
な
ど
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
映
像
を
交
え
て
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
最
後
に

実
際
の
仕
分
け
作
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
見
学

内
容
で
し
た
。

　
今
回
の
よ
う
な
企
画
で
は
な
い
と
体
験
で
き
な
い
施
設
を
回
れ
て
と
て
も
貴

重
な
体
験
を
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
中
野
　
肇
／
㈱
東
広

一般企業視察コース
研修
視察

いすゞ自動車㈱　「ISUZU PLAZA」

ヤマトグループ　「羽田クロノゲート」
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業界企業視察コース
研修
視察

　
業
界
企
業
視
察
コ
ー
ス
で
す
が
、初
め
に
シ
ミ
ズ
オ
ク
ト
様
の
ス
タ
ジ
オ（
木

更
津
）
の
視
察
と
な
り
ま
す
。
広
大
な
ス
ペ
ー
ス
に
、
木
工
、
塗
装
、
造
形
、

ス
テ
ー
ジ
機
構
、サ
イ
ン
の
制
作
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、ま
た
ト
ラ
ス
や
レ
イ
ヤ
ー

等
の
ス
テ
ー
ジ
の
基
礎
と
な
る
部
材
の
保
管
倉
庫
も
あ
り
、そ
も
そ
も
の
広
さ
、

大
き
さ
に
驚
き
で
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
も
そ
の
規
模
に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
中
で
も
Ｘ
線
検
査
機
で
チ
ェ
ー
ン
モ
ー
タ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
の
不
具

合
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
伺
い
、
安
全
に
対
し
て
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
次
に
伺
っ
た
の
は
、
丹
青
社
様
。
上
野
か
ら
品
川
に
本
社
オ
フ
ィ
ス
移
転
を

さ
れ
た
際
の
狙
い
や
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
を
「
未
来
創

造
拠
点
」
と
称
し
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
、
巨
大
な
テ
ー
ブ
ル
を
配
置
し
、
出

会
い
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
捉
え
、
こ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
や
作

品
展
な
ど
に
活
用
も
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
内
に
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
予
行
練
習
を
す
る
た
め
の
コ
ロ
シ
ア
ム
型
の
ス
ペ
ー
ス

や
、
業
務
に
集
中
で
き
る
個
室
型
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
社
員
の
皆
様
が
働
き

や
す
い
環
境
を
作
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
乃
村
工
藝
社
様
。
新
木
場
に
あ
る
ノ
ム
ラ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
伺
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
安
全
と
品
質
を
支
え
る
プ
ロ
人
材
を
育
成
す
る

た
め
の
施
設
と
の
こ
と
で
、
実
際
の
足
場
や
特
定
天
井
の
構
造
部
分
が
設
置
さ

れ
、
実
際
の
職
人
体
験
も
で
き
る
施
設
で
す
。
年
間
１
３
４
５
名
ほ
ど
安
全
講

習
を
受
講
さ
れ
て
い
る
実
績
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ	
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン	

モ
デ
リ
ン
グ
）
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
造
形
も
展
示

さ
れ
、
乃
村
さ
ん
の
技
術
力
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
の
皆
様
も
食

い
入
る
よ
う
に
見
て
お
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
伺
っ
た
の
は
、
ム
ラ
ヤ
マ
様
で
す
。
豊
洲
の
本
社
に
伺
い
ま
し
た
。

ム
ラ
ヤ
マ
さ
ん
は
、「
感
動
創
造
研
究
所
」
を
設
立
さ
れ
、
感
動
体
験
に
富
ん

だ
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
城
の
震
災
復
興
の

支
援
も
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
「
熊
本
城
　
組
み
立
て
募
金
」
の

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
製
の
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
熊
本
城
を

組
み
立
て
る
体
験
だ
っ
た
の
で
す
が
、
組
み
立
て
る
こ
と
自
体
も
楽
し
い
の
で

す
が
、
そ
れ
を
完
成
さ
せ
、
デ
ス
ク
の
上
や
自
宅
に
置
い
て
お
く
こ
と
で
震
災

を
忘
れ
な
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
、
そ
の
仕
掛
け
に
皆
さ
ま
関
心
を
示
し
て
お

り
ま
し
た
。

　
４
社
様
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
、
信
念
な
ど
を

い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
伝
え
て
頂
き
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
の
未
来
や
期

待
を
感
じ
ら
れ
る
本
当
に
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
テ
ン
ド
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
企
業
の
ご
担
当
者
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
松
本
和
徳
／
㈱
博
展

㈱シミズオクト

㈱乃村工藝社 ㈱ムラヤマ

㈱丹青社

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会　創立50周年全国大会 in TOKYO
東京ディスプレイ協同組合実行委員会
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50
周
年
全
国
大
会
２
日
目
、
進
化
す
る
東
京
と
題
し
た
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
東
京
に
あ
り
な
が
ら
中
々
行
く
機
会
の
無
か
っ
た
各
地
を
巡
り
ま

す
。
ま
ず
最
初
は
「V

R	ZO
N
E	SH

IN
JU
K
U

」
で
す
。
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら

約
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、
巷
で
は
「
週
末
２
時
間
待
ち
」
な
ど
と
囁
か
れ
、
気

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
敬
遠
し
て
い
た
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン

前
に
到
着
し
小
雨
の
降
る
中
を
修
学
旅
行
で
あ
ろ
う
中
学
生
や
外
国
人
観
光
客

と
と
も
に
ス
ー
ツ
を
着
た
人
達
が
並
ん
で
い
ま
す
。
少
し
気
恥
ず
か
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
も
高
揚
す
る
自
分
が
い
て
、
最
近
で
は
中
々
に
無
い
感
覚
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の
施
設
で
は
全
部
で
17
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
音
、
映
像
、

振
動
、
重
力
、
風
な
ど
を
駆
使
し
触
感
、
聴
感
、
視
感
と
同
調
さ
せ
私
た
ち
を

別
の
世
界
へ
誘
い
ま
す
。
体
験
し
た
マ
リ
オ
カ
ー
ト
で
は
高
さ
20
ｍ
位
か
ら

ジ
ャ
ン
プ
す
る
コ
ー
ス
設
定
で
、
飛
び
降
り
る
感
覚
は
恐
怖
な
の
か
楽
し
さ
な

の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
然
と
声
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
入
場
直

後
は
静
か
だ
っ
た
施
設
は
退
場
す
る
時
は
絶
叫
に
包
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
変
楽
し
く
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
は
体
験
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
や

体
調
な
ど
に
よ
る
利
用
制
限
が
あ
る
た
め
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｖ
Ｒ
体

験
を
し
て
い
る
方
を
見
る
側
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
シ
ュ
ー
ル
な
構
図
で
す
の

で
そ
の
点
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
・
・
・
壁
に
向
か
っ
て
「
か
め
は
め
波
」
の
ポ
ー

ズ
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
の
し
難
い
施
設
と
も
思
い
ま
し
た
。
続
い
て
は
オ
ペ
ラ

シ
テ
ィ
54
Ｆ
中
国
料
理
東
天
紅
で
の
昼
食
を
挟
ん
で
か
ら
新
国
立
競
技
場
の
外

周
見
学
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
生
憎
の
雨
天
に
て
外
周
を
歩
く
こ
と
は
で
き
ず
、

バ
ス
で
の
軽
め
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
訪
れ
た
の
は
今
年
３
月
29
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
で
す
。
日
比
谷
ら
し
い
古
さ
を

表
現
し
な
が
ら
も
決
し
て
チ
ー
プ
に
見
せ
な
い
上
質
な
空
間
作
り
が
そ
こ
か
し

こ
に
な
さ
れ
て
お
り
、
開
放
的
な
空
間
や
庭
園
と
調
和
し
て
お
り
ま
し
た
。
Ｔ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ご
年
配
の
方
や
大
人
だ
け
で
な

く
、
若
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
日
比
谷
駅
に
直
結
し
て
お
り
地
下
か
ら
の

導
線
も
楽
し
め
ま
す
。
新
し
い
東
京
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
一
つ
と
し
て
期
待
し

た
い
と
思
う
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
東
京
を
観
光
し

た
こ
と
が
思
い
出
せ
な
い
く
ら
い
に
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
様
々
に

良
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
企
画
、
計
画
、
運
営
チ
ー
ム

の
方
々
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合

広
報
委
員
　
奥
下
耕
平
／
㈱
ニ
ッ
プ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

VR ZONE SHINJUKU

新国立競技場 東京ミッドタウン日比谷

進化する東京コース
研修
視察
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石川酒造㈱

篠原風鈴本舗

　
今
回
は
総
勢
18
名
の
参
加
で
、
東
京
の
西
か
ら
東
を
横
断
し
〝
職
人
技
〟
に

触
れ
る
ツ
ア
ー
で
す
。

　
ま
ず
は
、「
多
満
自
慢
」
で
知
ら
れ
る
福
生
の
石
川
酒
造
を
訪
れ
酒
蔵
見
学

で
す
。
明
治
13
年
建
築
で
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
蔵
。
酒

造
り
は
「
冬
仕
込
み
」
と
い
う
気
温
の
低
い
時
期
に
行
う
そ
う
で
、
今
の
時
期

は
作
業
風
景
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
蔵
の
中
で
、

巨
大
な
貯
蔵
タ
ン
ク
を
眺
め
な
が
ら
厳
か
な
気
持
ち
で
蔵
人
の
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。
お
酒
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
か
の
話
、
現
在
の
杜
氏
は
30
代
の

若
い
方
が
務
め
て
い
る
こ
と
、
杜
氏
以
外
は
蔵
人
と
呼
ぶ
こ
と
。
吟
醸
・
大
吟

醸
の
精
米
の
磨
き
歩
合
の
話
（
他
酒
造
さ
ん
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
も
！
）
続
い

て
、
敷
地
内
の
杉
玉
、
仕
込
み
水
、
夫
婦
欅
、
麦
酒
釜
を
巡
り
歴
史
の
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
見
学
後
は
お
待
ち
か
ね
の
試
飲
で
す
。「
生
原
酒
」「
八
重
桜
」「
に
ご
り
」

と
女
性
に
一
番
人
気
だ
と
い
う
「
梅
酒
」
も
。
さ
ら
に
お
土
産
も
買
い
込
み
バ

ス
の
中
で
も
地
酒
と
地
ビ
ー
ル
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
調
布
の
深
大
寺
へ
。
創
業
文
久
年
間
の
「
元
祖
嶋
田
家
」
で
す
。
２

階
の
お
座
敷
で
、
窓
か
ら
見
え
る
景
観
も
小
雨
の
降
る
中
、
風
情
が
あ
り
ま
す
。

お
蕎
麦
は
平
打
ち
太
麺
が
特
徴
の
ざ
る
そ
ば
と
て
ん
ぷ
ら
に
味
噌
お
で
ん
。
さ

ら
に
ビ
ー
ル
が
進
み
ま
す
。

　
午
後
は
、
江
戸
川
区
の
篠
原
風
鈴
本
舗
で
す
。
ま
ず
は
職
人
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
の
ガ
ラ
ス
風
鈴
吹
き
体
験
。続
い
て
絵
付
け
の
説
明
を
聞
く
と
、

風
鈴
の
内
側
に
筆
を
入
れ
て
描
く
の
で
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
難
し
い
手
仕
事

で
す
。
皆
様
口
々
に
「
私
は
絵
心
が
な
い
」
だ
の
「
セ
ン
ス
が
な
い
」
な
ど
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
声
も
な
ん
の
そ
の
！
実
際
に
描
き
始
め

る
と
皆
様
飛
び
切
り
こ
だ
わ
っ
た
素
敵
な
絵
！
童
心
に
帰
り
夢
中
で
絵
付
け
に

没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
形
も
絵
柄
も
世
界
中
に
一
つ
だ
け
し
か
な
い

東
京
土
産
が
出
来
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
２
年
後
に
控
え
沸
く
東
京
、ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
東
京
に
も
、

ま
だ
ま
だ
清
ら
か
な
水
と
自
然
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
思
い
が
け
ず
知

る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
吉
岡
千
帆
子
／
㈱
シ
ミ
ズ
オ
ク
ト

江戸文化体験コース
研修
視察

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会　創立50周年全国大会 in TOKYO
東京ディスプレイ協同組合実行委員会
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
言
葉

清
水

　章

　デ
ィ
ス
プ
レ
イ
史
研
究
家

　著
書
「
日
本
装
飾
屋
小
史
」
他

13

　
全
国
大
会
２
日
目
に
は
、
千
葉
県
成
田
市
の
格
式
あ
る
名
門
「
成
田
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
」
に
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
気
象
庁
が
梅
雨
入
り
を
発
表
し
た

ま
さ
に
当
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
実
行
委
員
の
強
い
想
い
が
通
じ
た
為
か
殆
ど
雨
に

降
ら
れ
る
事
無
く
、
30
組
１
２
０
名
と
い
う
多
数
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
世
界
の
ト
ッ
プ
１
０
０
０
コ
ー
ス
に
も
選
出
さ
れ
、２
０
１
７
年
に
は「
米

国PGA
T
O
U
R

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
公
式
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
も
開
催
さ
れ
た
、
各
ホ
ー

ル
に
特
徴
の
あ
る
難
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
全
国
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
の
方
々
に
よ

り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は

優

勝

㈱
中
村
建
装
　
山
口	

俊
一
郎
さ
ん
（
福
岡
）

準
優
勝

国
際
電
氣
工
業
㈱
　
平
野	

顕
さ
ん
（
愛
知
）

３

位

㈱
ケ
ン
・
ス
タ
ッ
フ
　
高
橋	

秀
さ
ん
（
東
京
）

ベ
ス
グ
ロ

㈱
ト
ー
ガ
シ
　
江
草	

好
一
さ
ん
（
東
京
）

　
優
勝
さ
れ
た
山
口
さ
ん
は
、
福
岡
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
初
の
優
勝
者
と
の
事

で
、
表
彰
式
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
ゴ
ル
フ
大
会
で
培
わ
れ
た
人
脈

が
、
今
後
の
日
デ
連
の
活
性
化
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
発
展
に
繋
が
る
事
を
大
い
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
事
前
の
準
備
や
当
日
の
運
営
に
携
わ
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
実
行
委
員
の

皆
様
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
　
広
報
委
員
　
西
林
大
輔
／
㈱
イ
ン
テ
リ
ア
ニ
シ
ダ

優勝／㈱中村建装　山口俊一郎さん 準優勝／国際電氣工業㈱　平野 顕さん

3位／㈱ケン・スタッフ　高橋 秀さん ベスグロ／㈱トーガシ　江草 好一さん

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会
創立50周年全国大会�in�TOKYO

東京ディスプレイ協同組合実行委員会

in�成田ゴルフ倶楽部

2018年6月6日（水）　ゴルフコンペ
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そ
の
半
数
は
外
国
四
〇
ヶ
国
が
占
め
た
。
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
市
民
を
動
員
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
会
場
に
奇
想
天
外
な
仕
掛

け
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の

が
水
晶
宮
（
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
）
だ
っ
た
。

水
晶
宮
の
仕
掛
け
は
巨
大
な
建
築
物
に
あ
っ

た
。

　
世
界
か
ら
集
め
ら
れ
た
展
示
品
を
一
堂
に

収
納
す
る
水
晶
宮
の
５
６
５
メ
ー
ト
ル
と
い

う
長
さ
は
、
万
国
博
開
催
の
１
８
５
１
年
に

ち
な
ん
だ
１
８
５
１
フ
ィ
ー
ト
に
由
来
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
巨
大
な
空
間
を
も
つ
建

築
物
の
建
材
が
伝
統
的
な
レ
ン
ガ
や
石
材
で

は
無
く
、
鉄
と
ガ
ラ
ス
で
造
ら
れ
た
こ
と
も

話
題
を
増
幅
さ
せ
た
。

　
万
国
博
覧
会
で
奇
想
天
外
が
動
員
を
よ
ん

だ
例
は
他
に
も
あ
る
。
１
８
８
９
年
（
明
治

22
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
、
橋
梁
を
地
面

に
垂
直
に
立
て
た
よ
う
な
鉄
骨
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
は
、
工
事
中
か
ら
「
パ
リ
の
街
に
そ
ぐ

わ
な
い
」
と
市
民
の
不
評
を
よ
ん
だ
が
、「
集

客
装
置
」
と
し
て
の
役
割

は
十
二
分
に
果
た
し
た
。

こ
れ
が
万
国
博
終
了
後
、

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
し
て
観

光
名
所
と
な
っ
た
こ
と
は

良
く
知
ら
れ
て
い
る
話

だ
。

　
万
国
博
覧
会
は
ロ
ン
ド

ン
万
博
以
降
、
パ
リ
を
は

じ
め
世
界
の
各
都
市
で
開

催
さ
れ
て
い
く
が
、
回
が

重
な
る
に
従
っ
て
国
の
特

色
が
見
え
て
く
る
。
例
え

ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
見
本
市

的
、
フ
ラ
ン
ス
は
出
陳
物

に
定
価
を
付
け
た
の
で
百

貨
店
的
と
言
わ
れ
、
ア
メ

リ
カ
は
大
企
業
が
パ
ビ
リ
オ
ン
を
林
立
さ
せ

て
万
博
会
場
の
風
景
を
変
え
て
い
っ
た
。

内
国
勧
業
博
覧
会

　
先
進
国
の
博
覧
会
を
学
ん
で
始
ま
っ
た
明

治
の
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
な
ぜ
集
客
の
た

め
の
奇
想
天
外
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
か
、

疑
問
を
感
じ
る
。
天
皇
の
行
幸
を
あ
お
ぎ
、

外
国
の
来
賓
を
迎
え
る
晴
れ
の
場
に
奇
想
天

外
を
置
く
の
は
非
礼
だ
と
、
日
本
人
の
無
骨

な
生
真
面
目
さ
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
展
示
に
関
し
て
も
同
様
だ
。
当
初
の

展
示
は
、
壁
も
床
も
台
も
立
錐
の
余
地
の
無

い
ほ
ど
出
陳
物
を
並
べ
た
て
た
の
で
、
外
見

の
行
儀
の
悪
さ
は
否
め
な
い
。
そ
の
反
省
か

ら
か
少
し
落

ち
着
い
た
第

三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
あ

た
り
か
ら
陳

列
箱
が
登
場

す
る
。
や
が

て
パ
ビ
リ
オ

ン
に
同
形
の

陳
列
箱
が
何

百
も
並
べ
ら

れ
る
姿
が
定

着
す
る
。
そ

れ
を
見
た
外

国
人
に
は
異

様
な
風
景
と

見
え
た
か
も

知
れ
な
い

が
、
こ
れ
が

わ
が
国
に
お

け
る
博
覧
会

の
原
風
景
で

あ
っ
た
。

陳
列
箱

　
業
界
史
の
中
で
「
装
飾
箱
時
代
」
を
規
定

す
る
と
す
れ
ば
、
明
治
の
中
頃
か
ら
昭
和
の

初
期
ま
で
と
な
ろ
う
。
初
め
て
登
場
し
た
陳

列
箱
と
は
、
九
〇
セ
ン
チ
の
四
方
形
で
高
さ

２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
で
、
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
に
装
飾
が
施
さ
れ
た
家
具
風
の

明
治
初
期
の
博
覧
会
の
展
示

湯
島
聖
堂
博
覧
会
（
１
８
７
２
年
）

内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
度
々
行
幸
が
行

わ
れ
た

東
京
勧
業
博
覧
会
の
花
電
車

（
１
９
０
７
年
）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
た
博
覧
会

場
の
夜
景 

東
京
勧
業
博
覧
会

（
１
９
０
７
年
）

水
晶
宮
の
展
示

パ
リ
万
国
博
覧
会
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
（
１
８
８
９
年
）
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ディスプレイという言葉

は
じ
め
に

　
戦
後
、
大
阪
で
は
じ
め
て
設
立
さ
れ
た

「
大
阪
展
示
美
術
協
会
」
で
中
心
的
役
割
を

は
た
し
た
「
く
ろ
ふ
ね
工
芸
社
」
は
、
戦
前

の
社
名
を
「
く
ろ
ふ
ね
装
飾
社
」
と
い
い
、

１
９
１
８
年
（
大
正
７
）
の
創
業
時
は
「
く

ろ
ふ
ね
図
案
所
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。
こ
の

時
代
に
創
業
し
た
業
者
で
改
名
し
た
例
は
少

な
く
な
い
。

　
言
葉
は
す
ぐ
に
古
く
な
る
。
改
名
は
環
境

の
急
速
な
変
化
に
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
す
る

思
い
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
油
断
な

く
、
先
の
時
代
を
見
極
め
る
難
し
さ
を
今
日

に
伝
え
る
事
例
と
も
言
え
る
か
も
知
れ
な

い
。

業
界
の
ル
ー
ツ

　
業
界
の
ル
ー
ツ
を
辿
っ
て
ゆ
く
と
明
治
の

博
覧
会
に
至
る
。
と
い
っ
て
も
社
寺
仏
閣
の

広
間
に
古
器
・
珍
品
を
並
べ
る
類
い
の
も
の

で
は
な
い
。

　
１
８
６
２
年
（
文
久
２
）
遣
欧
使
節
団
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
中
、
ロ
ン
ド
ン
万
国
博

覧
会
に
出

会
い
、
そ

の
壮
大
さ

に
瞠
目
し

た
。
そ
の

一
行
に
随

行
し
て
い

た
福
沢
諭
吉
は
、
帰
国
後
に
『
西
洋
事
情
』

の
中
で
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
わ
が
国

に
お
け
る
本
格
的
な
博
覧
会
は
、
１
８
７
７

年
（
明
治
10
）
上
野
の
山
を
拓
い
て
行
わ
れ

た
内
国
勧
業
博
覧
会
で
、
欧
米
の
万
国
博
を

モ
デ
ル
と
し
、
殖
産
興
業
を
目
指
す
国
家
的

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
。

生
い
立
ち

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
先
覚
者
た
ち
が
第
一

歩
を
刻
ん
だ
博
覧
会
の
現
場
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
残
さ
れ
た
資
料
を

集
め
て
再
現
し
て
み
た
。

　‌‌
風
が
砂
塵
を
ま
き
あ
げ
、
雨
が
降
る
と
泥

地
に
な
る
道
路
を
「
前
を
あ
け
ろ
！
」
と

建
材
を
山
積
み
し
た
大
八
車
の
男
た
ち
が

怒
声
を
あ
げ
る
。

　‌‌

標
準
語
は
ま
だ
な
く
、
東
北
弁
も
薩
摩
言

葉
も
、
戦
場
の
よ
う
な
現
場
の
騒
音
に
消

さ
れ
て
し
ま
う
。
裏
に
回
れ
ば
、
糞
尿
の

臭
い
が
立
ち
込
め
、
空
地
は
残
材
を
燃
や

す
煙
で
む
せ
返
る
。
安
全
管
理
の
シ
ス
テ

ム
も
、
工
程
表
も
無
い
作
業
現
場
は
混
乱

を
極
め
て

い
た
。
そ

の
よ
う
な

状
況
の
中

で
完
成
に

向
か
わ
せ

た
の
は

「
こ
の
手

で
新
し
い
国
を
造
る
」
と
い
う
気
概
を

も
っ
た
若
者
た
ち
だ
っ
た
と
思
う
。

　
そ
の
よ
う
な
現
場
の
中
か
ら
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
業
が
芽
生
え
た
。

奇
想
天
外

　
１
８
５
１
年
（
嘉
永

４
）
５
月
１
日
か
ら
ロ
ン

ド
ン
の
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
で

開
か
れ
た
世
界
最
初
の
万

国
博
覧
会
は
、
世
界
に
平

和
を
呼
び
か
け
た
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
っ

た
。
開
幕
の
日
に
は
、
会

場
に
五
十
万
以
上
の
人
が

つ
め
か
け
た
が
、
懸
念
さ

れ
て
い
た
暴
動
も
無
く
、

華
や
か
な
す
べ
り
出
し
を

見
せ
た
。

　
だ
が
、
な
ぜ
イ
ギ
リ
ス

が
空
前
絶
後
と
い
わ
れ
る

よ
う
な
博
覧
会
を
開
く
必

要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ

は
産
業
革
命
に
あ
っ
た
ら

し
い
。
革
命
の
結
果
、
伝

統
的
な
家
内
工
業
が
崩
壊

し
、
工
場
に
よ
る
大
量
生

産
を
可
能
と
し
た
が
、
消

費
の
手
立
て
が
見
つ
か
ら

な
い
。
そ
こ
で
市
場
を
世

界
に
求
め
て
声
を
上
げ

た
。「
万
国
の
産
業
の
、
成
果
の
大
博
覧
会
」

と
い
う
の
が
ロ
ン
ド
ン
博
の
正
式
名
称
だ
っ

た
。

　
こ
の
博
覧
会
は
、
民
間
有
志
が
博
覧
会
社

を
組
織
し
莫
大
な
費
用
を
投
じ
て
開
設
に

当
っ
た
。
展
示
出
品
人
は
一
万
七
千
余
人
、

博
覧
会
を
わ
が
国
に
伝
え
た
福
沢
諭
吉
の『
西

洋
事
情
』

内
国
勧
業
博
覧
会
の
現
場
風
景

世
界
最
初
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
の
水
晶
宮
（
１
８
５
１
年
）
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ン
ト
で
あ

る
。
笛
太

鼓
、
武
士
、

隈
取
り
の
雲

助
な
ど
に
つ

づ
い
て
、
市

民
が
思
い
思

い
に
仮
装
し

て
つ
づ
い

た
。
そ
れ
を

新
聞
が
賑
々

し
く
書
き
立

て
た
の
で
、

こ
の
博
覧
会
も
大
評
判
と
な
り
会
期
を
延
長

し
た
。

電
気
博
覧
会�

１
９
１
８
年
（
大
正
７
）

　
電
気
時
代
の
到
来
を
記
念
し
て
開
か
れ

た
。
高
さ
十
七
メ
ー
ト
ル
の
人
工
の
山
か
ら

水
を
落
と
し
、
発
電
の
実
演
を
見
せ
た
。
い

つ
の
時
代
で
も
大
仕
掛
は
イ
ベ
ン
ト
の
花
で

あ
る
。

平
和
記
念
家
庭
博
覧
会

�

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）

　
暗
い
出
来
事
も
あ
る
。
同
年
八
月
二
十
日

の
深
夜
、
開
催
中
の
会
場
か
ら
出
火
、
全
焼

す
る
。
各
パ
ビ
リ
オ
ン
に
並
べ
ら
れ
て
い
た

湘
南
木
工
所
所
有
の
陳
列
箱
は
す
べ
て
焼
尽

す
る
。
そ
の
た
め
に
博
覧
会
の
メ
ッ
カ
だ
っ

た
上
野
公
園
で
の
開
催
は
、
大
正
十
一
年
ま

で
中
止
と
な
る
。

平
和
記
念
東
京
博
覧
会

�

１
９
２
２
年
（
大
正
11
）

　
こ
の
博
覧

会
は
大
正
３

年
の
東
京
大

正
博
覧
会
と

共
に
、
大
正

時
代
を
代
表

す
る
博
覧
会

で

あ

る
。

一
千
百
万
人

が
来
場
し

二
千
数
百
人

の
女
看
守
（
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
）
で
人
気
が
沸

騰
し
た
と
い
う
。
開
会
式
の
日
は
雨
と
な
り

正
門
前
は
泥
沼
の
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
万
六
千
人
の
来
賓
は
乾
杯
の
酒
に
酔
う
。

博
覧
会
の
呼
び
物
は
水
上
飛
行
機
と
平
和

塔
、
だ
が
会
期
中
に
襲
っ
た
地
震
の
た
め
、

陳
列
箱
は
総
倒
れ
と
な
り
、
オ
ー
プ
ン
当
初

の
人
気
は
下
降
し
て
最
後
は
入
場
料
を
値
下

げ
す
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
記
録
に
よ

る
と
八
十
九
万
六
千
八
百
五
十
五
円
の
赤
字

と
な
り
、
博
覧
会
事
業
の
難
し
さ
を
後
世
に

残
し
た
。

大
大
阪
記
念
博
覧
会

�

１
９
２
５
年
（
大
正
14
）

　
新
聞
社
の
博
覧
会
へ
の
関
与
は
、
大
正
時

代
以
降
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
が
、
こ
れ
も

大
阪
毎
日
新
聞
社
が
主
催
し
た
博
覧
会
で
あ

る
。
こ
の
年
、
大
阪
は
市
域
を
拡
張
し
、
人

口
が
日
本
一
と
な
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
開

か
れ
た
。
本
館
で
は
「
水
の
大
阪
」「
商
業

の
大
阪
」「
劇
場
と
音
楽
の
大
阪
」
な
ど
大

阪
を
二
十
七
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
紹
介
し

た
。
そ
の
企
画
が
博
覧
会
を
成
功
さ
せ
た
要

因
と
な
る
。

第
二
回
化
学
工
業
博
覧
会

�

１
９
２
６
年
（
大
正
15
）

　
百
貨
店
の
装
飾
は
、
明
治
の
博
覧
会
の
時

代
か
ら
パ
ビ

リ
オ
ン
に
一

際
光
彩
を
は

な
っ
て
き
た
。

こ
れ
も
そ
の

ひ
と
つ
。

髙
島
屋
、
松

屋
、
三
越
、

白
木
屋
、
松

坂
屋
の
五
大

百
貨
店
が
、

ひ
と
つ
に
な
っ
て
出
展
し
た
が
、
季
節
の
移

ろ
い
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
演
出
に
観
客
は

し
ば
し
足
を
と
め
た
。

電
気
大
博
覧
会�

１
９
２
６
年
（
大
正
15
）

　
明
治
末
期
に
登
場

し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
博
覧
会
の

夜
景
を
一
変
さ
せ
た

が
、
大
正
時
代
に
な

る
と
、
そ
れ
に
か

わ
っ
て
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
が
天
空
を
走
り
、

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
演

出
し
た
。

皇
孫
御
誕
生
記
念
こ
ど
も
博
覧
会

�

１
９
２
６
年
（
大
正
15
）

　
大
正
も
後
半
に
な
る
と
博
覧
会
に
お
い
て

も
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
く

大
大
阪
記
念
博
覧
会
（
１
９
２
５
年
）

第
2
回
家
庭
博
覧
会
（
１
９
２
３
年
）

優
良
国
産
博
覧
会
の
人
工
富
士

（
１
９
２
５
年
）

電
気
博
覧
会
（
１
９
２
６
年
）

百
貨
店
の
ブ
ー
ス
　
第
二
回
化
学
工
業
博

覧
会
（
１
９
２
６
年
）

平
和
記
念
東
京
博
覧
会
（
１
９
２
２
年
）

東
京
奠
都
五
十
年
奉
祝
博
覧
会
の
パ
ノ
ラ
マ

（
１
９
１
７
年
）
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箱
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
陳
列
箱
は
、

当
初
、
協
会
か
ら
提

供
さ
れ
て
い
た
が
、

ど
う
い
う
理
由
か
ら

か
、１
９
０
３
年（
明

治
36
）
大
阪
で
開
か

れ
た
内
国
勧
業
博
覧

会
か
ら
は
出
展
者
側

が
製
作
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
少
な
か
ら
ず

波
紋
を
よ
ん
だ
。

　
当
時
、
各
府
県
の
展
示
に
あ
た
っ
た
担
当

者
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
観
覧
者
ガ
本
県
ノ
出
品
ヲ
、
細
視
ス
ル
ニ

先
ダ
チ
　
外
部
ノ
装
飾
ヲ
以
テ
観
者
ノ
心
ヲ

奪
ヒ
　
暗
々
裏
ニ
同
情
ヲ
寄
セ
シ
メ
ン
コ
ト

デ
企
画
セ
リ
」‌

　
外
部
の
装
飾
と
い
う
の
は
陳
列
箱
の
装
飾

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
展
示
品
の

印
象
を
強
く
さ
せ
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
、

結
果
と
し
て
、
陳
列
箱
の
製
作
費
を
急
騰
さ

せ
、
予
算
を
圧
迫
し
た
の
で
、
各
所
か
ら
悲

鳴
の
声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
登

場
し
、
陳
列
箱
に
改
良
を
加
え
た
の
が
、
日

本
橋
呉
服
町
に
居
を
構
え
る
湘
南
木
工
所
の

加
茂
増
五
郎
だ
っ
た
。
増
五
郎
は
厚
ガ
ラ
ス

を
細
い
木
枠
で
支
え
る
新
規
の
陳
列
箱
を
開

発
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
陳
列
箱
は
博
覧
会
が

終
了
す
る
と
廃
棄
さ
れ
て
い
た
が
増
五
郎
は

そ
れ
を
回
収
し
、
再
使
用
が
で
き
る
レ
ン
タ

ル
の
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
た
の
で
、
そ
れ
以

降
、
出
展
者
は
安
価
で
陳
列
箱
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
博
覧
会
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
観
衆
の

声
を
大
切
に
し
て
発
展
し
て
き
た
。
当
時
の

内
国
勧
業
博
覧
会
の
不
人
気
の
理
由
の
ひ
と

つ
は
、
陳
列
箱
を
並
べ
立
て
た
展
示
だ
っ

た
。
こ
と
に
箱
の
中
に
出
陳
物
が
鎮
座
し
て

い
る
だ
け
で
は
味
気
な
い
。

　
そ
ん
な
声
が
高
ま
っ
て
き
た
の
だ
。
展
示

品
を
と
り
ま
く
空
間
を
演
出
す
る
今
日
的
な

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
技
法
は
、
未
だ
確
立
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。

　
陳
列
箱
を
面
白
く
見
せ
る
工
夫
は
な
い
か

と
、
初
め
に
手
を
出
し
た
の
は
、
器
用
な
大

工
か
好
奇
心
の
強
い
表
具
師
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
が
、
や
が
て
画
塾
の
画
学
生
が
加

わ
り
、
そ
の
連
中
を
「
飾
り
屋
」
と
呼
ん
だ

時
期
を
経
て
、
業
界
の
先
駆
者
た
ち
が
姿
を

現
し
て
く
る
。
そ
れ
は
多
く
の
画
工
を
か
か

え
「
東
京
作
画
協
会
」（
後
の
商
工
美
術
）
を

お
こ
し
た
長
谷
川
一
陽
や
、
東
商
会
か
ら
博

覧
会
の
専
門
業
者
と
し
て
独
立
し
て
「
中
村

商
会
」（
後
の
中
村
展
設
）
を
創
業
し
た
中
村

伝
治
た
ち
で
あ
る
。

大
正
の
博
覧
会

　
大
正
の
博
覧
会
は
、
明
治
の
近
代
国
家
の

建
設
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
も
の
と
違
い
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
華
や
か
な
中
で
、
自
由

で
闊
達
な
博
覧
会
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
そ

れ
は
主
催
が
政
府
か
ら
は
な
れ
て
、
新
聞
社

や
電
鉄
な
ど
の
民
間
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
事
に
も
原
因
が
あ
る
よ
う
だ
。

そ
れ
に
よ
り
奇
想
天
外
を
得
意
と
す
る
仕
事

人
も
次
々
と
登
場
し
て
く
る
。
ま
る
で
重
々

し
い
明
治
の
箱
が
壊
れ
て
、
各
色
の
ガ
ラ
ス

玉
が
飛
び
出
し
、
四
方
に
散
ら
ば
っ
て
ゆ
く

よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
そ
ん
な
大
正
の
博
覧

会
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
た
。

明
治
記
念
博
覧
会�

１
９
１
３
年
（
大
正
２
）

　
明
治
天
皇
の
聖
徳

を
追
懐
す
る
た
め
に

開
か
れ
る
。
目
玉
は

本
館
の
「
明
治
天
皇

一
代
記
」
の
十
八
面

の
ジ
オ
ラ
マ
。
背
景

画
は
茂
木
習
古
、
生

人
形
は
安
本
亀
八
と

い
う
当
代
の
名
工
た

ち
が
手
掛
け
た
。

東
京
大
正
博
覧
会�

１
９
１
４
年
（
大
正
３
）

　
空
に
は
複

葉
機
が
飛

び
、
観
客
の

移
動
手
段
と

し
て
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー

や
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
が
登
場

し
、
近
代
的

な
博
覧
会
の

先
立
ち
と

な
っ
た
。
ま

た
青
山
会
場
に
は
、

作
り
物
の
戦
艦
三
笠

が
話
題
と
な
る
。
一

方
、
美
人
島
旅
行
館

は
、
卑
猥
風
俗
と
し

て
当
局
か
ら
お
灸
を

す
え
ら
れ
、
閉
館
を

命
じ
ら
れ
る
一
幕
も

あ
っ
た
。

海
の
博
覧
会
　�

１
９
１
６
年
（
大
正
５
）

　
船
橋
の
入
口
を
く
ぐ
る
と
パ
ッ
と
視
界
が

ひ
ら
き
、
大
海
原
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
仕
掛

け
の
中
で
、
波
頭
が
光
り
、
白
い
ヨ
ッ
ト
が

浮
か
ぶ
。
ま
た
、
海
底
ト
ン
ネ
ル
や
美
し
い

南
洋
諸
島
を
紹
介
す
る
活
動
写
真
館
も
あ

り
、
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
博

覧
会
と
し
て
人
気
を
集
め
た
。

婦
人
と
子
供
博
覧
会

�

１
９
１
６
年
（
大
正
５
）

　
眼
下
の
家
並
み
の
遥
か
に
、
富
士
、
筑
波

の
山
が
望
ま
れ
る
と
い
う
触
れ
込
み
で
、
高

さ
三
十
六
メ
ー
ト
ル
の
人
工
富
士
が
登
場
す

る
。
森
鴎
外
も
小
さ
な
三
人
の
娘
と
登
っ

た
。
大
人
気
で
会
期
が
延
長
さ
れ
た
。

東
京
遷
都
奉
祝
博
覧
会

�

１
９
１
７
年
（
大
正
６
）

　
イ
ベ
ン
ト
で
成
功
し
た
博
覧
会
も
あ
る
。

呼
び
物
は
京
を
起
点
と
し
た
東
海
道
五
十
三

次
の
パ
ノ
ラ
マ
と
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ

初
期
の
陳
列
箱

明
治
記
念
博
覧
会
の
ジ
オ
ラ

マ
（
１
９
１
３
年
）

青
山
会
場
に
登
場
し
た
戦
艦
三
笠
の
模
型

東
京
大
正
博
覧
会
（
１
９
１
４
年
）

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
人
気
を

呼
ぶ
東
京
大
正
博
覧
会

（
１
９
１
４
年
）
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当
時
の
金
額

と
し
て
一
回

の
博
覧
会
で

約
二
十
万
円

の
純
利
益
が

残
っ
た
と
書

か
れ
て
い

る
。

　
わ
が
国
の

博
覧
会
は
、

上
野
公
園
で

始
ま
り
、
大

正
時
代
に

入
っ
て
も
中
核
的
な
位
置
は
か
わ
ら
ず
、
頻

繁
に
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
。
当
時
の
会

場
に
は
「
日
本
産
業
館
」
と
い
う
恒
久
施
設

が
あ
り
、
博
覧
会
は
そ
の
施
設
の
周
り
に
仮

設
の
パ
ビ
リ
オ
ン
を
建
て
て
開
か
れ
て
い

た
。
湘
南
木
工
所
は
そ
の
施
設
の
指
定
業
者

と
な
っ
て
い
た
の
で
、
加
茂
増
五
郎
の
力
は

絶
大
で
「
博
覧
会
の
主
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。

　
だ
が
、
１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
開
催
中

の
博
覧
会
会
場
か
ら
火
災
が
発
生
し
て
増
五

郎
は
所
有
す
る
陳
列
箱
の
多
く
を
失
っ
た
。

（
五
）
浮
田
仙
太
郎

　
浮
田
仙
太
郎
は
、
風
の
よ
う
に
現
れ
て
、

風
の
よ
う
に
去
っ
た
、
と
い
う
印
象
で
あ

る
。
仙
太
郎
は
明
治
15
年
ご
ろ
姫
路
の
書
写

山
で
生
ま
れ
、
十
歳
の
時
、
姉
の
嫁
ぎ
先
で

あ
る
尼
崎
の
浮
田
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
家

業
は
雨
傘
製
造
業
だ
っ
た
。
仙
太
郎
は
長
じ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
か
か
げ
た
。
そ
の
演
出
を
託

さ
れ
た
の
が
乃
村
泰
資
だ
っ
た
。
国
技
館
の

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
毎
年
ど
の
よ
う
な
奇
想

天
外
を
見
せ
る
か
、
練
り
に
練
っ
た
。
そ
の

出
来
、
不
出
来
の
中
で
語
り
草
と
し
て
残
っ

て
い
る
の
が
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11
）
夏

の
「
納
涼
日
本
ア
ル
プ
ス
展
」
で
あ
る
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
夏
の
両
国
に
雪
が

降
る
」
と
し
て
読
売
新
聞
社
が
連
日
新
聞
紙

上
に
書
き
立
て
た
の
で
、
前
人
気
は
高
ま
る

ば
か
り
だ
っ
た
。

　
当
日
が
き
た
。
入
口
は
来
観
者
で
列
を
な

し
た
。
だ
が
、
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
作
っ

た
は
ず
の
降
雪
機
か
ら
は
一
粒
の
雪
も
降
ら

な
か
っ
た
。
泰
資
は
と
っ
さ
に
天
井
に
桟
敷

を
組
ま
せ
、
大
量
の
氷
を
運
ば
せ
、
桟
敷
に

上
が
ら
せ
た
大
工
に
鉋
で
氷
を
削
ら
せ
、
手

で
撒
か
せ
た
と
い
う
。
江
戸
気
質
の
観
客

は
、
そ
れ
を
粋
に
感
じ
て
面
白
が
っ
た
と
い

う
。
泰
資
は
窮
地
に
立
っ
て
も
た
じ
ろ
か

ず
、
逆
手
に
と
っ
て
押
し
返
す
野
太
さ
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
た
。
　
雪
が
や
ゝ
正
常
に
降

り
始
め
た
の
が
、
開
演
一
週
間
後
、
正
常
に

も
ど
っ
た
の
は
二
週
間
後
だ
っ
た
と
、
当
時

の
新
聞
は
報
じ
て
い
る
。

　
泰
資
が
博
覧
会
と
最
初
に
関
わ
っ
た
の

は
、
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
の
東
京
大
正

博
覧
会
で
あ
る
。
青
山
会
場
で
二
百
坪
の
生

人
形
館
を
制
作
し
た
。
菊
人
形
で
培
っ
た
演

出
を
博
覧
会
の
場
で
試
し
た
か
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
以
来
、
博
覧
会
に
関
わ
る
こ
と

に
な
る
が
、
陳
列
箱
の
装
飾
に
は
関
与
せ

ず
、
表
現
が
よ
り
自
由
な
特
設
館
に
主
力
を

置
い
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
昭

和
に
入
る
と
百
貨
店
の
催
し
場
に
パ
ノ
ラ
マ

を
中
心
と
し
た
展
覧
会
を
手
掛
け
て
販
路
を

広
げ
て
い
っ
た
。

（
三
）
初
代
八
日
市
屋
清
太
郎

　
八
日
市
屋
清
太
郎
は
、
金
沢
に
拠
点
を
お

く
業
者
で
、
陳
列
箱
の
製
作
か
ら
博
覧
会
の

世
界
に
入
り
、
後
に
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
材
の

レ
ン
タ
ル
で
財
を
築
い
た
。
清
太
郎
は

１
８
７
３
年
（
明
治
６
）、
石
川
県
の
小
松

で
生
ま
れ
、
十
三
歳
の
時
、
浴
衣
一
枚
身
に

ま
と
っ
た
姿
で
金
沢
に
出
て
呉
服
屋
の
小
僧

に
な
っ
た
が
、
野
心
と
商
才
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
、
生
涯
を
通
じ

て
様
々
な
事
業
を
興

し
た
。二
十
歳
の
時
、

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
牛

を
飼
育
す
る
会
社
を

た
て
た
。
三
十
五
歳

で
市
会
議
員
と
な
り

ア
メ
リ
カ
を
視
察

し
、
帰
国
す
る
や
金

沢
日
夕
新
聞
社
を
設

立
す
る
が
、
ほ
ど
な

く
身
を
ひ
く
。

　
清
太
郎
が
ど
う
い
う
動
機
で
博
覧
会
に
関

わ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
１
９
１
４

年
（
大
正
３
）
の
東
京
大
正
博
覧
会
の
時
ら

し
い
。
清
太
郎
の
全
盛
期
は
昭
和
の
戦
前
で

博
覧
会
の
レ
ン
タ
ル
用
建
材
の
倉
庫
を
全
国

各
地
に
持
ち
、
業
界
に
確
固
不
動
の
地
位
を

占
め
た
。

（
四
）
加
茂
増
五
郎

　
加
茂
増
五
郎
は
、
生
涯
を
陳
列
箱
に
捧

げ
、
そ
の
開
発
に
情
熱
を
注
い
だ
。
業
界
の

開
拓
者
の
お
お
く
が
歩
ん
だ
よ
う
に
、
増
五

郎
も
十
五
歳
で
小
田
原
の
建
具
屋
の
見
習
い

工
と
な
っ
た
が
、
二
十
二
歳
の
時
、
一
念
発

起
し
て
洋
家
具
を
学
ぶ
た
め
ア
メ
リ
カ
へ

渡
っ
た
。
二
年
後
に
帰
国
し
て
陳
列
ケ
ー
ス

専
門
の
湘
南
木
工
所
を
開
業
し
た
が

１
９
１
２
年
（
大
正
元
）、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

研
究
の
た
め
再
び
渡
米
す
る
。
内
国
勧
業
博

覧
会
の
装
飾
過
剰
な
陳
列
箱
を
見
た
の
が
動

機
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
機
能

的
で
組
立
て
可
能
な
陳
列
箱
を
開
発
し
た
。

　
当
時
の
陳
列
箱
の
使
用
頻
度
は
、
大
規
模

な
博
覧
会
で
千
五
百
台
、
小
規
模
博
覧
会
で

も
五
百
台
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
い
た
。
増
五
郎

は
陳
列
箱
の
レ
ン
タ
ル
業
に
思
い
至
る
。
そ

し
て
レ
ン
タ
ル
業
で
得
た
利
益
を
陳
列
箱
の

製
作
費
に
ま
わ
し
て
、
時
な
ら
ず
し
て
ス

ト
ッ
ク
数
が
二
千
台
に
い
た
る
。

　『
芝
家
具
の
百
年
史
』（
芝
家
具
商
工
組
合
発

行
）
に
よ
れ
ば
、
湘
南
木
工
所
の
陳
列
箱
は

二
回
の
レ
ン
タ
ル
料
で
元
が
取
れ
た
か
ら
、

加
茂
増
五
郎
制
作
の
陳
列
箱

第
一
回
化
学
工
業
博
覧
会（
１
９
１
７
年
）

高
松
産
業
博
覧
会
の
新
聞
広

告
（
１
９
２
８
年
）

仮
設
建
築
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル 

八
日
市
屋
清
太
郎

制
作
中
の
降
雪
機
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る
。
大
正
15
年
１
月
、
東
京
日
日
新
聞
社
主

催
で
、
上
野
公
園
で
開
か
れ
た
「
皇
孫
御
誕

生
記
念
こ
ど
も
博
覧
会
」
で
は
、
優
秀
な
陳

列
箱
の
装
飾
に
対
し
て
褒
賞
制
度
が
定
め
ら

れ
、
岡
田
三
郎
助
（
東
京
美
術
学
校
教
授
）
や
、

今‌

和
次
郎
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
ら
が
審
査
委

員
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
年
七
月
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
主

催
で
京
都
の
岡
崎
公
園
で
開
か
れ
た
同
名
の

博
覧
会
で
も
、
全
館
の
装
飾
計
画
の
一
切
を

京
都
高
等
工
藝
学
校
（
本
野
精
吾
教
授
）
に
依

嘱
し
、
童
話
の
よ
う
な
世
界
を
展
開
し
た
。

さ
ら
に
陳
列
箱
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
広

告
研
究
社
、
梅
木
装
飾
な
ど
意
匠
部
を
持
つ

装
飾
業
者
六
社
を
指
定
業
社
と
し
て
選
出
し

た
。
同
博
覧
会
は
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

さ
せ
る
ほ
ど
画
期
的
な
試
み
で
あ
っ
た
。

開
拓
者
列
伝

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
開
拓
者
の
お
お
く

は
、
少
年
期
に
故
郷
を
出
て
、
不
毛
の
地
に

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
花
を
咲
か
せ
た
。
美
田
を

残
さ
ず
、
立
身
出
世
を
目
的
と
せ
ず
、
才
気

と
度
量
を
発
揮
し
て
、
一
代
を
闊
達
に
生
き

た
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
九
名
の
先
人
を
生
誕

の
順
を
お
っ
て
列
記
し
た
。

（
一
）
秋
田
柳
吉

　
廣
目
屋
を
創
業
し
た
秋
田
柳
吉
は
、
安
政

５
年
ご
ろ
現
在
の
愛
媛
県
で
生
ま
れ
、
そ
の

後
大
阪
で
暮
ら
し
て
い
た
が
、
明
治
10
年
ご

ろ
上
京
し
、
京
橋
五
郎
兵
衛
長
屋
に
住
み
つ

き
、
１
８
８
８
年
（
明
治
21
）、
突
然
貧
乏

生
活
か
ら
目
覚
め
て
東
西
屋
を
始
め
た
。

　
廣
目
屋
と
い
う
屋
号
は
、
当
時
、
同
居
し

て
い
た
戯
作
家
の
仮
名
垣
魯
文
が
命
名
し
た

ら
し
い
。
そ
の
後
の
柳
吉
の
行
動
は
目
覚
ま

し
い
。
宣
伝
の
た
め
に
音
楽
隊
を
編
成
し
た

り
、
巨
大
な
ビ
ー
ル
瓶
を
自
動
車
の
頭
に
乗

せ
て
走
ら
せ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
活

動
映
画
が
輸

入
さ
れ
る
と
、

そ
の
将
来
性

に
着
目
し
、

１
９
０
５
年

（
明
治
38
）

年
、
長
谷
川

一
陽
（
画
家
）

や
志
村
籠
三

（
装
飾
）
を
大

阪
ま
で
連
れ

出
し
、
道
頓

堀
中
座
の
店

頭
を
賑
わ
し

く
飾
り
た
て

て
、
日
露
戦

争
の
映
画
を

興
行
し
た
。

同
じ
頃
、
街

飾
り
に
も
手

を
広
げ
る
。
出
征

兵
士
を
迎
え
る
杉

の
葉
の
緑
門
や
ハ

リ
ボ
テ
の
凱
旋
門

な
ど
も
製
作
、
博

覧
会
の
時
期
に
な

る
と
、
街
の
要
所

に
装
飾
塔
を
た

て
、
花
電
車
を
走

ら
せ
、
前
景
気
を

盛
り
あ
げ
た
。

　
柳
吉
は
、
玄
関
を
あ
け
た
ま
ま
に
し
て
い

た
の
で
多
く
の
人
材
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

同
社
の
出
身
者
が
興
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
会

社
は
都
内
だ
け
で
も
十
社
を
数
え
る
こ
と
が

出
来
る
。
廣
目
屋
は
創
業
時
の
屋
号
を
改
名

せ
ず
、
今
日
ま
で
伝
え
て
い
る
が
そ
ん
な
例

は
稀
だ
。

（
二
）
乃
村
泰
資

　
乃
村
工
藝
社
を
創
業
し
た
乃
村
泰
資
は
、

１
８
７
３
年
（
明
治
６
）
高
松
で
生
ま
れ
た
。

子
供
の
こ
ろ
か
ら
手
先
が
器
用
で
、
好
き
な

芝
居
の
立
版
古
を
作
り
、
近
隣
の
大
人
達
を

驚
か
せ
て
い
た
。
長
じ
て
芝
居
の
大
道
具
方

に
な
る
が
、
伝
統
的
な
歌
舞
伎
の
大
道
具
の

定
式
に
飽
き
足
ら
ず
、
よ
り
自
由
な
菊
人
形

の
世
界
に
身
を
投
じ
、
や
が
て
東
京
の
両
国

国
技
館
で
興
行
す
る
菊
人
形
の
設
計
師
と
な

る
。

　
１
９
２
４
年
（
大
正
13
）、
読
売
新
聞
社

の
社
主
に
な
っ
た
正
力
松
太
郎
は
、
購
読
者

の
拡
大
を
計
る
に
は
人
々
の
関
心
を
集
め
る

事
業
が
重
要
だ
と
考
え
、
夏
巡
業
で
空
に

な
っ
た
大
相
撲
の
国
技
館
に
着
目
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
う
つ
決
心
を
し
た
。
だ
が
東
京
の
夏

は
暑
く
「
夏
枯
れ
」
と
い
っ
て
興
行
に
は
不

向
き
と
さ
れ
て
い
た
。「
だ
か
ら
こ
そ
暑
さ

を
払
拭
す
る
奇
想
天
外
な
イ
ベ
ン
ト
が
必
要

だ
」
と
「
帝
都
銷
夏
の
別
天
地
」
を
キ
ャ
ッ

皇
孫
御
誕
生
記
念
こ
ど
も
博
覧
会
（
１
９
２
６
年
）

世
間
を
お
ど
ろ
か
せ
た
ビ
ー
ル
瓶
の

宣
伝
カ
ー

復
興
し
た
活
動
映
画
の
ポ
ス
タ
ー

浜
田
増
治
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

花
電
車

職
人
が
手
で
雪
を
撒
く
（
右
下
）

納
涼
日
本
ア
ル
プ
ス
展
（
１
９
３
６
年
）
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藤
信
の
野
外
パ
ノ
ラ
マ
は
人
を
呼
び
、
朝
日
新
聞
社
は
軍
に

戦
闘
機
２
機
を
献
納
し
た
。

旗
揚
げ
に
際
し
「
博
覧
会
の
専
門
業
者
」
を

宣
言
し
、
職
住
の
分
離
を
し
、
印
袢
纏
は
お

ろ
か
社
章
ま
で
用
意
し
た
。
同
社
が
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
に
出
版
し
た
『
実

録
博
覧
会‌

１
』
に
よ
れ
ば
中
村
伝
治
は

１
８
８
６
年
（
明
治
19
）
に
千
葉
県
の
大
網

で
生
ま
れ
、
東
京
に
出
て
東
商
会
に
入
社
す

る
。
東
商
会
は
テ
ン
ト
を
主
と
す
る
か
し
も

の
業
者
で
あ
る
が
、
陳
列
や
装
飾
の
分
野
に

も
手
を
広
げ
て
い
た
。
伝
治
は
そ
こ
で
博
覧

会
の
装
飾
、
設
計
を
担
当
し
、
１
９
０
７
年

（
明
治
40
）
の
東
京
勧
業
博
覧
会
を
経
験
し

た
。
そ
れ
か
ら
独
立
す
る
あ
い
だ
の
十
年

間
、
東
商
会
の
中
で
経
営
の
あ
り
方
や
合
理

的
な
仕
事
の
進
め
か
た
な
ど
を
学
ん
だ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
設
立
し
た
時
の
経
営
方
針

を
「
一
括
受
注
」
と
し
た
の
も
そ
の
あ
ら
わ

れ
だ
。

　
地
方
で
博
覧
会
が
開
か
れ
る
時
、
大
工
や

職
人
を
地
元
か
ら
集
め
る
業
者
が
多
い
中

で
、
中
村
商
会
は
人
手
を
東
京
で
集
め
て
現

地
に
送
っ
た
。
各
地
で
開
か
れ
た
博
覧
会
の

報
告
書
の
中
に
、
指
定
業
者
と
し
て
同
社
を

あ
げ
て
い
る
例
は
少
な
く
な
い
。

（
八
）
広
瀬
尋
常

　
開
拓
者
列
伝
の
中
で
も
広
瀬
ほ
ど
見
事
な

経
歴
を
も
つ
人
物
は
少
な
い
。
１
９
０
９
年

（
明
治
42
）
東
京
美
術
学
校
の
図
案
科
を
卒

業
し
て
東
京
ガ
ス
に
入
社
す
る
が
、
そ
れ
を

辞
し
て
、
１
９
１
４
年
（
大
正
３
）
ヒ
ロ
セ

興
業
所
を
設
立
し
た
。
１
９
２
０
年
（
大
正

９
）
図
案
及
び
一
般
装
飾
術
を
学
ぶ
海
外
研

究
生
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
、
帰

国
後
の
１
９
２
６
年
（
大
正
15
）、
ア
メ
リ

カ
独
立
百
五
十
年
を
記
念
し
た
「
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
」
の
日
本
館
の
装
飾

を
任
命
さ
れ
る
。
　
１
９
２
８
年
（
昭
和

３
）、
浜
田
増
治
が
編
纂
し
た
『
現
代
商
業

美
術
全
集
』
の
中
で
、「
博
覧
会
の
パ
ビ
リ

オ
ン
は
様
式
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
奇

想
天
外
の
設
計
意
匠
を
実
現
す
べ
き
も
の

だ
」
と
の
持
論
を
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
華
や
か
な
存
在
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
像
が
見
え
に
く
く
、
人
が
ら
も
、

業
界
と
の
関
わ
り
も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
す
ら
余

り
残
さ
れ
て

い
な
い
。
僅

か
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
広

島
の
呉
に
あ

る
元
海
軍
兵

学
校
の
教
育

参
考
館
に
、

藤
田
嗣
治
や
古
島
松
之
助
な
ど
の
作
品
と
共

に
広
瀬
尋
常
の
「
軍
艦
旗
揚
揚
」
と
い
う
油

絵
か
ら
偲
ぶ
ほ
か
は
な
い
。

（
九
）
鍛
冶
藤
信

　
業
界
の
開
拓
者
の
中
で
、
後
世
に
最
も
多

く
伝
説
を
残
し
た
の
は
誰
か
、
と
言
え
ば
、

鍛
冶
藤
信
の
名
が
上
部
に
置
か
れ
る
で
あ
ろ

う
。
藤
信
は
業
界
と
の
出
合
い
か
ら
形
破
れ

だ
。
そ
の
話
は
『
ラ
ン
カ
イ
屋
一
代
』（
中

川
童
二
著
）
や
『
人
生
は
博
覧
会
・
日
本
ラ

ン
カ
イ
屋
列
伝
』（
橋
爪
紳
也
著
）
に
も
詳
し

い
。

　
藤
信
は
、
１
８
９
９
年
（
明
治
32
）
福
岡

市
で
生
ま
れ
、
小
学
校
四
年
の
時
上
京
し
、

皿
洗
い
か
ら
修
業
し
、
や
が
て
結
婚
し
て
小

さ
な
店
を
も
つ
に
至
っ
た
が
、
１
９
２
３
年

（
大
正
12
）
の
関
東
大
震
災
で
家
財
を
失
っ

た
。
そ
こ
で
連
合
い
の
兄
が
住
む
池
の
端
七

軒
町
の
家
に
一
時
寄
宿
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
家
が
研
精
社
と
い
う
装
飾
屋
だ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
偶
然
が
藤
信
の
そ
の
後
の
人

生
を
一
変
さ
せ
る
。

　
藤
信
は
「
私
は
絵
を
描
く
才
能
も
な
く
、

装
飾
の
知
識
も
無
く
す
で
に
三
十
路
を
超
え

て
い
た
」
と

後
に
語
っ
て

い
る
。
義
兄

の
小
林
知
治

は
名
の
通
っ

た
書
家
で
軍

に
出
入
り
し

て
い
た
関
係

で
、
藤
信
も

同
行
す
る
よ

う
に
な
り
、

や
が
て
軍
の

啓
蒙
す
る
博

覧
会
に
の
め

り
込
ん
で
ゆ

く
。
藤
信
の

性
格
は
剛
胆

の
一
言
に
尽

き
る
。

１
９
３
７
年

（
昭
和
12
）

盧
溝
橋
事
件

が
勃
発
し
た

模
型
に
よ
る
野
外
パ
ノ
ラ
マ
の
コ
ン
ペ
風
景

ア
メ
リ
カ
博
覧
会
（
１
９
５
０
年
）

晩
年
の
鍛
冶
藤
信

『
現
代
商
業
美
術
全
集
』
で
紹
介
し
た
海
外
の
博
覧
会

英
国
ウ
ェ
ム
プ
レ
イ
博
の
特
設
館

（
１
９
２
４
年
）

『
現
代
商
業
美
術
全
集
』
で
紹
介
し
た
海

外
の
博
覧
会

パ
リ
万
国
装
飾
博
の
特
設
館
（
１
９
２
９

年
）
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て
看
板
屋
か
ら
広
告
業
に
手
を
ひ
ろ
げ
、
電

灯
広
告
で
名
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
大
阪
駅
前

や
道
頓
堀
の
繁
華
街
で
大
看
板
製
作
の
第
一

人
者
と
な
っ
た
。

　
大
正
時
代
の
博
覧
会
は
、
そ
の
集
客
力
に

よ
り
、
広
告
主
が
多
額
の
経
費
を
投
じ
る
こ

と
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
事

例
が
１
９
２
２
年
（
大
正
11
）、
上
野
公
園

で
開
催
さ
れ
た
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
で
の

福
助
足
袋
の
広
告
塔
で
あ
る
。
そ
の
巨
大
さ

は
請
負
っ
た
浮
田
電
気
の
名
を
全
国
に
と
ど

ろ
か
せ
た
。
当
時
の
福
助
足
袋
の
責
任
者
は

岸
本
水
府
で
川
柳
作
家
と
し
て
『
番
傘
』
を

世
に
広
め
た
人
物
だ
が
、
宣
伝
の
世
界
で
も

名
を
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
水
府
が
仙
太
郎

の
気
骨
に
注
目
し
手
を
貸
し
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
ほ
ど
な
く
仙
太
郎
は
博
覧
会
の
展
示

の
分
野
に
も
進
出
し
、
１
９
２
８
年
（
昭
和

３
）、
天
王
寺
で
開
か
れ
た
「
交
通
電
気
博

覧
会
」
で
は
大
阪
の
老
舗
業
者
で
あ
る
梅
木

装
飾
や
く
ろ
ふ
ね
装
飾
を
出
し
ぬ
き
「
発
電

電
気
館
」
や
「
世
界
一
周
館
」
な
ど
、
メ
イ

ン
パ
ビ
リ
オ
ン
を
独
占
す
る
ほ
ど
の
勢
力
に

な
っ
た
。

　
本
人
か
ど
う
か
の
真
否
は
定
か
で
は
な
い

が
、
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）、
岸
本
水
府

が
監
修
し
た
『
番
傘
川
柳
一
万
句
集
』
の
中

に
「
切
手
に
も
盛
衰
が
あ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　

仙
太
郎
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。

（
六
）
長
谷
川
一
陽

　
長
谷
川
一
陽
は
、
才
気
を
持
っ
て
生
ま
れ

た
が
、
開
拓
精
神
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
ら

し
い
。
１
８
８
５
年
（
明
治
18
）
に
生
ま
れ

た
。
絵
が
よ
ほ
ど
旨
か
っ
た
ら
し
い
。
小
学

校
を
半
ば
で
辞
め
て
神
田
の
看
板
屋
の
丁
稚

と
な
り
、
こ
こ
で
絵
筆
の
イ
ロ
ハ
を
学
ぶ
。

だ
が
、
そ
れ
に
は
飽
き
足
ら
ず
、
黒
田
清
輝

が
主
宰
す
る
「
白
馬
会
洋
画
研
究
所
」
の
門

を
叩
き
、
本
格
的
な
画
風
を
習
得
し
た
。
時

あ
た
か
も
外
国
映
画
の
興
隆
期
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
一
陽
は
浅
草
の
映
画
館
の
絵
看
板
に

着
目
す
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
一
陽
の
絵
看

板
は
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
注
目
さ
れ
、

１
９
０
５
年
（
明
治
38
）
浅
草
に
四
百
坪
の

ス
タ
ジ
オ
を
建
て
「
東
京
作
画
協
会
」（
後

の
商
工
美
術
）
を
設
立
し
た
。

　
一
陽
と
博
覧
会
と
の
関
わ
り
は
、
明
治
時

代
の
陳
列
箱
の
展
示
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
以

降
そ
れ
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
。１
９
２
８
年（
昭

和
３
）
の
「
大
礼
記
念
京
都
大
博
覧
会
」
で

は
三
十
五
社
の
陳
列
箱
を
請
け
負
い
、
常
田

自
転
車
の
展
示
で
最
高
賞
盃
を
受
け
、

１
９
３
８
年

（
昭
和
13
）

の
「
国
防
大

博
覧
会
」
で

は
富
士
フ
イ

ル
ム
の
展
示

で
特
選
第
一

席
の
金
牌
を

受
け
て
い

る
。
以
降
、

商
工
美
術
は

博
覧
会
の
展

示
部
門
の
王

道
を
歩
む
。

　
一
方
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
装
飾
に
も
意
欲
を
示

す
。
大
正
の
は
じ
め
赤
門
前
の
眼
鏡
屋
の
陳

列
窓
を
手
掛
け
て
以
降
、
銀
座
に
進
出
し
、

和
光
や
日
本
楽
器
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
で
も
才
気

を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
多
才
な
一
陽
は
業

界
に
お
い
て
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
の
足
跡
を

残
し
た
。

（
七
）
中
村
伝
治

　
釘
が
打
て
、
表
具
が
で
き
、
電
気
工
事
も

扱
え
、
見
積
書
も
か
け
て
、
ひ
と
り
で
総
て

の
こ
と
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の

頃
、
装
飾
業
者
と
し
て
自
立
で
き
る
基
本
的

な
条
件
だ
っ
た
。
玄
関
先
を
仕
事
場
と
し
、

忙
し
い
時
は
家
人
に
大
八
車
を
引
か
せ
、
職

人
の
二
人
も
下
宿
さ
せ
家
族
同
様
に
面
倒
を

見
な
が
ら
少
し
ず
つ
請
け
負
い
を
広
げ
て
ゆ

き
、
や
が
て
看
板
を
あ
げ
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
業
者
の
す
が
た
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
１
９
１
７
年
（
大
正
６
）
中
村
伝

治
が
創
業
し
た
中
村
商
会
（
後
の
中
村
展

設
）
は
、そ
の
ス
タ
イ
ル
を
異
に
し
て
い
た
。

ロ
ゴ
タ
イ
プ
を
披
露
す
る
長
谷
川
一
陽

（
左
端
）
と
陽
気
な
ス
タ
ッ
フ

伝
治
が
教
材
と
し
て
取
り
入
れ
た
『
ド
イ
ツ
の
芸
術
と
装
飾
』

（
１
９
２
２
年
発
刊
）

仙
太
郎
が
制
作
し
た
広
告
塔
（
左
端
）

平
和
記
念
東
京
博
覧
会
（
１
９
２
２
年
）
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１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）
の
大
礼
記
念
東
京

博
覧
会
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
博
覧
会
で
初
め

て
国
防
館
が
登
場
し
、
そ
の
中
で
《
月
下
で

銃
を
か
ま
え
、
国
境
を
守
る
兵
士
の
後
姿
》

を
表
現
し
た
「
北
方
の
護
り
」
と
い
う
パ
ノ

ラ
マ
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
次
第
に
陸
軍
館

と
海
軍
館
が
威
を
競
い
合
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

の
博
覧
会
へ
と
突
入
し
て
ゆ
く
。
か
つ
て
の

博
覧
会
を
盛
り
上
げ
た
花
電
車
や
少
年
音
楽

隊
に
か
わ
っ
て
、
開
幕
日
に
は
戦
車
が
目
ぬ

き
通
り
を
行
進
し
、
会
場
で
は
工
兵
が
橋
を

架
け
る
実
演
が
軍
国
少
年
た
ち
の
人
気
を
呼

ん
だ
。
軍
事
博
覧
会
の
特
色
は
、
門
衛
が
直

立
し
た
よ
う
な
入
場
門
や
装
飾
塔
の
毅
然
と

し
た
デ
ザ
イ
ン
に
も
凝
縮
さ
れ
て
い
た
。

　
戦
争
も
末
期
が
近
づ
く
と
、
軍
か
ら
支
給

さ
れ
て
い
た
展
示
用
の
ベ
ニ
ヤ
も
角
材
も
釘

も
と
ぎ
れ
が
ち
に
な
り
、
最
後
は
「
こ
れ
で

作
れ
」と
、丸
太
棒
を
渡
さ
れ
る
始
末
と
な
っ

た
。
そ
の
上
、
兵
役
、
徴
用
の
た
め
の
人
手

不
足
も
あ
る
。
そ
れ
で
資
材
を
規
格
サ
イ
ズ

の
バ
ッ
ク
、
平
台
、
パ
ネ
ル
と
し
て
再
利
用

し
作
業
を
合
理
化
す
る
こ
と
で
急
場
を
し
の

い
だ
。
こ
れ
が
後
の
シ
ス
テ
ム
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
へ
結
び
つ
い
て
ゆ
く
が
、
当
時
の
業
者

は
、転
ん
で
も
只
で
は
起
き
な
い
「
強
か
さ
」

で
生
き
ぬ
い
た
。

二
つ
の
展
覧
会

　
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
）
二
月
、
大
阪
と

東
京
で
、
同
じ
目
的
を
も
つ
展
覧
会
が
同
時

に
開
か
れ

た
。
大
阪
で

は
三
越
百
貨

店
に
お
い
て

同
年
二
月

十
一
日
か
ら

十
八
日
ま
で

大
政
翼
賛
会

が
主
催
し
、

中
部
軍
司
令

部
、
阪
神
海

軍
部
、
大
阪

府
、
大
阪

市
、
大
阪
毎

日
新
聞
社
、

大
阪
朝
日
新

聞
社
が
後
援

す
る
「
日
本

精
神
昴
揚
展

覧
会
」
で
、こ
れ
を
「
大
阪
商
業
装
飾
協
会
」

が
献
納
し
た
。
こ
の
協
会
は
、
百
貨
店
の
展

覧
会
を
主
業
と
し
、
大
阪
に
営
業
所
を
も

つ
、
白
牙
社
、
く
ろ
ふ
ね
装
飾
社
、
松
永
研

進
社
な
ど
二
十
五
社
か
ら
結
成
さ
れ
た
。
顧

問
と
し
て
、
府
、
市
、
商
工
会
議
所
の
関
連

部
門
か
ら
の
計
十
二
名
と
大
阪
社
会
事
業
団

と
大
阪
広
告
協
会
の
役
員
二
名
が
相
談
役
と

し
て
名
を
連
ね
て
い
た
。
わ
ず
か
一
週
間
足

ら
ず
の
催
し
の
体
制
と
し
て
は
、
少
し
物
々

し
い
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
、
主
催

す
る
大
政
翼
賛
会
に
あ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
大
政
翼
賛
会
は
、
１
９
４
０
年
（
昭
和

15
）
戦
意
動
員
の
た
め
内
務
省
主
導
で
つ
く

ら
れ
た
上
位
下
達
の
一
大
国
民
組
織
で
、
さ

ら
に
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
、
道
府
県

の
知
事
を
支
部
長
に
置
い
た
。
こ
の
展
覧
会

の
目
的
は
、
国
民
の
軍
事
体
制
へ
の
意
志
の

高
揚
に
あ
り
、
展
示
の
内
容
は
、「
教
育
勅

語
謹
冩
」
か
ら
始
ま
り
、「
陸
軍
大
パ
ノ
ラ

マ
」、「
海
軍
大
パ
ノ
ラ
マ
」「
蒙
古
来
襲
大

壁
画
」「
八
絋
一
宇
」「
東
亞
共
栄
圏
の
確
立
」

な
ど
二
十
六
場
面
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
そ
れ

を
会
員
が
分
担
し
て
技
を
競
い
、
パ
ノ
ラ
マ

や
ジ
オ
ラ
マ
を
中
心
と
し
た
視
覚
的
表
現

で
、
展
覧
会
の
伝
統
に
基
づ
く
仕
上
り
を
披

露
し
た
。

　
一
方
、
東
京
で
は
同
年
二
月
十
二
日
か
ら

十
八
日
ま
で
、
銀
座
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

「
太
平
洋
報
道
展
」
が
「
報
道
技
術
研
究
会
」

の
企
画
で
ひ
ら
か
れ
た
。
報
道
技
術
研
究
会

は
、
そ
の
前
年
、
戦
時
体
制
下
の
国
策
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
を
請
け
負
う
た
め
に
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
コ

ピ
ー
ラ
イ

タ
ー
た
ち

二
十
三
名
が

山
名
文
夫
の

も
と
に
集
ま

り
結
成
し
た

企
画
制
作
者

集
団
で
あ
っ

た
。
こ
の
展

覧
会
は
パ
ネ

ル
で
構
成
さ

れ
て
い
た

が
、
パ
ノ
ラ

マ
の
華
や
か

さ
も
、
立
体

感
も
乏
し

く
、
ア
ク
セ

ン
ト
も
少
な

か
っ
た
が
、

文
章
、
写

真
、
イ
ラ
ス

ト
、
地
図
な

ど
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
表

現
が
そ
れ
ぞ

れ
に
格
調
高

く
、
知
的
で

十
分
な
説
得

力
が
あ
っ

た
。
反
響
は

想
像
以
上
で

大
政
翼
賛
会

や
情
報
局
の

注
目
を
集

め
、
読
売
新

聞
は
巡
回
展

を
申
し
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。「
太
平
洋
報

道
展
」
は
小
さ
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
が
、
同

月
、
大
阪
で
開
か
れ
た
「
日
本
精
神
昴
揚
展

覧
会
」
を
し
の
ぎ
、展
示
に
一
石
を
投
じ
た
。

同
研
究
会
の
作
品
と
し
て
は
、
二
尺
×
三
尺

（
６
０
０
セ
ン
チ
×
９
０
０
セ
ン
チ
）
の
パ
ネ
ル

三
十
五
枚
で
構
成
し
た
１
９
４
４
年
（
昭
和

19
）、
大
政
翼
賛
会
主
催
の
「
一
億
憤
激
米

英
撃
摧
展
『
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
だ
』」
が
あ

る
。

報
道
技
術
研
究
会
制
作
の
パ
ネ
ル

研
究
会
設
立
メ
ン
バ
ー
（
左
か
ら
2
人
目

が
山
名
文
夫
）

当
時
の
新
聞
広
告

太
平
洋
報
道
展
覧
会
（
１
９
４
１
年
）

日
本
精
神
昂
揚
展
覧
会
（
１
９
４
１
年
）
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時
、「
戦
場
の
実
際
を
見
ず
し
て
、
生
き
た

博
覧
会
は
出
来
な
い
」
と
申
し
で
て
、
佐
官

待
遇
の
資
格
を
得
て
、
勇
躍
し
て
北
支
の
最

前
線
の
調
査
の
旅
に
出
た
。

　
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
１
９
３
８
年
（
昭

和
13
）
朝
日
新
聞
社
主
催
の
「
支
那
事
変
聖

戦
博
覧
会
」
で
、
西
宮
球
場
の
外
野
席
を
北

支
の
山
に
よ
そ
お
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
激
戦

地
と
し
て
再
現
さ
せ
た
。
そ
の
パ
ノ
ラ
マ
の

砲
弾
の
炸
裂
や
、
突
撃
の
喚
声
と
共
に
、
硝

煙
の
匂
い
ま
で
お
そ
っ
て
き
そ
う
な
リ
ア
リ

テ
ィ
に
観
客
は
息
を
の
ん
だ
。
こ
の
野
外
パ

ノ
ラ
マ
は
、
開
闢
以
来
の
出
来
映
え
と
し
て

鍛
冶
藤
信
の
名
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。

　
戦
後
、
鍛
冶
藤
信
が
登
場
す
る
の
は
、

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
）
の
「
ア
メ
リ
カ
博

覧
会
」
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
が
主
催
で
場

所
も
野
外
パ
ノ
ラ
マ
（
ア
メ
リ
カ
の
観
光
地
め

ぐ
り
）
を
目
玉
に
し
た
こ
と
も
、前
回
の
「
聖

戦
博
覧
会
」
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
招
聘
さ
れ

た
藤
信
が
華
々
し
く
博
覧
会
に
復
活
す
る
舞

台
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
野
外
パ
ノ
ラ
マ

は
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
が
、
相
手
は
博
覧
会
に

実
績
の
な
い
業
者
だ
っ
た
の
で
、
通
過
儀
礼

ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
ず
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
油
断
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
予
定
外
だ
っ
た
事
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
コ
ン

ペ
の
選
定
に
参
加
し
た
事
だ
。
こ
こ
で
鍛
冶

藤
信
は
初
め
て
敗
北
す
る
。
藤
信
は「
ア
ッ
」

と
声
を
上
げ
た
と
思
う
が
、
コ
ン
ペ
の
決
定

は
絶
対
で
あ
っ
た
。

　「
博
覧
会
は
、
観
客
に
興
趣
を
湧
か
せ
、

驚
か
せ
る
こ
と
に
あ
る
」。
ま
た
、「
博
覧
会

を
業
と
す
る
者
は
、
閑
散
期
に
は
羽
を
休
め

て
次
の
博
覧
会
に
備
え
て
爪
を
研
ぐ
も
の

だ
」
と
す
る
持
論
は
時
代
遅
れ
に
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。
藤
信
は
そ
の
後
も
二
、三
の
博
覧

会
に
参
画
し
た
が
、
１
９
５
４
年
（
昭
和

29
）
の
「
栄
え
る
産
業
博
覧
会
」
を
最
後
と

し
て
博
覧
会
か
ら
手
を
引
い
た
。

　
そ
の
後
は
、
阪
神
電
鉄
が
運
営
す
る
沿
線

の
遊
園
地
の
春
秋
の
催
し
場
に
活
動
の
場
を

求
め
て
い
た
が
１
９
７
８
年
（
昭
和
53
）、

享
年
七
十
九
歳
で
孤
高
の
中
で
逝
去
し
た
。

そ
の
死
は
日
デ
連
の
『
Ｎ
Ｄ
Ｆ
ニ
ュ
ー
ス
』

（
現
『
Ｎ
Ｄ
』）
に
報
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

晩
年
を
過
し
た
阪
神
パ
ー
ク
も
今
は
無
い
。

昭
和
の
博
覧
会

　
昭
和
の
博
覧
会
は
、
天
皇
即
位
の
華
や
か

な
奉
祝
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
。
こ

と
に
新
天
皇
の
即
位
の
大
礼
が
御
所
紫
辰
殿

で
行
わ
れ
た
京
都
で
は
、
ひ
と
き
わ
賑
っ

た
。
民
衆
は
「
ゴ
タ
イ
テ
ン‌

ホ
ィ
、‌

エ
ラ

イ
ヤ
ッ
チ
ャ‌

エ
ラ
ィ
ヤ
ッ
チ
ャ‌

ホ
イ
」
と

御
大
典
音
頭
に
酔
い
市
街
を
行
進
し
た
。
町

飾
り
で
は
老
舗
の
銭
屋
（
後
の
ジ
ー
ク
株
式
会

社
）
が
仕
切
り
、
こ
の
年
に
創
業
し
た
フ
ジ

ヤ
も
腕
を
振
っ
た
。
東
京
で
も
提
灯
行
列
や

花
電
車
で
沸
き
返
っ
た
。

　
戦
争
が
深
ま
る
と
空
襲
を
の
が
れ
て
店
を

た
た
む
業
者
が
あ
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
潜

水
艦
の
目
を
盗
ん
で
、
朝
鮮
や
台
湾
で
開
か

れ
る
博
覧
会
へ
海
を
渡
る
業
者
も
多
く
い

た
。
国
内
で

開
か
れ
た
展

示
会
は
、「
戦

争
の
実
情
」

と
「
銃
後
の

心
得
」
が
中

心
と
な
り
、

文
章
と
写
真

に
よ
る
パ
ネ

ル
の
手
法
が

取
り
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に

な
る
一
方

で
、
博
覧
会

は
戦
場
を
切

り
取
っ
て
き

た
よ
う
な
原

寸
大
の
野
外

パ
ノ
ラ
マ
が

作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て

い
っ
た
。

　
戦
事
博
覧

会
の
兆
し
は

即
位
大
礼
に
た
て
ら
れ
た
奉
祝
塔

即
位
大
礼
記
念
国
産
振
興
東
京
博
覧
会
（
１
９
２
８
年
）

日
本
海
海
戦
25
周
年
記
念 

海
と
空
の
博
覧
会
（
１
９
３
０
年
）

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

（
１
９
２
８
年
）

大
礼
記
念
国
産
復
興
東
京
博
（
１
９
２
８
年
）

産
業
総
動
員
工
業
大
博
覧
会

（
１
９
３
５
年
）
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し
て
い
っ
た
。

　
国
際
見
本
市
は
、
業
界
に
改
革
を
も
た
ら

し
た
。
見
本
市
の
基
礎
小
間
の
会
場
づ
く
り

や
、
業
者
の
共
同
受
注
を
切
っ
掛
け
と
し

て
、
名
古
屋
、
大
阪
、
東
京
の
順
に
協
同
組

合
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
見
本
市
に
参
加
し

た
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
な
ど
の
優
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
に
刺
激
を
受
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
た

ち
が
、１
９
５
９
年
（
昭
和
34
）、「
日
本
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
協
会
」
の
母
体
と
な
る

「
日
本
展
示
美
術
協
会
」
を
結
成
し
た
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　「
Ｃ
Ｉ
」
と
呼
ば
れ
る
企
業
戦
略
は
、

１
９
５
１
年
（
昭
和
26
）
ご
ろ
日
本
に
上
陸

し
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

視
覚
を
統
一
し
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
国
際
見
本
市
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
も
そ
の
影
響
が
お
こ
り
、

見
本
市
と
い

う
商
業
活
動

の
場
に
「
企

業
イ
メ
ー

ジ
」
を
主
張

す
る
ブ
ー
ス

が
現
れ
て
く

る
。
以
来
、

よ
り
多
様
で

高
度
な
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
が

求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な

り
、
コ
ン
ペ

が
導
入
さ
れ

て
く
る
。
展

示
業
者
は
競

合
に
よ
り
発

信
力
、
企
画

力
、
デ
ザ
イ

ン
力
な
ど
を

磨
き
、
社
風

を
一
変
さ

せ
、
攻
撃
的

で
タ
フ
な
体

質
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
業
界
は
、「
国
際

見
本
市
」
に
よ
っ
て
、
来
る
べ
き
「
日
本
万

国
博
覧
会
」
に
立
ち
向
う
布
石
を
築
い
た
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
言
葉

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
語
源
は
《
ラ
テ
ン
語
の

displicare

で
、
中
世
ラ
テ
ン
語
時
代
に
〝
開

く
〟
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
り
、
英
語
で
は

〝
人
目
に
さ
ら
す
〟
と
意
味
が
生
じ
た
》
と
、

英
単
語
由
来
事
典
に
あ
る
。
こ
の
言
葉
が
日

本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
１
９
１
２
年
（
大

正
元
）
大
阪
商
品

取
引
所
で
行
わ
れ

た
催
し
の
「
実
物

広
告
ウ
ィ
ン
ド

ウ
・
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
」
が
嚆
矢
と
さ

れ
て
い
る
。
だ
が

ウ
ィ
ン
ド
ウ
と
重

な
っ
た
言
葉
は
狭

く
、
戦
前
で
は
定
着
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

次
に
、
登
場
す
る
の
は
、
１
９
５
０
年
（
昭

和
25
）
に
、乃
村
工
藝
社
が
営
業
種
目
に
「
デ

イ
ス
プ
レ
イ
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
だ
。
こ

れ
は
少
な
か
ら
ず
関
係
者
を
騒
が
せ
た
。「
だ

い
た
い
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う

言
葉
な
ど
、
日
本
中
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
私
も
そ
の
一
人
で

蟻
田
さ
ん
（
栄
一
・
後
の
日
デ
連
五
代
会
長
）
か

ら
聞
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
」
と
語
っ
た
建

築
家
の
清
家‌

清
の
言
葉
が
、
同
社
の
社
史

『
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
１
０
０
年
の
旅
』
の
中
に

残
さ
れ
て
い
る
。
蟻
田
は
「
装
飾
」
と
い
う

旧
態
依
然
の
殻
を
打
ち
破
り
た
か
っ
た
に
相

違
な
い
。
だ

が
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
と
い

う
言
葉
が
、

世
間
一
般
に

理
解
さ
れ
る

ま
で
に
は
、

な
お
時
間
を

要
し
た
。

１
９
６
５
年

（
昭
和
40
）

八
月
、
大
阪

万
博
の
開
催

が
決
定
す
る

と
、
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
関
連

誌
の
創
刊
が

相
次
い
だ
。

そ
の
翌
年
、

大
阪
商
品
取
引
場

古
い
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る

た
め
に
英
文
だ
け
の
社
用
カ
タ
ロ
グ
な
ど

が
作
ら
れ
る
（
１
９
５
０
年
頃
）

古
い
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
す
る

た
め
に
英
文
だ
け
の
社
用
カ
タ
ロ
グ
な
ど

が
作
ら
れ
る
（
１
９
５
０
年
頃
）

日
本
国
際
見
本
市
に
お
け
る

日
本
紡
績
協
会
ブ
ー
ス

日
本
国
際
見
本
市
に
お
け
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ブ
ー
ス

日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ

ン
協
会
の
母
体
と
な
っ
た「
日

本
展
示
美
術
協
会
」
が
誕
生

（
１
９
５
９
年
）

日
本
国
際
見
本
市
に
お
け
る

宇
部
興
産
ブ
ー
ス

日
本
国
際
見
本
市
に
お
け
る

ニ
コ
ン
ブ
ー
ス
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昭
和
二
十
年
代

　
百
貨
店
は
、
統
制
団
体
や
戦
事
工
場
に
売

場
の
お
お
く
を
供
出
し
て
終
戦
を
む
か
え

た
。
そ
れ
に
対
し
て
展
示
業
者
の
大
半
は
、

戦
火
で
家
財
や
仕
事
場
を
焼
か
れ
、
裸
同
様

の
姿
で
進
駐
軍
施
設
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

等
を
造
っ
て
最
初
の
冬
を
こ
し
た
。
そ
の
よ

う
な
覚
束
無
い
足
ど
り
で
、
戦
後
を
歩
み
は

じ
め
た
が
、思
わ
ぬ
転
機
が
お
と
ず
れ
、デ
ィ

ス
プ
レ
イ
史
の
中
で
も
稀
に
見
る
劇
的
な
時

代
と
な
る
。
そ
れ
は
、
１
９
５
０
年
（
昭
和

25
）
に
始
ま
る
朝
鮮
戦
争
に
あ
る
。
こ
の
特

需
景
気
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
は
息
を
吹
き

返
し
、
好
景
気
が
つ
づ
い
た
。
そ
の
間
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
入
っ
て
き
た
大
量
生
産
・
大
量

販
売
の
シ
ス

テ
ム
が
作
動

を
は
じ
め
、

瞬
く
間
に
つ

む
じ
風
の
よ

う
に
な
っ
て

全
国
に
吹
き

あ
れ
業
界
は

多
忙
を
極
め

る
。

　
当
時
、わ
が

国
の
宣
伝
活

動
は
、
ラ
ジ

オ
、
新
聞
、

雑
誌
な
ど
に

依
存
し
て
い

た
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
大
量
消
費
に
お
ぼ
つ
か
な
い
。
そ

こ
で
大
衆
の
購
買
層
に
直
接
モ
ノ
を
見
せ
て

販
売
活
動
を
促
進
さ
せ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

メ
デ
ィ
ア
が
台
頭
し
て
く
る
。
そ
し
て
そ
の

「
場
」
は
、
集
客
力
、
宣
伝
力
、
信
頼
性
と

市
民
生
活
と
直
結
し
て
い
る
と
し
て
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
は
百
貨
店
だ
っ
た
。
都

心
の
百
貨
店
の
催
事
場
は
、
化
繊
、
紡
績
、

家
電
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
新
製
品
の
展
示
場

と
な
り
、
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）
髙
島
屋

東
京
店
で
開
か
れ
た
発
明
協
会
主
催
の
「
全

日
本
発
明
展
」
で
は
、各
産
業
界
の
企
業
が
、

３
６
０
と
い
う
ブ
ー
ス
で
会
場
を
埋
め
尽
く

し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。
戦
後
の
博
覧
会
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
復
興
博
覧
会
も
当
初

こ
そ
資
材
の
調
達
が
む
ず
か
し
く
、
小
規
模

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
産
業
の
回
復
に
伴
っ

て
規
模
が
拡
大
し
、
毎
年
の
よ
う
に
日
本
の

各
都
市
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

く
。
こ
の
博
覧
会
の
特
色
を
極
論
す
れ
ば
、

テ
ー
マ
館
を
の
ぞ
く
他
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
産

業
別
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
中
に
メ
ー
カ
ー
が

ブ
ー
ス
を
埋
め
る
見
本
市
さ
な
が
ら
の
様
相

と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
運
を
、
将
来
の

大
型
市
場
が
到
来
す
る
兆
し
と
し
て
受
取
る

業
者
も
い
る
反
面
、
不
安
視
す
る
声
も
あ
っ

た
。
職
人
を

中
心
と
し
て

き
た
企
業
体

質
で
、
産
業

社
会
を
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
と

し
て
対
応
で

き
る
の
だ
ろ

う
か
、
そ
ん

な
不
安
だ
っ

た
。
加
え
て

当
時
の
関
係

者
の
間
で

は
、
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
の

デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
認
識
も

十
分
で
は
な

か
っ
た
。

　
昭
和
二
十

年
代
で
の
わ

が
国
で
は
、

「
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
」
を
教
科
に
も
つ
大
学
も
専
門
学
校
も

無
く
、
専
門
書
す
ら
無
か
っ
た
。
業
者
の
中

に
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
先
進
国
で
あ
る
欧
米

か
ら
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ワ
ー
ル
ド
」「
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
」
な
ど
の

洋
書
を
取
り
寄
せ
独
自
に
社
員
教
育
を
実
践

し
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
育
成
に

努
め
た
。
と
同
時
に
経
営
の
近
代
化
も
急
を

要
し
た
。
徹
夜
、
徹
夜
の
つ
づ
く
多
忙
な
日

常
の
中
で
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
成
し
遂
げ
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ

の
間
の
わ
ず
か
四
、五
年
の
経
営
が
以
後
の

業
界
に
企
業
格
差
を
生
む
遠
因
と
な
っ
た
と

語
ら
れ
て
い
る
。

　
つ
む
じ
風
は
予
測
よ
り
も
早
く
現
実
と

な
っ
て
目
前
に
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
。

１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）
の
「
日
本
国
際
見

本
市
」
で
あ
る
。

国
際
見
本
市

　
第
一
回
国
際
見
本
市
は
、
大
阪
で
開
か
れ

た
。
国
際
見
本
市
は
わ
が
国
の
産
業
の
最
高

水
準
に
あ
る
企
業
を
、
業
種
別
に
網
羅
し
、

バ
イ
ヤ
ー
を
誘
致
し
て
商
業
活
動
を
す
る

「
場
」
で
あ
る
が
、
一
般
人
に
も
公
開
さ
れ

た
。
外
国
か
ら
は
十
六
ヶ
国
が
参
加
し
、
出

品
ブ
ー
ス
は
八
百
を
超
え
た
。
会
期
中
に
は

二
十
七
万
人
の
入
場
者
を
集
め
、
動
員
力
の

大
き
さ
を
見
せ
つ
け
た
。
以
降
、
国
際
見
本

市
は
、
東
京
・
大
阪
・
東
京
と
主
催
地
を
か

え
な
が
ら
、
回
を
追
っ
て
そ
の
規
模
を
拡
大

「
全
日
本
発
明
展
」
髙
島
屋
東
京
店
（
１
９
５
４
年
）

教
材
と
し
た
専
門
誌
の
ひ
と
つ
『
エ
キ
ジ

ビ
シ
ョ
ン
』
よ
り

教
材
と
し
た
専
門
誌
の
ひ
と
つ
『
エ
キ
ジ

ビ
シ
ョ
ン
』
よ
り

戦
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
装
飾

ア
メ
リ
カ
の
専
門
誌
『
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

ワ
ー
ル
ド
』
に
掲
載
さ
れ
た
髙
島
屋
大
阪

店
の
ク
リ
ス
マ
ス
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
１
９
５
１
年
）
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
原
点
と
未
来

東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
組
合
の
会
議
で
、

万
博
の
工
事
を
受
注
す
る
た
め
に
は
業
界
の

全
国
組
織
の
結
成
は
不
可
欠
で
、
そ
れ
を
推

進
す
る
た
め
に
も
業
種
の
名
称
を
「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
業
」
に
統
一
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見

が
出
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で

大
阪
で
も
「
展
示
装
飾
業
協
同
組
合
」
の
名

称
を
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
協
同
組
合
」
と
改

名
し
よ
う
と
い
う
提
案
が
成
さ
れ
た
。
　
当

時
の
業
界
各
社
の
営
業
種
目
は
「
装
飾
」「
造

型
」「
展
示
」
な
ど
で
、
新
し
い
協
組
名
と

し
て
は
支
障
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
と
い
う
新
語
も
ま
だ
世
間
の
理
解

が
難
し
く
、
業
界
内
部
で
さ
え
認
識
が
浅

い
、
と
い
う
の
が
反
対
派
の
意
見
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
難
航
と
い
う
よ
り
は
低
迷
・
停

滞
が
つ
づ
く
中
で
「
―
―
こ
こ
は
将
来
に
視

点
を
お
い
て
、
既
存
語
で
は
な
く
「
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」
と
い
う
言
葉
と
す
べ
き
だ
、
と
い

う
水
上
さ
ん
（
邦
義
・
後
の
日
デ
連
三
代
会
長
）

の
強
い
意
志

が
あ
っ
て
採

用
と
な
っ

た
」
と
蟻
田

は
語
っ
て
い

る
。

１
９
６
７
年

（
昭
和
42
）

大
阪
展
示
装

飾
業
協
同
組

合
が
大
阪

デ
ィ
ス
プ
レ

イ
協
同
組
合

題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
日
本
標
準
産
業
分

類
」
に
お
け
る
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
の
公

的
な
位
置
付
け
に
あ
っ
た
。
な
ぜ
取
り
残
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
原
因
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業

の
業
態
の
複
雑
さ
に
あ
っ
た
。

　
通
産
省
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
１
９
６
８

年
（
昭
和
43
）
五
月
二
十
七
日
の
日
デ
連
創

立
時
に
、
直
ち
に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
熱
心
な
折
衝
が
重
ね
ら
れ
た
。

当
時
の
日
本
標
準
分
類
の
一
般
原
則
で
は
、

一
つ
の
事
業
所
で
異
種
の
活
動
が
複
合
的
に

行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
売
上
高
が
最
も
多

い
も
の
を
業
種
と
す
る
、
と
い
う
決
ま
り
が

あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
１
９
７
２
年
（
昭
和

47
）「
展
示
装
置
製
造
業
」
と
し
て
格
付
け

さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

業
の
業
務
の
一
部
分
を
示
す
も
の
で
「
ソ
フ

ト
」
を
欠
落
さ
せ
た
言
葉
は
実
態
か
ら
か
け

離
れ
た
も
の
と
し
て
、
さ
ら
な
る
通
産
省
と

の
折
衝
が
つ
づ
い
て
ゆ
く
。

　
今
西
芳
之
（
後
の
日
デ
連
専
務
理
事
）
は
当

初
か
ら
仕
上
げ
ま
で
の
十
六
年
間
を
ほ
ぼ
一

人
で
実
務
を
完
遂
し
た
。
日
本
標
準
産
業
分

類
の
業
種
の
説
明
は
、
百
五
十
字
以
内
で
書

き
あ
ら
わ
す
定
め
と
な
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
業
を
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
の
半
分

以
下
で
書
き
あ
ら
わ
せ
る
人
は
稀
だ
。
加
え

て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
業
態
を
熟
知
し
、
根

気
が
兼
ね
そ
な
わ
な
け
れ
ば
務
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
）
の
特
定

サ
ー
ビ
ス
産
業
実
態
調
査
を
経
て
、

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
一
月
、
日
本
標
準

産
業
分
類
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
の
中
に

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
と
し
て
格
付
け
さ
れ

た
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
業
務

範
囲
は
年
を
お
っ
て
拡
大
し
て
い
る
。
欧
米

に
お
い
て
は
「
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
」、「
フ
ェ

ア
」、「
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
」、「
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
」
と
分
類
さ
れ
て
い
る
の
と
は
違
う
。
わ

が
国
で
は
そ
れ
ら
を
包
含
し
た
事
が
、
今
日

の
発
展
に
繋
が
っ
た
と
言
え
る
。
　
業
界

は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
と
い
う
言
葉
を
大
切
に

し
て
育
て
て
き
た
。
こ
の
言
葉
は
次
の
時
代

も
、
ま
た
そ
の
次
の
時
代
も
、
色
褪
せ
る
こ

と
は
な
い
。

『
図
説 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
語
事
典
』

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
の
格
付
け
は
、
昭
和
59
年
1
月
10
日
発
行

の
『
官
報
』
に
よ
っ
て
告
知
さ
れ
た
。（
１
９
８
４
年
）

「
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会
」

の
設
立
総
会
で
第
一
声
を
発
す
る
乃
村
英

一
初
代
会
長
（
１
９
６
８
年
）

と
改
名
、
つ
づ
い
て
東
京
展
示
造
型
業
協
同

組
合
が
改
名
、
名
古
屋
展
示
装
飾
業
協
同
組

合
も
改
名
し
た
。
ま
た
、
業
界
の
全
国
組
織

を
つ
く
る
活
動
に
応
え
て
、
九
州
、
香
川
、

京
都
、
神
奈
川
、
北
海
道
な
ど
日
本
各
地
か

ら
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
会
が
次
々
と
誕
生
し
、

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
）
十
九
団
体
、
構
成

員
企
業
三
百
八
十
一
社
に
よ
る
「
日
本
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会
」
の
創
立
に
至
っ

た
。

　
日
本
万
国
博
覧
会
は
成
功
し
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
業
の
力
を
世
界
に
示
し
た
。
だ
が
、
そ
の

余
韻
に
ひ
た
る
こ
と
も
な
く
、
日
デ
連
は

次
々
と
事
業
を
お
こ
し
た
。「
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
学
園
」
の
発
足
、「
年
鑑
日
本
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
」
及
び
「
図
説
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
語

事
典
」
の
刊
行
。「
通
商
産
業
大
臣
賞
」
の

制
定
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
活

動
の
か
げ
で
、
な
お
取
り
残
さ
れ
て
い
る
問
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の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
れ

ば
、
こ
の
業
界
は
男
社
会
で
あ
っ
た
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

は
女
性
が
そ
の
視
点
か
ら
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
打
ち
出
し
、
価
値
を
生
む
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
日
本
の
少
子
高
齢
化
が
加
速
す

る
と
と
も
に
、
労
働
力
の
問
題
も
深
刻
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
女

性
が
活
躍
で
き
る
場
所
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
、
非
常
に
重
要
な
の
で
す
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
の
未
来

　
来
年
再
来
年
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
関
連
し
て
、
業
界
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

の
需
要
が
伸
び
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

都
市
部
の
み
な
ら
ず
、
地
方
に
も
言
え
る
こ

と
で
す
。
日
本
各
地
が
外
国
人
観
光
客
を
意

識
し
た
対
策
を
打
つ
。
そ
こ
に
は
我
々
の
活

躍
の
場
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
私
は
、
ぜ
ひ

そ
こ
で
日
デ
連
の
会
員
企
業
が
連
携
し
、パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
、
全
国
各
地
で
仕

事
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
会

員
間
で
の
取
引
や
連
携
は
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術

の
共
有
、
人
財
の
交
流
を
生
み
、
業
界
の
組

織
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の
よ
う

な
体
制
を
と
も
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
は
し
ば
ら
く
続
く

は
ず
で
す
。
現
在
の
訪
日
外
客
数
は
約

２
８
６
０
万
人※
２

で
す
が
、
私
は
い
ず
れ
、
日

本
は
フ
ラ
ン
ス
の
外
国
人
訪
問
者
数

８
０
０
０
万
人
を
越
え
る
は
ず
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
日
本
の
豊
か
な
食
文
化
と
観
光
資

源
、
治
安
の
良
さ
、
親
切
な
人
間
性
な
ど
思

え
ば
、
こ
の
数
字
は
夢
物
語
で
は
な
い
。
こ

の
機
会
を
業
界
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
と
も

に
躍
進
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
高
齢
化
先
進
国
で
も
あ
る
日
本
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
領
域
に
お
い
て
も
大

き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
労
働
人
口

の
減
少
を
背
景
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
化
か
ら
Ａ
Ｉ

化
が
加
速
。
こ
れ
に
よ
り
、
場
所
と
時
間
の

概
念
が
薄
れ
て
く
る
と
い
う
現
象
が
起
き
て

い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
が
瞬
時
に
世

界
に
拡
散
さ
れ
る
時
代
。
情
報
や
モ
ノ
は
場

所
か
ら
場
所
へ
と
直
接
動
き
、
そ
の
中
で
、

お
そ
ら
く
近
い
将
来
、「
地
方
」
と
い
う
概
念

自
体
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
集
団

か
ら
個
々
へ
と
変
化
し
、
場
所
や
人
数
を
必

要
と
し
な
い
新
た
な
展
開
を
み
せ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
は
、
リ
ア

ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
個
々
の
リ
ア

ル
体
験
を
創
造
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
提
供
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
Ａ

Ｉ
が
予
測
で
き
な
い
感
動
体
験
を
つ
く
り
、

人
々
に
届
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
、
我
々
が
生
き
残
る
道
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。

　
現
在
は
、
そ
う
い
っ
た
未
来
を
予
測
し
つ

つ
、
次
の
手
を
考
え
る
準
備
期
間
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
世
界
は
こ
れ
か
ら
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
か
、
そ
れ
を
個
々
で
、
業
界
全
体
で
見

極
め
、
と
も
に
変
革
へ
の
準
備
を
整
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

�

※
１
　��

２
０
１
８
年
４
月
現
在
。�

17
年
度
デ
ー
タ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ノ
ー
ト
調
べ

※
２
　
17
年
度
・
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
調
べ

私のディスプレイ歴
1969年　
アルバイトとして乃村工藝社
での仕事をスタート。

1970年　
乃村工藝社に入社。POP部門
に配属。大手電機メーカーとの
取引を６倍に拡大させるなど、
入社数年で頭角を現す。

1980年代　
百貨店担当として店舗改装など
を数多く手がける。その人脈か
ら、インポートブランド日本国
内出店を担当。

1990年代　
46歳で役員就任。バブル崩壊
後の商環境事業部を支える。

2000年代　
07年、代表取締役社長に。就
任直後から、リーマンショッ
ク、東日本大震災を経験。社員
全員に「危機感を持とう」と語
りかけ、一丸となって危機を乗
りきる。

2015年　
代表取締役会長に就任。

次世代へのメッセージ

①‌‌常に明日仕事がなくなるかも
しれないという「危機感」を
持って仕事をする。それがあ
れば苦難を乗り越えられます。
②‌‌今やりたいことは、今やるべ
し。お金をためてからやろう
と思っていたら、今の感性が
なくなってしまいますから。
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デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
の
50
年
を
振
り
返
る

　
１
９
６
８
年
、
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団

体
連
合
会
（
以
下
、
日
デ
連
）
は
２
年
後
に

開
催
さ
れ
る
大
阪
万
博
を
見
据
え
て
発
足
し

ま
し
た
。
当
時
の
資
料
を
見
る
と
、
発
足
当

初
か
ら
業
界
基
準
の
作
成
や
、
日
本
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
学
園
の
設
立
な
ど
、
そ
の
活
動
は
非

常
に
活
発
で
す
。
発
足
４
年
で
日
本
標
準
産

業
分
類
に
「
展
示
装
置
製
造
業
」
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
当
時
の
会
員
企
業
と

事
務
局
が
、
い
か
に
強
い
団
結
力
と
熱
意
を

も
っ
て
活
動
し
て
き
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
私
は
と
い
え
ば
、
日
デ
連
発
足
直
後
の

１
９
７
０
年
に
乃
村
工
藝
社
に
入
社
。
セ
ー

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
い
て
長
く

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
は
、

高
度
経
済
成
長
期
の
終
焉
に
よ
る
「
量
か
ら

質
へ
」
の
価
値
の
転
換
、
１
９
８
０
年
代
の

働
き
方
改
革
に
よ
る
週
休
二
日
制
ス
タ
ー
ト

な
ど
が
あ
り
、
世
の
中
は
常
に
変
化
を
し
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し
て
業
界
の
仕

事
も
、
こ
う
い
っ
た
時
代
の
中
で
変
化
し
、

ど
ん
ど
ん
裾
野
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
、
業
界
が
向
き
合
う
２
つ
の
課
題

　
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
現
在
に
目
を
向

け
る
と
、
今
日
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
は
、
日
デ
連
設
立
当
初
か
ら
力

を
入
れ
て
き
た
「
業
界
の
認
知
度
向
上
」
の

問
題
で
す
。
昔
か
ら
我
々
の
仕
事
は
、「
裏

方
」
で
あ
り
、
先
人
達
は
裏
方
か
ら
企
業
を

輝
か
せ
る
こ
と
で
功
績
を
残
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
「
表
舞
台
の
仕

掛
人
」
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
世
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
Ｐ
Ｒ
が
あ
っ
て
こ
そ
、
業
界
の
知
名
度

や
価
値
が
向
上
し
、
そ
れ
が
人
材
確
保
に
も

つ
な
が
る
。
ひ
と
り
一
人
が
自
分
の
仕
事
を

世
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
時
代
が
来
た
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
日
デ
連
で
主
催
し
て
い
る

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
産
業
賞
」
も
、
昨
年
か
ら

日
本
経
済
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
世
に
、
我
々
の
仕
事
の
価

値
を
発
信
す
る
よ
い
機
会
で
す
。
今
後
も
こ

う
い
っ
た
機
会
を
数
多
く
つ
く
り
、
よ
り
一

層
、
業
界
を
盛
り
立
て
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
で
す
。
先
に
も
触
れ
ま
し
た

が
、
日
本
は
30
年
以
上
も
前
か
ら
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま

だ
ま
っ
た
く
成
果
が
出
て
い
な
い
。
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
現
在
、
日
本
に
お
け
る
一

人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
世
界
第
25
位※
１

。
非

常
に
低
い
結
果
で
す
。
こ
こ
に
潜
む
の
は
、

「
生
産
性
」
の
問
題
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
組
織
で
、
個
々
で
常
に

生
産
性
を
意
識
し
、
新
た
な
働
き
方
の
模

索
、
実
行
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
中
に
は
女
性
活
躍

株
式
会
社 

乃
村
工
藝
社
　渡
辺
勝 

会
長  

 （
一
社
）
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会  

会
長
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可
能
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
こ
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
業
界
こ
そ
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
な
の
で
す
。

　
例
え
ば
訪
日
観
光
客
が
、
最
初
に
日
本
に

触
れ
る
場
所
で
あ
る
空
港
、
宿
泊
す
る
ホ
テ

ル
、
こ
れ
ら
の
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
私

た
ち
の
仕
事
で
す
。
さ
ら
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
む
店
舗
、
飲
食
店
、
文
化
施
設
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
な
ど
、
各
過
程
で

観
光
客
が
触
れ
る〝
日
本
〟を
作
り
上
げ
る
の

も
私
た
ち
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
治
安
の
良

さ
な
ど
か
ら
人
気
と
な
っ
て
い
る
日
本
の
観
光

価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
観
光
客
の
「
ま
た
来

た
い
」
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
２
０
２
０
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
こ
こ

で
多
く
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
て
、
ホ
テ
ル
整
備
や

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
の
整
備
、
拡

張
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
力
の
見
せ
所
で
す
。
ぜ
ひ
、
業
界
全
体
で

こ
れ
に
貢
献
し
、
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
領

域
を
支
え
る
力
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
は
、
ま
だ
ま
だ
活
躍

機
会
の
広
が
り
が
あ
る
業
界
で
す
。
未
来
は

明
る
い
。
ぜ
ひ
、近
い
将
来
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
先
に
も
目
を
む
け
、目
標
、目
的
を
は
っ

き
り
と
捉
え
て
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

業
界
全
体
が
幸
せ
に
な
れ
る
未
来
を

　
現
在
私
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
振
興
委
員
会

委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
２
０
１
８
年

は
そ
の
活
動
と
し
て
富
山
と
福
岡
で
「
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
こ
の
業
界
の
仕
事
、
魅
力
、
こ
の

仕
事
に
お
け
る
社
会
貢
献
に
つ
い
て
。
参
加

し
て
く
れ
た
学
生
や
地
元
企
業
の
み
な
さ
ん

か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る

業
界
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉

や
、「
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
い
い
セ
ミ
ナ
ー

だ
っ
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
日
デ
連
に
は
現
在
７
５
０
社
以
上
の
会
社

が
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
規
模
や
活
動

内
容
は
様
々
で
す
。
す
べ
て
の
企
業
が
均
等

に
発
展
し
、幸
せ
に
な
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、

ま
だ
そ
こ
に
は
達
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
業
界
全
体
が
活
性
化

し
、
そ
こ
で
働
く
人
全
員
が
幸
せ
に
な
る
た

め
に
も
、
業
界
を
紹
介
す
る
こ
う
い
っ
た
セ

ミ
ナ
ー
は
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

業
界
の
知
名
度
を
上
げ
、
多
く
の
若
者
に
業

界
で
働
い
て
み
た
い
と
思
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

そ
し
て
、
業
界
で
働
く
人
全
員
が
、
業
界
の

仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
け
る
よ
う

に
、
我
々
は
こ
う
い
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
っ
か

り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
み
な
さ
ん
へ

　
会
社
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
組

織
力
を
活
か
し
て
夢
を
実
現
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
自
己
実
現
の
た
め
に
、
会
社
を

利
用
し
て
い
い
ん
で
す
。自
分
が
作
り
た
か
っ

た
も
の
を
作
る
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
た
会
社
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

な
ど
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
ど
ん
ど
ん
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。
会
社
に
埋
没
す
る
こ
と

な
く
、
個
の
力
を
全
面
に
出
し
て
い
け
ば
い

い
。（
も
ち
ろ
ん
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
は
守
り

な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
）
私
自
身
も
そ
う

し
て
き
た
よ
う
に
、
若
手
の
み
な
さ
ん
に
も

そ
う
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私のディスプレイ歴
1970年代
デザイナーとして丹青社に入
社。商業空間部門で店舗内装の
デザインに携わる。3年後に文
化空間部門へ異動。
最初に携わった秋田県立博物
館では、熊狩りへの同行や、水
中ボンベを背負った海中写真
撮影など、予想外の仕事の幅広
さに必死に取り組みながら、そ
の後も、大阪の国立民族学博物
館、ブラジルの日本移民資料館
などに携わる。

1980年代
博物館の建設ラッシュにより、
全国各地を飛び回り、博物館の
空間づくり、事業のマネジメン
トを手がける。

1997年
取締役就任。

2010年
代表取締役社長就任。『日本一
元気な会社になろう』と経営再
生プログラムを発表。

2017年　
代表取締役会長に就任。

次世代へのメッセージ

デザイナーや制作、様々な職種
や分野の経験を積んだ人が経
営者になると、それぞれの経験
が生かされ、組織は活性化して
いくものです。力を注いだ経験
は、自らの糧になります。みな
さんも、ぜひたくさんの挑戦を
してください。
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私
が
歩
ん
で
き
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
世
界

　
１
９
７
０
年
、
私
は
武
蔵
野
美
術
大
学
を

卒
業
後
、
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
と

い
う
思
い
で
、
丹
青
社
に
入
社
し
ま
し
た
。

当
時
は
「
デ
ザ
イ
ン
の
乃
村
」、「
野
武
士
の

丹
青
」
と
言
わ
れ
て
い
て
、
ど
こ
を
受
け
よ

う
か
と
悩
ん
で
い
た
ら
、
担
任
の
先
生
か
ら

「
お
前
は
丹
青
だ
な
」
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

「
俺
は
ス
マ
ー
ト
な
は
ず
な
の
に
、
お
か
し

い
な
」
と
首
を
傾
げ
つ
つ
、
丹
青
社
を
受
け

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
入
社
当
初
は
、
希
望
通
り
商
業
部
門
で
店

舗
の
内
装
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
デ
ザ
イ
ン
を
担

当
。
３
年
目
で
よ
う
や
く
本
格
的
に
百
貨
店

の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま

れ
た
も
の
の
、
突
然
、
文
化
空
間
部
門
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
は
、
各

地
で
文
化
施
設
が
次
々
と
建
て
ら
れ
た
時
代
。

私
は
、
最
初
に
手
が
け
た
秋
田
県
立
博
物
館

を
皮
切
り
に
、
大
阪
の
国
立
民
族
学
博
物
館
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
資
料
館
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

業
務
を
立
て
続
け
に
担
当
。
と
に
か
く
忙
し

く
、
国
内
外
を
飛
び
回
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
出
会
っ
た
の
が
、
民
博
の
梅
棹
忠
夫
初
代

館
長
を
は
じ
め
と
す
る
、
日
本
を
代
表
す
る

学
者
の
方
々
で
す
。
先
生
方
と
一
緒
に
深
く

仕
事
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

私
を
文
化
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
面
白
さ
に
開
眼

さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
を

経
て
、
そ
こ
か
ら
30
数
年
、
私
は
文
化
空
間

デ
ザ
イ
ン
一
筋
に
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
震
災
を
経
て

　
２
０
０
０
年
以
降
の
業
界
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
、
震
災
と
苦
難
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。
当
社
で
も
、
２
０
１
０
年
、
私

が
社
長
に
就
任
し
て
最
初
に
宣
言
し
た
の
は
、

「
利
益
の
回
復
を
目
指
し
た
組
織
体
質
の
改

善
」。
そ
の
た
め
に
社
員
や
株
主
み
な
さ
ん
に

は
多
大
な
苦
労
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
、
何
度
も
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し

ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
苦
し
い
時
期
を
耐

え
て
き
た
企
業
が
多
く
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
そ
の
数
々
の
苦
難
を
よ
う
や
く
乗
り
越
え

た
今
、
業
界
は
ど
う
動
い
て
い
く
べ
き
な
の

で
し
ょ
う
か
。
20
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
そ
の
先
を
見
据
え
、
業
界
と
し

て
、
未
来
の
日
本
に
ど
の
よ
う
な
形
で
貢
献
し

て
い
け
る
か
に
つ
い
て
、考
え
る
べ
き
時
が
や
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
考
え
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
領
域
で
活
躍
す
る
業
界
に

　
現
在
の
日
本
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
い

く
つ
か
の
自
治
体
で
は
数
年
後
に
人
口
が
半

減
。
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
く

な
る
可
能
性
す
ら
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
本
の
国
力
低
下
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
注
目
す
べ
き
は
観
光
領
域
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
に
よ
り
低
下

す
る
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
発
展
に
よ
り
引
上
げ
、
支
え
る
こ
と
が

株
式
会
社 

丹
青
社
　青
田
嘉
光 

会
長  

 （
一
社
）
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会  

常
任
理
事

30

インタビュー



カ
ッ
プ
を
誘
致
す
る
だ
け
の
座
席
数
を
確
保

で
き
る
。
そ
こ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
で
の
使
用
を
見
込
ん
で
い

る
の
で
す
が
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
運
営
形
態
は
ま
だ

ま
だ
不
透
明
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
施
設
は
、
仕
組
み
な
し
に
は

維
持
で
き
ま
せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
で
い
え
ば
、

昔
の
ヴ
エ
ル
デ
ィ
川
崎
（
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕
当

初
の
呼
称
）、
今
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
よ

う
に
、人
気
の
あ
る
チ
ー
ム
を
作
り
、チ
ケ
ッ

ト
を
売
り
、
い
い
選
手
を
呼
び
、
チ
ー
ム
の

人
気
が
上
昇
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
全
体
が
盛
り

上
が
る
。
こ
う
い
っ
た
循
環
の
構
図
が
と
て

も
重
要
な
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

愛
す
る
心
が
日
本
に
定
着
し
、
よ
り
一
層
盛

り
上
が
れ
ば
、
こ
の
循
環
が
よ
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
建
設
さ
れ

る
多
く
の
施
設
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
よ
り

よ
い
活
用
法
、
循
環
の
仕
組
み
を
考
え
て
い

く
こ
と
も
、
今
後
、
我
々
業
界
の
大
き
な
仕

事
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
循
環
と
地
方
創
生

　
２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
「
Ｂ
リ
ー

グ
」
で
も
、
ア
リ
ー
ナ
の
新
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
現
在
、

Ｂ
リ
ー
グ
で
は
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
の
収
容
人

数
規
定
が
５
０
０
０
人
以
上（
Ｂ
１
）と
な
っ

て
お
り
、
横
浜
文
化
体
育
館
や
千
葉
ポ
ー
ト

ア
リ
ー
ナ
を
は
じ
め
、
多
く
の
体
育
館
が
こ

れ
に
満
た
な
い
。
そ
こ
で
、
全
国
各
地
で
建

て
替
え
が
行
わ
れ
る
予
定
な
の
で
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
若
者
に
非
常
に
人
気
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
Ｎ
Ｂ
Ａ
が
１
～
２
万
規

模
の
ア
リ
ー
ナ
で
試
合
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
今
後
、
日
本
で
も
成
長
が
見

込
め
ま
す
。
と
は
い
え
、
こ
の
ア
リ
ー
ナ
を

バ
ス
ケ
ッ
ト
だ
け
で
維
持
す
る
の
は
難
し

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ

ン
ト
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
様
々
な
施
設
の
活

用
方
法
を
見
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
ア
リ
ー
ナ
が

全
国
各
地
に
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
こ

れ
は
周
辺
地
域
へ
の
還
元
な
ど
、
施
設
を
地

方
創
生
に
役
立
て
る
よ
い
機
会
と
な
る
は
ず

で
す
。
こ
こ
も
ま
た
業
界
の
腕
の
見
せ
所
。

ぜ
ひ
、
こ
う
い
っ
た
機
会
を
業
界
発
展
の

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
と
も
に
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

若
い
世
代
に
こ
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
た
い

　
近
年
、
多
く
の
若
者
た
ち
が
当
社
の
扉
を

叩
い
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
彼
ら
を
育
て
、
そ

の
才
能
を
伸
ば
し
、
夢
や
理
想
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
こ
と
に
、
今
、
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
こ
の
仕
事
に
お
い
て
は
、
ど
う
し

て
も
コ
ン
サ
ー
ト
の
設
営
を
一
晩
で
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
現
実
は
厳

し
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
先

に
、
楽
し
さ
が
あ
る
の
も
真
実
で
す
。

　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
仕
事
は
、
人
々
に
充

実
感
や
幸
福
感
を
与
え
る
仕
事
。
そ
こ
に
は

苦
労
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
勝
る
だ
け
の
魅
力

が
あ
る
。
若
い
世
代
に
向
け
て
は
、
そ
の
こ

と
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

私のディスプレイ歴
1967年　
シミズスポーツサービスセン
ターに入社。清水芳一初代社長
のもとで仕事を学ぶ。

1970年代　
72年、初代社長没。「裏方ひと
すじ」の精神を引き継ぎ、代表
取締役に就任。シミズ舞台工芸
設立。サーカスや音楽祭、コン
サートなどを多く手がける。

1980年代　
山口百恵やピンクレディなど、
人気アーティストのコンサー
トを数多く手がける。

1990年代　
横浜アリーナや幕張メッセの
オープンを受けて、活動場所が
拡大。スポーツ、芸能、博覧会
と幅広い分野で活躍。

2000年代　
01年、シミズオクト誕生。ドー
ム、アリーナ、野外会場が多く
誕生し、大規模なイベントを多
数手がける。

2005年　
代表取締役会長に就任。

次世代へのメッセージ

我々の仕事は、イベントそのも
のだけでなく、地域の活性化、
地方創生にも貢献できます。そ
の自覚と誇りを持って仕事に励
みましょう。また、若いうちに
商業施設士などの資格を取得す
るなど、ぜひ、その道を究めて
ほしいと思います。
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シ
ミ
ズ
オ
ク
ト
が
見
た
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界

　
日
デ
連
は
空
間
デ
ザ
イ
ン
関
連
の
会
員
企

業
が
多
い
の
で
す
が
、
当
社
の
仕
事
は
、
そ

れ
と
は
少
し
違
う
分
野
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
他
社
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
業
界
の
歩
み
を
見
て
き
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
当
社
の
設
立
は
１
９
５
９
年
。
先
代
は
、

設
立
以
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
よ
ろ
ず
請

負
業
と
し
て
様
々
な
仕
事
を
ま
か
さ
れ
、

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
会

場
清
掃
、
設
営
、
販
売
業
務
を
一
部
請
け
負

う
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
入
社
し

た
の
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
。
当
時
の
主

な
仕
事
場
は
、
東
京
体
育
館
や
日
本
武
道
館

で
、
先
代
か
ら
「
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
聞
い
て
い
た
も
の
の
、蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
、

畳
担
ぎ
ば
か
り
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
武
道
館
が
、武
道
で
は
な
く
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
１
９
６
６
年
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
初
来
日

コ
ン
サ
ー
ト
以
降
の
こ
と
。
年
間
約
１
０
０

日
を
武
道
に
、
そ
の
他
の
日
程
は
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
公
開
収
録
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
変
化
の
中
、

私
た
ち
の
仕
事
も
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
イ
ベ
ン
ト
、

舞
台
装
飾
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
一
方
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
は
、
70
年
の

大
阪
万
博
を
契
機
と
し
て
日
デ
連
が
発
足

し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。
80
年

代
は
文
化
、
商
業
施
設
の
建
築
、
改
装
ラ
ッ

シ
ュ
。
非
常
に
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
か
ら
約
30
年
。
景
気
低
迷
や
災
害
な

ど
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
私
た
ち
は

今
、
よ
り
強
い
結
束
を
持
っ
て
、
２
年
後
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
活
用
を

　
来
た
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
33
競

技
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
22
競
技
が
同
時

期
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
当
社
を
含

め
、
関
係
企
業
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
結
集
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
や
る
し
か
な
い
と

い
っ
た
状
況
で
す
ね
。
そ
し
て
、
こ
の
規
模

の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
や
る
か
ら
に
は
、
ぜ

ひ
、
日
本
に
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
が
根
づ
い
て

欲
し
い
と
、
私
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
の
も
、
今
日
の
日
本
の
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
は
、
野
球
も
サ
ッ
カ
ー
も
繁
栄
し
て
は
い

る
も
の
の
、
実
際
に
は
赤
字
経
営
を
し
て
い

る
チ
ー
ム
、
施
設
が
数
多
く
あ
る
の
で
す
。

そ
こ
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
一
つ
は
日
本
人
に
ま
だ
ス
ポ
ー
ツ
文
化

が
浸
透
し
き
っ
て
い
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、

も
う
一
つ
は
施
設
維
持
の
た
め
の
仕
組
み
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
新
国
立
競
技
場
の
収
容
人
数

は
、
以
前
の
６
万
人
か
ら
８
万
人
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

株
式
会
社 

シ
ミ
ズ
オ
ク
ト
　清
水
卓
治 

会
長   （
一
社
）
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
団
体
連
合
会  
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渡辺会長の回答

青田会長の回答

清水会長の回答

青
田
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

若
い
社
員
と
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
は
感
じ
る
？‌‌

そ
れ
を
克
服
す
る
に
は
？

Ａ
　‌‌

我
々
世
代
と
は
違
う
な
ぁ
、
と
感
じ
る
の
は
、「
こ

う
し
た
い
、
あ
あ
な
り
た
い
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル

が
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
。
競
争
世
代
の
我
々
が

持
っ
て
い
た
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
み
た
い
な
も
の

は
、
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
言

葉
が
響
く
の
か
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、

彼
ら
に
も
夢
や
、
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
は
ず
。

だ
か
ら
こ
そ
入
社
し
て
早
々
に
、「
会
社
を
利
用

し
て
、
自
己
実
現
を
し
よ
う
」、「
誰
で
も
社
長
に

な
れ
る
」、「
ダ
メ
な
上
司
に
は
つ
い
て
い
く
な
」

な
ど
、
彼
ら
が
思
う
が
ま
ま
に
働
け
る
よ
う
、
そ

ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

清
水
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

業
界
に
入
社
し
て
き
た
若
者
へ
言
い
た
い
こ
と

は
？

Ａ
　‌‌

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
少
し
言
及
し
ま
し
た
が
、「
日

本
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
な
ど
の
諸
問
題
に
、

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
と
し
て
立
ち
向
か
っ
て
い
こ

う
！
」
と
い
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
ぜ
ひ
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
広
い
視
野
・

視
点
で
物
事
を
捉
え
る
思
考
を
持
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。‌

‌

そ
れ
か
ら
、
私
の
よ
う
に
商
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
入
社
し
て
も
、
文
化
施
設
一
筋

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
未
来
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
予
定
外
の
こ
と
が
起
き
て
も
、
そ
こ
に
は
そ

こ
の
面
白
味
が
あ
り
、
出
会
い
が
あ
る
。
そ
れ
を

糧
に
し
て
成
長
し
、
夢
を
叶
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

渡
辺
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

環
境
・
安
全
確
保
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
、‌

ど
う
考
え
ま
す
か
？

Ａ
　‌‌

１
９
９
９
年
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の
３
日
前

に
、
音
響
・
照
明
機
材
を
取
り
付
け
た
ス
テ
ー
ジ

の
ト
ラ
ス
が
暴
風
に
よ
っ
て
一
部
倒
壊
す
る
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
我
々
は
こ
れ
を
機
に
、
舞
台
・

音
響
・
照
明
各
社
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
舞

台
技
術
安
全
協
会
を
設
立
。
各
社
連
携
し
、
安
全

衛
生
研
修
や
リ
ギ
ン
グ
（
吊
り
）
研
修
な
ど
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
大
規

模
化
に
よ
り
、
ス
テ
ー
ジ
設
営
の
難
易
度
は
上
が

る
一
方
。
確
固
た
る
リ
ギ
ン
グ
技
術
は
必
須
項
目

で
す
。
私
た
ち
は
日
々
進
歩
す
る
技
術
を
習
得
す

る
と
と
も
に
、
安
全
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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渡辺会長の回答

清水会長の回答

清
水
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
理
想
・
魅
力
を
若
者
に
ど
う‌

Ｐ
Ｒ
す
る
？

Ａ
　‌‌

青
田
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
る
、
学

生
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｄ
Ｆ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
内
容
が
深
く
な

り
、
と
て
も
い
い
効
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。
何
よ

り
現
役
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
現
地
に

行
き
、
リ
ア
ル
な
声
で
業
界
の
魅
力
を
伝
え
て
い

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
こ
う
し
た
活
動
は
ぜ
ひ

続
け
て
い
く
べ
き
で
す
ね
。
ま
た
、
仕
事
に
お
け

る
感
動
や
喜
び
は
、
社
内
で
も
発
信
し
て
ほ
し
い
。

社
内
で
共
有
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
ま
た
い
い
仕

事
が
生
ま
れ
る
は
ず
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
社

内
外
で
自
ら
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
人
材

を
育
て
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
ね
。

青田会長の回答

渡
辺
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

社
長
か
ら
会
長
に
な
っ
て
心
境
の
変
化
は
？

Ａ
　‌‌「
人
を
愛
す
る
力
」
が
よ
り
湧
い
て
き
ま
し
た
。

カ
ッ
コ
い
い
こ
と
を
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
ま
ず
自
社
の
こ
と
か
ら
考
え
て
き
た
社

長
時
代
に
く
ら
べ
て
視
野
が
広
が
り
、
業
界
全
体

の
バ
リ
ュ
ー
、
業
界
の
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
た
ん
で
す
。

例
え
ば
こ
の
業
界
で
働
い
て
い
る
若
者
の
両
親

が
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
」
と
聞
い
た
だ
け
で
、

自
分
の
子
ど
も
の
仕
事
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
く
ら

い
に
ま
で
、
業
界
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
も
セ
ミ
ナ
ー
や
そ
の
他
の

Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
注
ぎ
た
い
で
す
。

青
田
会
長
か
ら
→

Ｑ
　‌‌

今
注
目
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
、
こ
れ
か
ら
人
気
に

な
る
だ
ろ
う
ス
ポ
ー
ツ
は
？

Ａ
　‌‌

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
、
新
国
立
競
技
場
の
活
用
に
名

前
が
あ
が
っ
て
い
る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
は
注
目
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
人
気
が
上
昇
す
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。‌

‌

ま
た
、
今
後
人
気
が
上
昇
す
る
だ
ろ
う
ス
ポ
ー
ツ

は
、
や
は
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
す
。
背
が
伸

び
る
競
技
と
し
て
中
高
生
に
人
気
が
あ
り
ま
す

し
、
何
よ
り
得
点
が
た
く
さ
ん
入
る
の
で
、
盛
り

あ
が
り
や
す
く
、
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
。

か
な
ら
ず
人
気
が
で
て
く
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い

ま
す
よ
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
渡
辺
会
長
、
青
田
会
長
、
清
水
会
長
か
ら
、
他
の
お
二
人
宛
て
に

質
問
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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澤谷 奈々
nana sawaya

≪デザイナー≫
株式会社小林工芸社
第2ビジネスプロデュー
ス事業部
クリエイティブグループ　
入社4年目

の
木
工
製
作
や
、
設
営
、
現
場
管
理
な
ど
を

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
や
は

り
撤
去
後
の
安
堵
感
、
達
成
感
は
特
別
だ
と

感
じ
ま
す
。

山
本
　
確
か
に
撤
去
の
瞬
間
は
充
実
感
が
あ

り
ま
す
よ
ね
。
私
は
広
告
代
理
店
か
ら
フ
ジ

ヤ
に
転
職
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
き
っ
か
け

は
前
職
で
展
示
会
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
こ
と

だ
っ
た
ん
で
す
。
初
め
て
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業

の
仕
事
を
見
た
時
、
と
に
か
く
驚
き
ま
し

た
。
ま
さ
か
あ
の
ブ
ー
ス
が
２
日
程
度
で
設

営
さ
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
撤
去
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
び
っ
く
り
し
ま

し
た
ね
。
ブ
ー
ス
が
立
ち
上
が
る
時
の
高
揚

感
と
撤
去
時
の
達
成
感
。
こ
の
仕
事
の
現
場

に
は
、「
も
の
づ
く
り
の
魅
力
」
が
す
べ
て

つ
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
そ
こ
に
面

白
さ
を
感
じ
て
転
職
し
た
ん
で
す
。

飯
野
　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
私
も
現
場
の
仕

事
は
好
き
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
お
話
は
な
ん

だ
か
う
れ
し
い
で
す
。

澤
谷
　
私
の
仕
事
は
店
舗
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

装
飾
が
メ
イ
ン
に
な
る
の
で
、
今
の
や
り
が

い
は
お
客
様
に
「
い
い
デ
ザ
イ
ン
だ
ね
」
と

言
っ
て
も
ら
え
た
時
で
し
ょ
う
か
。
自
分
で

も
納
得
の
い
く
デ
ザ
イ
ン
が
提
出
で
き
た
時

に
も
「
よ
し
っ
」
と
思
え
ま
す
。

山
本
　
お
客
様
か
ら
の
言
葉
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
こ
と
は
多
い
で
す
ね
。「
ま
か
せ
た
」

と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
な
ど
、
信
頼
し
て
も

ら
え
て
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
し
、「
い

い
仕
事
を
し
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち
が
、
さ

ら
に
わ
い
て
き
ま
す
。

梶
村
　
展
示
会
で
も
商
業
空
間
で
も
、
現
場

に
は
こ
の
仕
事
の
面
白
味
が
つ
ま
っ
て
い
る

と
私
も
思
い
ま
す
。
企
業
の
施
設
の
中
に

は
、
構
想
か
ら
開
業
ま
で
5
年
か
か
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。
長
期
で
携
わ
っ
た
こ
の

よ
う
な
空
間
に
人
が
入
り
、
そ
こ
で
の
反
応

を
見
た
時
は
と
て
も
感
動
し
ま
す
ね
。
今

も
、
目
の
前
で
ユ
ー
ザ
ー
の
感
情
が
動
く
瞬

間
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

■
最
近
の
仕
事
の
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。
時
代
と
と
も
に
増
え
て
き
た

仕
事
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

梶
村
　
最
近
、「
働
き
方
改
革
」
の
影
響
を

う
け
て
か
、「
働
く
場
づ
く
り
」
の
仕
事
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

澤
谷
　
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
か
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
で
す
か
？

梶
村
　
そ
れ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
オ
フ
ィ
ス

の
改
装
な
ど
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
よ

り
効
率
的
で
、
快
適
に
仕
事
を
で
き
る
オ

フ
ィ
ス
に
し
た
い
と
い
う
要
望
を
よ
く
聞
き

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
本
　
な
る
ほ
ど
。
そ
れ
も
時
代
の
流
れ
で

す
ね
。
具
体
的
に
は
ど
ん
な
ふ
う
に
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
を
進
め
て
い
く
ん
で
す
か
？

梶
村
　
社
員
の
皆
さ
ん
の
オ
フ
ィ
ス
内
で
の

動
き
、
導
線
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
ニ
ー
ズ

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
し
て
、
理
想
の
形

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
今
は
、
効
率
的
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、「
気
持
ち

を
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
こ
と
」
や
「
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
こ
と
」
な
ど
が
オ
フ
ィ
ス
に
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
員
同
士
の
交
流
が

自
然
に
生
ま
れ
て
、
そ
こ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

飯野 達也
tatsuya iino

≪製作・業務推進≫
株式会社博展
制作本部
製作部 業務推進課　
入社5年目

小山内 賢
satoru osanai

≪営業≫
株式会社ムラヤマ
第２営業グループ　
第２営業セクション　
主任

梶村 直美
naomi kajimura

≪プランナー≫
株式会社乃村工藝社
業務統括本部　
プランニング統括部 
企画1部　第4ルーム

山本 義明
yoshiaki yamamoto

≪営業≫
株式会社フジヤ
東京SC事業本部　
第１事業部
1グループ セールスマー
ケティングユニット　
課長
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■
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
山
内
　
株
式
会
社
ム
ラ
ヤ
マ
で
営
業
を
し

て
い
る
小
山
内
で
す
。
現
在
は
広
告
代
理
店

を
中
心
と
し
た
お
客
様
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
現
場
設
営
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

澤
谷
　
小
林
工
芸
社
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て

い
ま
す
。
入
社
４
年
目
の
澤
谷
で
す
。
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
什
器
の
デ
ザ
イ
ン
や
、
店
舗
イ
ベ

ン
ト
装
飾
の
提
案
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

梶
村
　
株
式
会
社
乃
村
工
藝
社
で
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
し
て
い
る
梶
村
で
す
。企
業
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
展
示
会
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、
商
業

空
間
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

飯
野
　
株
式
会
社
博
展
の
製
作
部
で
業
務
推

進
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
、
入
社
５
年
目

の
飯
野
で
す
。
仕
事
内
容
は
部
内
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
協
力
会
社
の
ア
サ
イ
ン
な

ど
に
な
り
ま
す
。

山
本
　
株
式
会
社
フ
ジ
ヤ
の
山
本
で
す
。
広

告
代
理
店
で
数
年
間
勤
務
し
た
後
、
フ
ジ
ヤ

に
中
途
入
社
し
、
現
在
は
物
販
店
を
中
心
と

し
た
商
業
施
設
の
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
職
種
の
違
う
皆
さ
ん
で
す
が
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
業
の
仕
事
で
は
、
ど
の
よ
う
な
瞬
間

に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

小
山
内
　
私
の
仕
事
は
仮
設
が
多
い
の
で
、

や
は
り
撤
去
の
瞬
間
に
は
充
実
感
が
あ
り
ま

す
。
ま
っ
さ
ら
に
な
っ
た
会
場
を
み
る
と
、

や
り
き
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

飯
野
　
私
も
そ
う
で
す
。
実
は
今
年
の
１
月

ま
で
は
製
作
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ス
タ
ジ
オ
で

次世代メンバーが語る
ディスプレイ業界の今と、これから

日デ連50周年記念  次世代座談会
まだ暑さの厳しい7月某日。東京・京橋の日デ連事務局会議室にて、会員企業に所属する5名の有志による
座談会が開催されました。お集まりいただいたみなさんは、会社はもちろん職種も年齢も性別もさまざま。
それぞれの視点から考える、「ディスプレイの仕事の魅力」や「やりがい」、「働き方改革」などについて
語り合っていただきました。

Text ／笠井 美春
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ピ
ッ
ク
関
連
の
も
の
に
多
く
割
か
れ
、
そ
の

他
の
仕
事
が
激
減
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
。
ど
ち
ら
も
あ
り
ま
す
が
、
と
に
か

く
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
分
か
ら
な

い
の
で
、
何
が
起
こ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
か
な
く
て
は
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。

山
本
　
私
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。
来

年
に
は
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ

り
、
そ
の
翌
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に

新
し
い
仕
事
を
し
っ
か
り
取
っ
て
こ
な
く
て

は
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
国
際
大

会
が
続
く
中
で
、
ど
ん
な
事
態
が
発
生
す
る

の
か
、
仕
事
は
あ
る
の
か
、
危
機
感
も
あ
り

ま
す
。

梶
村
　
そ
う
で
す
ね
。
私
も
不
安
は
あ
り
つ

つ
も
、
大
切
な
機
会
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、

そ
し
て
、
大
会
が
終
わ
っ
た
後
の
こ
と
も
忘

れ
ず
に
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
終
え
た
後
の
日
本
が
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
想
像
し
、
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

■
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
界
の
「
働
き
方
改
革
」

飯
野
　
博
展
は
数
年
前
か
ら
フ
レ
ッ
ク
ス
制

に
な
り
、
現
場
設
営
で
、
ど
う
し
て
も
夜
に

働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
あ
る
製
作

部
署
の
メ
ン
バ
ー
は
、
働
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

小
山
内
　
い
い
で
す
ね
。
ム
ラ
ヤ
マ
で
は
、

ま
だ
そ
の
段
階
で
は
な
く
て
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
働
き
方
を
で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い

る
途
中
の
よ
う
で
す
。
こ
の
業
界
は
設
営
な

ど
で
「
夜
に
動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
」
が
、
ど
う
し
て
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
そ
こ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
よ
ね
。

澤
谷
　
小
林
工
芸
社
も
、
昨
年
か
ら
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
残
業

が
減
る
な
ど
、
い
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

時
間
を
決
め
な
い
と
チ
ー
ム
全
員
が
揃
い
づ

ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

山
本
　
そ
れ
が
フ
レ
ッ
ク
ス
の
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
よ
ね
。
勤
務
時
間
が
自
由
に
な
る
か

わ
り
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ

ら
く
な
る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
対
策
を
と
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ね
。
フ
ジ
ヤ

は
月
２
回
、
ノ
ー
残
業
デ
イ
が
あ
り
ま
す

よ
。
定
時
は
17
時
半
、
18
時
ま
で
に
退
社
と

な
っ
て
い
ま
す
。
早
く
帰
っ
た
日
は
飲
み
に

出
か
け
た
り
、
習
い
事
に
行
っ
た
り
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

梶
村
　
乃
村
工
藝
社
で
は
、
数
年
前
か
ら
介

護
や
育
児
な
ど
、
様
々
な
事
情
を
抱
え
る
社

員
が
、
無
理
な
く
働
き
続
け
る
た
め
の
制
度

が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。サ
テ
ラ
イ
ト
、フ
レ
ッ

ク
ス
、
一
部
で
在
宅
勤
務
も
認
め
ら
れ
る
な

ど
、
ど
こ
に
い
て
も
働
け
る
体
制
に
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

澤
谷
　
こ
れ
か
ら
は
育
児
だ
け
で
な
く
、
介

護
な
ど
様
々
な
事
情
に
配
慮
し
た
働
き
方
が

求
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。

小
山
内
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
に
対
応
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

山
本
　
会
員
企
業
が
、こ
う
し
て
様
々
な「
働

き
方
」
へ
の
対
策
を
取
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
、
一
緒
に
働
き
や

す
い
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
業
界
を
つ
く
っ

て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

飯
野
　
同
業
な
の
で
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
て

い
る
こ
と
も
多
い
で
す
し
、
業
界
で
の
情
報

交
換
は
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

梶
村
　「
働
き
や
す
さ
」
と
い
え
ば
、
最
近
、

当
社
で
は
オ
フ
ィ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
あ
っ

た
ん
で
す
よ
。
社
内
コ
ン
ペ
で
企
画
を
募
集

し
て
、
ワ
ン
フ
ロ
ア
を
丸
ご
と
改
装
し
、
リ

セ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
ん
で
す
。
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
エ
リ
ア
と
、
打
ち
合
わ
せ
エ
リ

ア
、
本
や
資
料
な
ど
を
置
い
て
あ
る
エ
リ

ア
、
集
中
で
き
る
デ
ス
ク
エ
リ
ア
が
複
合
し

て
い
る
場
所
で
、い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

澤
谷
　
ど
ん
な
企
画
が
採
用
さ
れ
た
ん
で
す

か
？

梶
村
　
若
手
が
出
し
た
企
画
で
は
、「
先
輩

が
ど
ん
な
本
を
読
ん
で
い
る
の
か
知
り
た

い
」
と
い
う
も
の
が
採
用
さ
れ
、「
オ
ス
ス

メ
の
書
籍
」
が
展
示
さ
れ
る
エ
リ
ア
が
で
き

ま
し
た
。そ
の
場
で
読
ん
だ
り
で
き
る
の
で
、

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
面
白
い
で
す
よ
。

飯
野
　
先
ほ
ど
話
に
あ
が
っ
て
い
た
ト
レ
ン

ド
の
オ
フ
ィ
ス
改
装
の
自
社
版
で
す
ね
。
ど

の
エ
リ
ア
が
人
気
で
す
か
？

梶
村
　
打
ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
は
広
く
て
、

テ
ー
ブ
ル
も
大
小
様
々
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

チ
ェ
ア
な
ど
も
置
い
て
あ
る
の
で
、
い
つ
も

誰
か
が
打
ち
合
わ
せ
や
個
人
の
作
業
な
ど
で

使
っ
て
い
ま
す
ね
。
跳
び
箱
な
ど
が
置
い
て

あ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
が
あ
っ

て
、「
ら
し
さ
」
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
を
見
て
い
た
だ
く
た

ま
ず
は
自
己
成
長
を
し
な
く
て
は
。
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
り
、
コ
ン
セ

プ
ト
決
定
か
ら
案
件
に
関
わ
っ
た
り
で
き
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。（
澤
谷
）

社
員
同
士
の
交
流
が
自
然
に
生
ま
れ
て
、
そ
こ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

起
こ
る
オ
フ
ィ
ス
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。（
梶
村
）

新
し
い
も
の
、
面
白
い
も
の
を
取
り
入
れ
、
時
代
に
合
わ
せ
て
内
容
や
手
法
が

ど
ん
ど
ん
変
わ
る
の
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の
仕
事
で
す
。（
小
山
内
）
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い
て
話
題
に
上
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
そ
の

展
示
会
の
開
催
前
と
開
催
後
で
ど
ん
な
変
化

が
あ
っ
た
か
、
ま
た
来
場
者
の
心
に
、
ど
こ

で
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
か
。
そ
れ
を
可
視

化
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
、
今
後
し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

山
本
　
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
人
の
流
れ
や

変
化
を
追
跡
し
て
欲
し
い
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

小
山
内
　
で
も
、
そ
れ
を
可
視
化
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
難
し
い
ん
で
す
よ
ね
。
デ
ー
タ

を
取
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
こ
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
分
析
を
行
な
い
、
何
が

正
解
な
の
か
を
お
客
様
に
提
示
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

梶
村
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
様
々
な
課
題
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
す
る
要
望
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
実
は
少
し

前
か
ら
、
当
社
も
「
人
流
セ
ン
サ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
」
を
使
っ
た
デ
ー
タ
測
定
・
分
析
に

は
取
り
組
み
始
め
て
い
る
ん
で
す
。
社
会
的

な
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
と
、
業
界
と
し
て
、
今

後
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

■
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
ど

う
捉
え
て
い
ま
す
か
？

小
山
内
　
期
待
も
不
安
も
あ
り
ま
す
ね
。
大

規
模
な
国
際
大
会
な
の
で
、
は
な
や
か
な
仕

事
や
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
た
な
仕
事

が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
。

そ
し
て
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
予
算
が
オ
リ
ン

シ
ョ
ン
が
た
く
さ
ん
起
こ
る
オ
フ
ィ
ス
。
そ

れ
が
望
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

山
本
　
風
通
し
の
よ
い
環
境
を
、
オ
フ
ィ
ス

の
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、

と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
ね
。
確

か
に
そ
の
分
野
は
今
後
、
も
っ
と
ニ
ー
ズ
が

増
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
澤
谷
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
も
最
近
増
え
て
き
ま
し
た
し
、
そ
う

い
っ
た
「
働
く
空
間
づ
く
り
」
は
こ
れ
か
ら

注
目
す
べ
き
分
野
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

梶
村
　
商
業
空
間
で
は
「
滞
在
時
間
を
増
や

す
こ
と
」
を
主
に
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
オ

フ
ィ
ス
空
間
で
は
「
心
地
よ
く
過
ご
す
」「
効

率
よ
く
働
く
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
む
」

な
ど
、
す
こ
し
違
っ
た
視
点
が
必
要
で
、
そ

こ
が
面
白
い
と
思
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

飯
野
　
オ
フ
ィ
ス
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
仕
事
が

成
熟
し
て
く
れ
ば
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分

野
に
も
進
出
で
き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
よ

う
に
も
思
い
ま
す
。

澤
谷
　
そ
う
で
す
ね
。
新
た
な
技
術
が
磨
か

れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
可
能
性

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
山
内
　
話
を
聞
い
て
い
て
思
う
の
で
す

が
、
こ
の
業
界
の
仕
事
は
、
時
代
に
合
わ
せ

て
内
容
や
手
法
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
よ
ね
。
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会
の
仕
事
で

も
、
常
に
新
し
い
も
の
、
面
白
い
も
の
を
取

り
入
れ
て
い
き
ま
す
し
。

梶
村
　
ト
レ
ン
ド
を
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
う
ち
に

取
り
入
れ
て
、
う
ま
く
料
理
し
、
効
果
を
出

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
よ
ね
。

飯
野
　
そ
う
で
す
ね
。
最
新
の
技
術
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
勉
強
も
必
要
で
す
が
、
そ
れ

も
面
白
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

博
展
で
は
最

近
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
工
場
見
学
に
行
っ
た

ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
経
て
、
実
際
に
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
の
技
術
を
取
り
入
れ
る
な
ら
ば
、

製
作
の
仕
組
み
、
つ
く
り
方
に
も
大
き
な
変

化
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
な
と
感
じ
ま
し
た
。

小
山
内
　
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
は
、
確
か
に
今

後
業
界
に
入
っ
て
来
そ
う
な
最
新
技
術
の
ひ

と
つ
で
す
ね
。

澤
谷
　
あ
っ
と
い
う
間
に
新
し
い
技
術
が
誕

生
す
る
の
で
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
り
、
変

化
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
お
か
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
ね
。
そ
の
変
化
を
楽
し
め
る
と
、
仕

事
が
面
白
く
な
る
気
が
し
ま
す
。

■
今
後
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
挑
戦
し
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

澤
谷
　
私
は
、
ま
ず
は
自
己
成
長
を
し
な
く

て
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ド
の
立

ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
決
定

か
ら
案
件
に
関
わ
っ
た
り
で
き
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
た
め
に
、
日
々
経
験
を
積
ん
で

い
ま
す
。

梶
村
　
私
も
企
画
の
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
ま

で
見
据
え
て
、
長
期
目
線
で
信
頼
し
て
任
せ

て
い
た
だ
け
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
た
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
カ
フ
ェ
を
開
い
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
企
画
か

ら
立
ち
上
げ
ま
で
経
験
し
、
さ
ら
に
運
営
も

や
っ
て
み
る
と
か
。

飯
野
　
面
白
い
で
す
ね
。
そ
こ
で
得
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
絶
対
に
役
に
立
つ
気
が
し
ま
す
。

私
が
、
今
後
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
か
、
や

る
べ
き
だ
な
と
感
じ
て
い
る
の
は
展
示
会
な

ど
の
「
効
果
測
定
」
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
よ
く
同
期
の
営
業
マ
ン
と
話
し
て

ブ
ー
ス
が
立
ち
上
が
る
時
の
高
揚
感
と
撤
去
時
の
達
成
感
。
こ
の
仕
事
の
現
場

に
は
、「
も
の
づ
く
り
の
魅
力
」
が
す
べ
て
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。（
山
本
）

目
の
前
で
ユ
ー
ザ
ー
の
感
情
が
動
く
瞬
間
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。（
梶
村
）
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が
あ
り
、
勉
強
に
な
る
機
会
で
し
た
。

飯
野
　
ぜ
ひ
、
そ
う
い
う
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

山
本
　
い
つ
も
競
合
に
な
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
手
を
取
り
合
う
こ
と
で
共
に
成
長
で

き
る
機
会
を
得
る
の
も
、
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

梶
村
　
そ
う
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
業
界
で

つ
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
最
新
の
も
の
を

取
り
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
界

な
の
で
、
各
地
ト
レ
ン
ド
な
ど
も
含
め
て
情

報
共
有
は
大
事
な
気
が
し
ま
す
。

澤
谷
　
私
も
今
は
、
社
内
で
学
ぶ
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
社
外
で
他
社
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ

ん
の
仕
事
を
見
た
り
、
学
ん
だ
り
し
て
み
た

い
で
す
。

梶
村
　
そ
う
で
す
よ
ね
。
業
界
全
体
で
技
術

向
上
や
活
躍
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組

め
る
と
、
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
最
後
に
、
業
界
の
知
名
度
向
上
や
人
材
獲

得
の
た
め
に
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
を
Ｐ

Ｒ
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
点
を
魅
力
と
し
て

押
し
出
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

梶
村
　
最
初
に
少
し
お
話
し
ま
し
た
が
、
こ

の
仕
事
の
魅
力
は
、
自
分
が
つ
く
っ
た
空
間

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
た

り
、
感
情
が
動
い
た
り
す
る
現
場
を
目
撃
で

き
る
こ
と
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
つ

く
る
」
だ
け
で
な
く
、「
反
応
を
見
ら
れ
る
」

と
こ
ろ
が
い
い
。
特
に
学
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
そ
こ
を
伝
え
た
い
で
す
ね
。

山
本
　
そ
う
で
す
ね
。
そ
の
楽
し
さ
が
多
く

の
人
に
伝
わ
れ
ば
、
こ
の
業
界
で
働
き
た
い

と
い
う
人
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

小
山
内
　
毎
回
違
う
も
の
を
つ
く
る
、
ル
ー

テ
ィ
ン
な
仕
事
で
は
な
い
こ
と
も
、
こ
の
仕

事
の
魅
力
で
す
よ
ね
。

飯
野
　
基
本
的
に
、ブ
ー
ス
な
ど
は
フ
ル
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
か
ら
ね
。
同
じ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
頭
も
体
も
フ
ル
に
動
か
し
て「
も

の
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
そ
こ
に
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

小
山
内
　
山
本
さ
ん
が
最
初
に
言
っ
て
い
た

よ
う
に
、
こ
の
仕
事
は
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
も
の
が
で
き
あ

が
っ
て
い
く
と
き
の
高
揚
感
、
撤
去
さ
れ
た

後
の
達
成
感
。
そ
れ
も
ぜ
ひ
、
伝
え
た
い
こ

と
で
す
。

山
本
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
そ
こ
に
魅
了
さ

れ
て
、
こ
の
業
界
に
入
り
ま
し
た
か
ら
。

飯
野
　
一
見
す
る
と
「
は
な
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
」
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
で
す
よ

ね
。「
は
な
や
か
さ
」
を
裏
側
で
支
え
る
仕

事
で
す
。

澤
谷
　
常
に
新
し
い
も
の
を
探
し
、
ア
イ
デ

ア
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
く
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
も
、
魅
力
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
が

面
白
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
難
し
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
最
近
だ
と
「
イ
ン
ス
タ

映
え
」
を
意
識
し
た
り
、
何
が
流
行
し
て
い

て
、
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
常
に
ア

ン
テ
ナ
を
は
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

梶
村
　
一
般
の
方
々
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
の

仕
事
に
つ
い
て
伝
え
る
な
ら
、
少
し
抽
象
的

な
言
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
空
間
に

集
う
人
を
幸
せ
に
す
る
仕
事
」
だ
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ど
う
で
す
か
？ 

例
え
ば
、

満
員
電
車
や
ち
ょ
っ
と
危
険
な
遊
具
が
あ
る

と
い
う
理
由
で
使
用
禁
止
に
な
っ
て
い
る
公

園
。
そ
う
い
っ
た
場
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
、
集
ま
っ
た
人
の
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
」
を
つ

く
る
の
が
、
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
う
ん
で

す
。

澤
谷
　
そ
こ
に
あ
る
空
間
を
「
楽
し
い
場

所
」に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
ま
さ
に
、

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
く
わ
く
す
る

感
じ
が
い
い
で
す
ね
。

小
山
内
　
そ
し
て
、
そ
の
集
客
や
効
果
に
つ

い
て
も
考
え
る
仕
事
で
す
よ
ね
。
　

梶
村
　
そ
う
で
す
ね
。
世
の
中
の
「
ち
ょ
っ

と
も
っ
た
い
な
い
な
と
思
う
空
間
」
を
見
つ

け
て
、
人
が
集
う
、「
楽
し
い
空
間
」
に
変

え
て
い
く
仕
事
で
す
。

飯
野
　
そ
こ
に
は
、
も
の
づ
く
り
の
厳
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
新
鮮
な
、
唯
一
無

二
の
も
の
を
つ
く
る
喜
び
が
あ
り
ま
す
。

山
本
　
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
つ
く
る
こ
と

で
社
会
に
貢
献
で
き
る
。
そ
の
こ
と
を
ぜ
ひ

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

日
デ
連
は
全
国
に
会
員
企
業
が
あ
り
ま
す
し
、
地
方
で
の
仕
事
な
ど
も
含
め
、

様
々
な
会
社
で
コ
ラ
ボ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。（
小
山
内
）

世
の
中
の
「
ち
ょ
っ
と
も
っ
た
い
な
い
空
間
」
を
見
つ
け
て
、
人
が
集
う
、

「
楽
し
い
空
間
」
に
変
え
て
い
く
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。（
梶
村
）
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め
に
、
お
客
様
を
ご
案
内
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
。

小
山
内
　
い
い
で
す
ね
。
実
際
に
自
分
達
が

つ
く
っ
た
空
間
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

仕
事
内
容
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

澤
谷
　
ぜ
ひ
一
度
、
お
じ
ゃ
ま
し
た
い
で
す

ね
。

小
山
内
　
と
こ
ろ
で
、「
働
き
方
改
革
」
に

は
、
女
性
活
躍
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
会
社
で
は
女
性
活
躍
に
つ
い

て
何
か
取
り
組
み
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
か
？ 

ム
ラ
ヤ
マ
で
は
、
社
員
の
女
性
比
率
が
３
割

く
ら
い
で
す
。
女
性
は
み
ん
な
、
新
入
社
員

時
代
か
ら
力
を
発
揮
し
て
い
て
、
頼
も
し
い

な
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

澤
谷
　
小
林
工
芸
社
も
女
性
が
活
躍
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
デ
ザ
イ
ン

の
部
門
だ
と
特
に
そ
う
で
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン

は
女
性
に
適
性
の
あ
る
職
種
な
の
か
、
部
に

は
男
性
よ
り
も
女
性
が
多
い
で
す
。

山
本
　
フ
ジ
ヤ
の
場
合
も
そ
う
で
す
ね
。
働

く
こ
と
に
お
い
て
、
だ
ん
だ
ん
性
別
は
関
係

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
特
性
を
活
か
し
て
活
躍

し
て
い
る
と
い
う
か
。
女
性
が
活
躍
す
る
こ

と
に
違
和
感
も
珍
し
さ
も
な
い
で
す
ね
。

飯
野
　
博
展
も
そ
う
で
す
。
部
署
に
よ
っ
て

比
率
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
女

性
も
た
く
さ
ん
活
躍
し
て
い
る
し
、
産
休
育

休
か
ら
復
帰
し
て
働
く
こ
と
も
当
た
り
ま
え

に
な
っ
て
い
ま
す
。

梶
村
　
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
が
認
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
各
社
と
も
に
女
性
が

活
躍
で
き
る
風
土
が
整
っ
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
ね
。
次
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
女
性

の
管
理
職
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

小
山
内
　
そ
う
で
す
ね
。
現
場
に
は
、
や
は

り
男
性
が
多
い
業
界
な
の
で
、
外
か
ら
見
る

と
ま
だ
ま
だ
男
性
社
会
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
女
性
視
点
が
入
っ
て
く
る
と
、

い
い
変
化
が
あ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

山
本
　
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
フ
ジ
ヤ
は
女

性
の
管
理
職
は
ま
だ
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。そ
こ
は
今
後
の
課
題
と
言
え
そ
う
で
す
。
　

■
地
方
貢
献
、
活
性
化
に
つ
い
て

山
本
　
最
近
、
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
手
が
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

「
地
方
の
魅
力
」
を
発
信
力
の
あ
る
東
京
か

ら
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
そ
う
い
っ
た
地

域
活
性
化
や
地
方
創
生
に
関
す
る
仕
事
に
つ

い
て
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

梶
村
　
ニ
ー
ズ
と
し
て
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
よ
ね
。
地
域
の
魅
力
を
ど
う
Ｐ
Ｒ
す

る
か
、
そ
し
て
、
地
方
に
向
か
う
人
の
流
れ

を
ど
う
つ
く
る
か
。
私
た
ち
の
仕
事
が
生
き

て
く
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

小
山
内
　
そ
う
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
イ
ベ

ン
ト
や
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
ア
ー
ト
は

東
京
な
ど
の
大
都
市
に
集
中
し
が
ち
で
す
。

で
も
地
方
に
も
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。
ど
う
や
っ

て
そ
れ
ら
を
地
方
に
展
開
し
て
い
く
か
、
地

方
に
お
け
る
注
目
を
ど
う
集
め
る
か
な
ど
を

考
え
て
い
く
こ
と
も
、
私
た
ち
の
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。

飯
野
　
そ
う
で
す
ね
。
山
本
さ
ん
の
手
が
け

て
い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
に
、
地

方
の
い
い
も
の
を
都
会
で
発
信
す
る
と
い
う

方
向
性
と
、
都
会
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
地
方
に
持
ち
込
む
と
い
う
方
向
性
、
ど
ち

ら
も
あ
る
と
、
よ
り
活
性
化
が
図
れ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

澤
谷
　
伝
統
文
化
や
伝
統
工
芸
な
ど
は
、
ぜ

ひ
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
よ
ね
。
地
方
に
あ
る
隠
れ
た
魅
力

を
発
見
し
、
東
京
な
ど
で
紹
介
す
る
こ
と

で
、
注
目
が
集
ま
る
。
私
も
そ
こ
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
で
す
。

山
本
　
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
仕
事
で
、
県

の
方
々
の
生
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、「
美

味
し
い
も
の
や
美
し
い
景
色
を
も
っ
と
伝
え

た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
、
皆
さ
ん
が

持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

梶
村
　
そ
こ
に
ど
う
光
を
当
て
る
か
が
、
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

山
本
　
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
う
い
っ
た
仕
事

は
こ
れ
か
ら
増
え
て
き
そ
う
で
す
よ
ね
。

小
山
内
　
日
デ
連
は
全
国
に
会
員
企
業
が
あ

り
ま
す
し
、
地
方
で
の
仕
事
な
ど
も
含
め
、

様
々
な
会
社
で
コ
ラ
ボ
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
随
分
前
で
す
が
、
博
展
さ
ん
と
ム
ラ
ヤ

マ
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、

と
て
も
面
白
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

飯
野
　
そ
う
な
ん
で
す
か
？ 

知
ら
な
か
っ

た
で
す
。
そ
ん
な
機
会
が
あ
っ
た
り
す
る
ん

で
す
ね
。

小
山
内
　
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
合
っ

て
仕
事
を
し
た
ん
で
す
。
お
互
い
の
仕
事
の

仕
方
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
新
た
な
発
見

私
が
、
今
後
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
か
、
や
る
べ
き
だ
な
と
感
じ
て
い
る
の
は

展
示
会
な
ど
の
「
効
果
測
定
」
で
す
。（
飯
野
）

同
業
企
業
で
「
働
き
方
対
策
」
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
一
緒
に
働
き 

や
す
い
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
業
界
を
つ
く
っ
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
。（
山
本
）
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　「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
と
い
う
概
念
は
、

高
度
経
済
成
長
の
到
達
点
で
あ
る
日
本
万
国

博
覧
会
（
１
９
７
０
年
大
阪
万
博
）
に
向
け

て
、
業
界
団
体
を
結
成
す
る
必
要
性
が
生
じ

た
際
に
確
立
さ
れ
た
。
他
国
に
先
例
の
な
い

日
本
独
自
の
業
界
で
あ
る
。

　
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
、
近
代
以
降
、
博
覧

会
や
展
示
会
に
関
わ
る
各
種
の
造
作
や
運
営

を
請
け
負
う
職
人
集
団
は
、
み
ず
か
ら
の
仕

事
を
「
ラ
ン
カ
イ
屋
」「
博
展
業
」
な
ど
と

呼
ん
だ
。
ま
た
百
貨
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド

ウ
や
店
舗
装
飾
の
制
作
を
請
け
負
う
事
業
者

は
、「
展
示
造
形
」「
展
示
美
術
」「
展
示
装
飾
」

「
商
工
美
術
」
な
ど
と
自
称
し
た
。

　
１
９
７
０
年
日
本
万
国
博
の
大
阪
開
催
が

決
ま
り
、
準
備
が
す
す
め
ら
れ
る
な
か
、
関

係
省
庁
や
万
博
の
主
催
者
と
の
折
衝
を
進
め

る
う
え
で
、
公
的
な
全
国
組
織
が
必
要
と
な

る
。
そ
こ
で「
博
展
装
置
業
」「
展
示
装
飾
業
」

「
商
工
美
術
」
な
ど
の
多
様
な
業
種
を
統
べ

る
枠
組
み
と
し
て
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」

と
い
う
概
念
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
１
９
６
７
年
、
東
京
展
示
造
型
業
協
同
組

合
が
東
京
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
と
改
称

し
た
の
を
先
鞭
と
し
て
、
大
阪
、
名
古
屋
、

さ
ら
に
は
北
海
道
、
東
北
、
北
陸
、
神
奈
川
、

京
都
、
香
川
、
九
州
な
ど
各
地
で
、「
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
協
会
」「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組

合
」
と
い
っ
た
同
業
者
組
合
が
組
織
化
さ
れ

る
。
こ
れ
を
受
け
て
19
団
体
、
３
８
１
事
業

所
か
ら
な
る
任
意
団
体
「
日
本
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
業
団
体
連
合
会
（
Ｎ
Ｄ
Ｆ
）」
が
結
成
さ

れ
、
１
９
６
９
年
２
月
に
通
商
産
業
省
の
所

管
と
し
て
法
人
格
を
得
る
。

　
大
阪
万
博
を
成
功
さ
せ
た
の
ち
は
、
業
態

と
し
て
社
会
的
な
地
位
を
得
て
ゆ
く
た
め
の

努
力
が
重
ね
ら
れ
る
。
ま
ず
１
９
７
２
年
に

「
展
示
装
置
製
造
業
」
と
し
て
製
造
業
の
新

業
種
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
関
係
者
は
ソ

フ
ト
も
含
め
た
総
合
的
な
請
負
業
と
し
て
産

業
分
類
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
よ
う
や
く
１
９
８
４
年
、
調
査
・
企

画
・
設
計
・
展
示
構
成
・
製
作
・
施
工
等
を

一
貫
し
て
行
う「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」が
、「
そ

の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
」
と
し
て
認
定
さ

れ
た
。
日
本
標
準
産
業
分
類
で
は
、
以
下
の

よ
う
に
定
め
て
い
る
。

　「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
と
は
、
主
と
し
て
販
売

促
進
、
教
育
啓
蒙
、
情
報
伝
達
等
の
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
店
舗
、

博
覧
会
々
場
、
催
事
な
ど
の
展
示
等
に
か
か

る
調
査
、
企
画
、
設
計
、
展
示
、
構
成
、
製

作
、
施
工
管
理
を
一
貫
し
て
請
負
い
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
内
装
、
外
装
、
展
示
装
置
、
機

械
設
備
（
音
響
、
映
像
等
）
な
ど
を
総
合
的

に
構
成
演
出
す
る
業
務
を
行
う
事
業
所
を
い

う
」

　
も
っ
と
も
そ
の
後
、「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」

が
関
わ
る
領
域
は
、
俗
に
「
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
か
ら
都
市
計
画
ま
で
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
に
多
様
化
を
果
た
す
。
大
阪
万
博
に
続

く
、
沖
縄
海
洋
博
、
筑
波
科
学
万
博
な
ど
の

国
家
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
は
80
年
代
以
降
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
大
型
商
業
施
設
の
流
行
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
、

業
界
に
変
化
を
促
す
出
来
事
や
技
術
革
新
の

影
響
を
受
け
つ
つ
、
業
界
は
お
の
ず
と
変
貌

を
み
た
。

　
い
ま
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
誰
も

が
自
分
の
表
現
を
世
界
に
提
示
で
き
る
時
代

と
な
っ
た
。
ま
た
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
の
進
化
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
も
、
い
っ
そ
う
発
展
を
み

る
は
ず
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野

で
も
、
Ｖ
Ｒ
や
通
信
技
術
の
進
歩
は
日
進
月

歩
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
自
動
翻
訳
を
介
し

て
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

自
由
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。
私
た
ち
は
次
世
代
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
読
み
込
む
こ
と
で
、
先
人
の
意
思
を
継
承

し
つ
つ
、
新
た
な
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」
を

確
立
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
現
時
点
に
あ
っ
て
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
業
」

を
再
定
義
す
れ
ば
、「
空
間
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
と
す
る
双
方
向
性
を
有
す
る

統
合
的
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
諸
外
国
の
模
倣
で
は

な
く
、
わ
が
国
に
あ
っ
て
関
係
す
る
事
業
者

が
寄
り
合
い
、
知
恵
を
出
し
、
概
念
を
確
立

し
、
お
お
い
に
発
展
さ
せ
て
き
た
実
践
的
な

業
態
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
誇
り
に
思
っ
て

い
る
。
日
本
の
独
創
で
あ
る
「
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
業
」
が
時
代
と
と
も
に
変
容
し
な
が
ら

も
、
１
０
０
周
年
、
す
な
わ
ち
次
の
50
年
に

向
け
て
、
お
お
い
に
発
展
を
み
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。

大阪府立大学研究推進機構教授
大阪府立大学観光産業戦略研究所所長

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会理事

橋爪　紳也

50年を超えて　ディスプレイ業の系譜と展望
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の
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1972年（昭和47年）
2 ／日本ディスプレイ学園初の冬期スクーリング始

まる
2 ／千葉・静岡にデ協発足
3 ／岡山交通博覧会開幕
5 ／第4回通常総会および全国大会開催（京都）
5 ／商業施設連準備委員会結成
「展示装置製造業」日本標準産業分類（分類符号3988）
業種新設

1971年（昭和46年）
4 ／「日本ディスプレイ学園」発足
5 ／第3回通常総会および全国大会開催（熱海）
6 ／「米国ディスプレイ視察ツアー」実施
6 ／「NDFニュース」を「ND」と改称、A4変形サ

イズに
8 ／日本ディスプレイ学園初の夏期スクーリング始

まる
機関誌「NDニッポンディスプレイ」月刊・創刊（現
在続行）

1970年（昭和45年）
3 ／TOC展示会場開業
3 ／日本万国博覧会開幕
4 ／茨城デ協発足
5 ／第2回通常総会開催（大阪）
6 ／統一請負契約書用紙作成
6 ／（日米安保条約が自動延長）
10／「EXP0'70」ディスプレイ写真展開催
ディスプレイ「企画・設計・監理業務の標準報酬」初
版刊行
「請負契約書・付帯条項」制定

日本万国博覧会開幕

日本ディスプレイ学園発足岡山交通博

第17回東京モーターショー

第9回東京国際見本市

学園サマー・スクーリング

見積積算ゼミ
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1969年（昭和44年）
2 ／社団法人許可
3 ／日本万国博協会との折衝はじまる
4 ／第1回通常総会開催（東京）
6 ／臨時総会開催、役員決まる
8 ／秋田農業大博覧会開幕
8 ／大阪マーチャンダイズ・マート開業
11 ／東京都立産業貿易センター台東館開業
（社）日本ディスプレイ業団体連合会（通商産業省所管）
となるディスプレイ「標準見積様式」初版刊行

1968年（昭和43年）
5 ／「日本ディスプレイ業団体連合会」（日デ連）創立、

乃村英一氏が会長に就任
6 ／北海道大博覧会開幕
7 ／日デ連本部事務所開設
7 ／機関誌「NDFニュース」（月刊）創刊
7 ／米国サンアントニオでヘミスフェア開催
9 ／びわこ博覧会開幕
10 ／明治百年大銀座祭開催
日本ディスプレイ業団体連合会設立

日デ連
50年の歩み

社会の動き
1968年（昭和43年）

川端康成氏 ノーベル文学賞受賞
小笠原諸島日本に復帰
霞が関ビル完成
三億円事件

1969年（昭和44年）
アポロ11号月面着陸に成功
東京・池袋に「パルコ」開店
東京・世田谷に玉川高島屋開店
東名高速道路全線開通
東大安田講堂事件

1970年（昭和45年）
日本万国博覧会 大阪で開催
植村直己・松浦輝夫がエベレスト登頂に成功
東京に「歩行者天国」始まる

1971年（昭和46年）
円変動相場制移行
マクドナルド1号店 銀座にオープン
プリンスホテル設立

1972年（昭和47年）
札幌冬季オリンピック開催
沖縄返還
上野動物園でパンダ公開

1968年 （昭和43年） 日デ連創立と同時に機関
「NDFニュース」が発刊され、以降半世紀にわたっ
て継続され「歩み」を綴ってきました。
本編はそのダイジェスト版として、往時のエポッ
ク写真を機関誌より抜粋いたしました。

日本万国博覧会工事中

創立総会

見積書式

ディスプレイ憲章

へミスフェアー視察

初代会長乃村英一氏就任
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1977年（昭和52年）
5 ／第9回通常総会開催（東京）
5 ／西日本総合展示場開業
6 ／第9回全国大会開催（岐阜）
6 ／「北欧ディスプレイ視察ツアー」実施
11／徳島デ協発足

1976年（昭和51年）
1 ／「みせ・みせもの・つくりもの・かざりもの百科」
（ディスプレイ用語事典）刊行

1 ／鳥取デ協発足
3 ／商施連、社団法人許可
5 ／第8回通常総会開催（東京）
6 ／第8回全国大会開催（岡山）
6 ／「米国200年祭視察ツアー」実施
6 ／「ND」第3種郵便物の認可をうける
『図説ディスプレイ用語事典』（グラフィック社）刊行

1975年（昭和50年）
3 ／福岡大博覧会開幕
5 ／第7回通常総会開催（東京）
6 ／第7回全国大会開催（新潟）
6 ／「沖縄海洋博視察団」派遣
7 ／沖縄国際海洋博覧会開幕
10／東映太秦映画村開業
ユーロショップ・ディスプレイスタディツアー実施

福岡大博覧会資生堂ザ・ギンザ オープン

西日本地区連絡会

第11回東京国際見本市 沖縄海洋博

拡大器 銀座マップ

ユーロショップ視察
JAPAN SHOP

大阪国際見本市

年鑑日本のディスプレイ’77選考会

商施連　社団法人設立

北欧研修旅行

年鑑日本のディスプレイ’78審査会

東京モーターショウ

第16回国際ボートショーを観て
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1974年（昭和49年）
1 ／商業施設士第1期研修会開催
3 ／長野デ協発足
4 ／第6回通常総会開催（東京）
5 ／第6回全国大会開催（浜松）
5 ／「米国ワシン卜ン・スポーケン万国博視察ツアー」

実施
11／山口・栃木・山梨にデ協発足
『年鑑日本のディスプレイ』（六耀社）合同刊行開始

1973年（昭和48年）
5 ／創立5周年迎える
5 ／第5回通常総会および全国大会開催（須磨）
5 ／「ND」表紙デザインコンクール実施
5 ／「全国商業施設関係団体連合会」（商施連）創立
6 ／新組織、3地区制発足
8 ／日本海博覧会開催
11 ／ポートメッセなごや開業
12／年鑑「日本のディスプレイ」創刊
米国ディスプレイツアー実施

社会の動き
1973年（昭和48年）

第一次オイルショック
日本電信電話公社が電話ファックスサービス
開始

1974年（昭和49年）
東京国立博物館でモナ・リザ展開催
セブンイレブン1号店出店
佐藤栄作がノーベル平和賞を受賞

1975年（昭和50年）
山陽新幹線・岡山駅 - 博多駅間開業
沖縄国際海洋博覧会

1976年（昭和51年）
モントリオール五輪開催
ロッキード事件

1977年（昭和52年）
王選手 756号ホームランで世界記録樹立　
第1回国民栄誉賞受賞
平均寿命世界一になる

商施連設立

全国3地区に

創立5周年　

1月号に寄稿

大阪国際見本市

商業施設士第1期研修会

原宿マップ 元町マップ

ショップシステムショー大シベリア博

屋外広告業届出制製図機
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1982年（昭和57年）
1 ／通産省編集「'82サービス産業年鑑」刊行
2 ／「ローマ・パリ視察ツアー」実施
4 ／「日デ連賠償責任共済制度」発足
4 ／ツインメッセ静岡開業
5 ／第14回通常総会および全国大会開催（京都）
6 ／「ND」150号発刊
6 ／全国展示場連絡協議会発足
7 ／「企画・設計・監理業務の標準報酬」改訂
8 ／兵庫デ協、「ショップ＆ディスプレイショウ」開

催
10／「EPCOTと世界エネルギー博研修ツアー」実施
10／「年鑑日本のディスプレイ」の書名を「年鑑日本

のディスプレイ・商空間デザイン」と改め刊行
12／1982年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
ディスプレイ産業賞＝通商産業大臣賞を設定

1981年（昭和56年）
2 ／神戸国際展示場開業
3 ／「ユーロショップ'81視察ツアー」実施
3 ／神戸ポートアイランド博開幕
5 ／第13回通常総会および全国大会開催（宮城・秋

保温泉）
5 ／水上邦彦氏、会長に就任
8 ／香川デ協、「ショップ＆ディスプレイショウ」開

催
11／通産省、「ディスプレイ業実態調査」実施
12／名古屋デ協、「ショップ＆ディスプレイショウナ

ゴヤ」開催
「ディスプレイハンドブック」刊行

1980年（昭和55年）
2 ／通産省編集「'80サービス産業年鑑（ディスプレ

イ業）」に執筆協力
5 ／第12回通常総会および全国大会開催（金沢）
5 ／名古屋デ協、創立20周年式典開催
7 ／岡山デ協、「'80ショップ＆ディスプレイショウ」

開催
7 ／日本ディスプレイ学園、「オカヤマ・コミュニティ

セミナー」開催
12／大阪デ協、「ショップ＆ディスプレイショウ」開

催

ふくおか’82大博覧会オープン

’80サービス産業年鑑発刊

京都ポルタ誕生

乃村顧問（初代会長）藍綬褒章受章を祝う

’81JAPAN SHOP 14万人

第1回ディスプレイ産業大賞
国際児童記念館（埼玉県東松山市）

’82年度通産大臣賞（ディスプレイ産業大賞）贈賞式

神戸ポートアイランド博覧会

新しい街、ららぽーと　ヘルスセンター跡地

第3代会長水上邦彦氏就任
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1979年（昭和54年）
3 ／サンシャインシティ・コンベンションセンター

TOKYO（CCT）開業
3 ／（米国スリーマイル島で原子力発電所事故発生）
5 ／第11回通常総会および全国大会開催（福岡）
5 ／小林敬三氏、会長に就任
8 ／大阪デ協、「ショップ＆ディスプレイショウ」開

催
9 ／日デ連実態調査実施
11／「年鑑日本のディスプレイ’80」刊行
11 ／POP EYE-JAPAN創立10周年
ディスプレイ「標準見積様式・改訂版」刊行

1978年（昭和53年）
3 ／商業施設ディスプレイセミナー開催
3 ／「'78ユーロショップ・スタディツアー」実施
5 ／第10回通常総会および創立10周年記念全国大会

開催（東京）
7 ／宇宙博開幕
12／標準見積様式改訂作業始まる
創立10周年記念全国大会実施
「ND・創立10周年特集号」刊行

社会の動き
1978年（昭和53年）

新東京国際空港（現成田国際空港）開港
日中平和友好条約調印
サンシャイン60開業

1979年（昭和54年）
第二次オイルショック
東京サミット開催

1980年（昭和55年）
任天堂が初の携帯型ゲーム機「ゲーム&ウオッ
チ」を発売
日本の自動車生産台数が世界第1位

1981年（昭和56年）
千葉県船橋市に大型ショッピングセンターら
らぽーとオープン
スペースシャトルコロンビア初飛行

1982年（昭和57年）
500円硬貨発行
テレホンカード使用開始国立民族学博物館開館

瀬戸内2001大博覧会

第2代会長小林敬三氏就任

世界と日本のこども展

国立民族学博物館スケッチ

創立10周年記念全国大会

創立10周年記念全国大会レポート
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1987年（昭和62年）
2 ／新潟デ協、協同組合ヘ改組
2 ／「NDFパンフレット」作成
2 ／「ユーロショップ'87視察ツアー」実施
4 ／群馬デ協発足
4 ／「NDFイベン卜プロモーションセンター」設立
5 ／第19回通常総会および全国大会開催（静岡・日

本平）
6 ／「ND」200号発刊
7 ／未来の東北博開幕
8 ／九州デ協、県別に組織独立（福岡・長崎・宮崎・

鹿児島）
8 ／天王寺博覧会開幕
9 ／マイドームおおさか、沖縄コンベンションセン

ター、名古屋市国際展示場2号館が相次いで開業
11／世界歴史都市博覧会開催
12／1987年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／イベン卜プロモーションセンター「夢工場のプ

ロデュース」（川内通康氏）開催
イベン卜プロモーションセンター設立
イベン卜プロモーションセンターセミナー「イベン卜
と日本」（堺屋太一氏）開催

1986年（昭和61年）
2 ／東京デ協、ディスプレイセミナー開設
2 ／「ロサンゼルス・サンフランシスコ視察ツアー」

実施
2 ／東京デ協、ディスプレイセミナー開設
2 ／（財）国際花と緑の博覧会協会発足
3 ／構成員意識調査実施
3 ／通産省がイベント開催等に関する調査の中間報

告発表
5 ／第18回通常総会および全国大会開催（鳥羽）
5 ／岐阜デ協、協同組合ヘ改組
5 ／カナダ・バンクーバーで国際交通博開幕
6 ／通産省がイベント研究会設置
11／通産省、「ディスプレイ業」実態調査実施
12／1986年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
ディスプレイ産業賞＝日本ディスプレイ業団体連合会
賞を設定

1985年（昭和60年）
1 ／JCD、会名を「（社）日本環境設計家協会」に改

称
2 ／「マドリッド・パリ視察ツアー」実施
3 ／国際科学技術博覧会開幕
5 ／第17回通常総会および全国大会開催（水戸）
5 ／蟻田栄一氏、会長に就任
5 ／「政策特別委員会」設置
5 ／インテックス大阪開業
6 ／大阪デ協、「インテックスO・D・A」開設
9 ／名古屋デ協、創立25周年記念式典実施
9 ／横浜新都市ビル「横浜そごう」完成
12／1985年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
ディスプレイ産業賞＝通商産業省産業政策局長賞を設
定

アークヒルズ全景

神戸海洋博物館開館

’87未来の東北博覧会

「こどもの城」東京・
青山にオープン

東京・自由が丘「チルドレンミュー
ジアム」オープン

’86さっぽろ花と緑の博覧会

神戸市立青少年科学館と「ろぼっとロボットROBOT展」

つくば万博会場全景

第5代会長蟻田栄一氏就任

鉄の歴史館（釜石市） 横浜そごうオープン

第4回ディスプレイ産業大賞
国際科学技術博覧会政府出展施設歴史館第5回ディスプレイ産業大賞　仙台市博物館

第6回ディスプレイ産業大賞
石巻文化センター・歴史展示室
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1984年（昭和59年）
1 ／東京デ協、創立20周年記念式典実施
2 ／「ユーロショップ'84視察ツアー」実施
2 ／「ディスプレイ業」小冊子発行
2 ／「ディスプレイ業界の近未来展望」報告書作成、

通産省ヘ提出
3 ／高知黒潮博覧会開幕
4 ／ドイツ博開幕
5 ／米国ニューオリンズで国際河川博開幕
5 ／第16回通常総会開催（東京）
6 ／第16回全国大会開催（北海道・登別温泉）
6 ／JCD関西情報誌「JCD-KANSAI」創刊
6 ／小樽博覧会開幕
7 ／東京デ協、創立20周年記念「ショップ＆ディス

プレイショウ」開催
7 ／とちぎ博開幕
9 ／「日デ連オリジナルノベルティ商品」頒布開始
12／1984年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／SDA、東京都屋外広告物規制条例改正をめぐる

懇談会実施
「ディスプレイ業」日本標準産業分類（分類符号8691）
業種新設

1983年（昭和58年）
1 ／「カリフォルニア・ロサンゼルス視察ツアー」実

施
4 ／東京ディズニーランド開業
5 ／第15回通常総会および創立15周年記念全国大会

開催（名古屋）
5 ／中村良司氏、会長に就任
5 ／大阪デ協、創立20周年式典開催
6 ／香川デ協、「ショップ＆ディスプレイショウ」開

催
6 ／東京都立産業貿易センター本館（現浜松町館）

開業
7 ／新潟博覧会、にっぽん新世紀博覧会開幕
10／大阪城博覧会開幕
10／大阪で第1回国際デザインフェスティバル
11／1983年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
11／（社）日本店舗設計家協会（JCD）、第1回商業

環境会議開催

社会の動き
1983年（昭和58年）

東京ディスニーランド開業
任天堂が「ファミリーコンピュータ（ファミ
コン）を発売

1984年（昭和59年）
ロサンゼルスオリンピック開催
衛星放送開始
プランタン銀座が開業

1985年（昭和60年）
科学万博つくば’85開催
両国国技館が完成
初の日本人宇宙飛行士誕生

1986年（昭和61年）
男女雇用機会均等法施行
英チャールズ皇太子とダイアナ妃が来日

1987年（昭和62年）
国鉄が分割・民営化され、JRグループ7社が発
足
有明コロシアムが完成

ディスプレイに内閣総理大臣賞決まる

国立歴史民俗博物館開館

第4代会長中村良司氏就任

第2回ディスプレイ産業大賞
人間博物館リトルワールド・本館施設展示（愛知県犬山市）

’84年度通産大臣賞（ディスプレイ産業大賞）決定

年鑑日本のディスプレイ・商空間デザイン85年版発刊

第3回ディスプレイ産業大賞　釧路市立博物館
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1992年（平成4年）
1 ／長野デ協、協同組合ヘ改組
3 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「信

長のプロデュースについて」（八木雅次氏）開催
3 ／東京デ協青年懇話会、創立20周年祝賀会挙行
3 ／セビリア万国博覧会開幕
3 ／ハウステンボス開業
4 ／フードラマ・なごや開幕
5 ／名古屋デ協、愛知名古屋デ協へ名称変更
5 ／第24回通常総会および全国大会開催（横浜）
5 ／イベン卜プロモーションセンター、「セビリア

EXPO、フロリアード視察ツアー」実施
6 ／東武百貨店池袋店、リニューアルオープン
7 ／イベントプロモーションセンターセミナー「EC

型博覧会とイベン卜の方向性について」（高村英
也氏）開催

7 ／ジャパンエキスポ認定博の三陸・海の博覧会、
ジャパンエキスポ富山が開幕

7 ／東京ドームの屋内遊園地「ジオポリス」開業
10 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「ディ

スプレイ業の産業廃棄物を考える」（東忠昭氏）
開催

10 ／「西日本ディスプレイ業厚生年金基金」設立
11／イベン卜プロモーションセンター、「ハウステン

ボス視察ツアー」実施
11／くまもとアートポリス開催
12 ／1992年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12 ／大分デ協発足
イベン卜プロモーションセンターセミナー「時代を読
む」（田原総一郎）開催

1991年（平成3年）
1 ／「ロサンゼルス・サンフランシスコ視察ツアー」

実施
3 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「イ

ベント社会を斬る」（竹内宏氏）開催
3 ／神戸国際展示場・2号館開業
3 ／都庁が新都庁舎に移転
4 ／熊本デ協発足
4 ／東京デ協、新入社員教育研修会開催
4 ／レオマワールド開業
5 ／第23回通常総会開催（東京）
5 ／イベン卜プロモーションセンター「初夏の瀬戸

内と九州クルーズ」実施
5 ／定款を一部変更
7 ／パシフィコ横浜の会議センター開業
7 ／東京流通センターにアールンホール誕生
8 ／兵庫デ協、協同組合ヘ改組
8 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「イ

ベン卜振興とジャパンエキスポ」（中澤桂介氏）
開催

10 ／第23回全国大会開催（名古屋）
10／パシフィコ横浜の展示ホール開業
11 ／「ニュージーランド視察ツアー」実施
11 ／イベントプロモーションセンターセミナー「イ

ベン卜・ディスプレイ市場育成と課題」（細野哲
弘氏）開催

11／通産省、「ディスプレイ業」特定サービス産業実
態調査実施

11／JCD、創立30周年記念式典開催
12 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「ヨ

コハマが描くメッセ・コンべンション新時代」（佐
久間健治氏）開催

12 ／1991年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
小冊子「ディスプレイ業 現況と展望」刊行

1990年（平成2年）
1 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「世

界のコンベンション時代を演出する」（田部井正
次郎氏）開催

1 ／全日本建築士会附属建築道具館完成
2 ／「ユーロショップ'90、'92バルセロナオリンピッ

ク施設視察ツアー」実施
2 ／おかやま食と緑の博覧会開幕
3 ／「第1回'90環境メディアDesign4大賞展」開催
3 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「？」

（福田繁雄氏）開催
4 ／群馬デ協、協同組合ヘ改組
4 ／埼玉デ協発足
4 ／イベントプロモーションセンター、「ロッテワー

ルド視察と当世韓国事情」実施
4 ／東京都が東京フロンティアの基本計画発表
4 ／国際花と緑の博覧会開幕
4 ／スペースワールド開業
5 ／第22回通常総会および全国大会開催（神戸）
7 ／名古屋デ協、創立30周年記念式典開催
7 ／大阪デ協、「アメリカ・ディスプレイ研修」実施
7 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「ソ

ウル版テーマパーク、ロッテワールド」（大熊俊
隆氏）開催

7 ／東京国際展示場の基本設計を発表
8 ／長崎「旅」博覧会開幕
10 ／イベントプロモーションセンターセミナー「こ

れからの“テーマパーク”、“アミューズメント
パーク”へのアプローチ」（堀貞一氏）開催

10／「デザインの日」創設
10／東京ルーフ開業
11 ／イベントプロモーションセンターセミナー「信

州博覧会とこれからの博覧会のめざすもの」（秋
山智弘氏）開催

12 ／1990年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／サンリオピューロランド開業
イベントプロモーションセンターセミナー「花と緑の
博覧会、そしてこれからのイベントビジョン」（小松
左京）開催

三陸・海の博覧会

セビリア万国博覧会開幕

パシフィコ横浜開業

サンリオピューロランド 
オープン

TOYOTA AUTO 
SALONオープン

国際花と緑の博覧会

第9回ディスプレイ産業大賞
’89海と島の博覧会・ひろしま テーマ展示館　BIG WAVE

第10回ディスプレイ産業大賞　
アユタヤ歴史研究センター

第11回ディスプレイ産業大賞　
長崎オランダ村・ハウステンボス
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1989年（昭和64年、平成元年）
1 ／通産省、ジャパンエキスポ構想発表
2 ／イベントプロモーションセンターセミナー「こ

れからのイベン卜」（大隈正憲氏）開催
2 ／「ロサンゼルス・サンフランシスコ視察ツアー」

実施
2 ／東京デ協、「ディスプレイセミナー」開催
2 ／横浜でマリタイムミュージアム、横浜市美術館

が相次いで完成
3 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「生

まれかわるパリ1989-フランス革命200年祭イ
ベント」（美原研氏）開催

3 ／北陸デ協を発展的に解消し、福井デ協、石川デ協、
富山デ協として発足

3 ／東京国際コンべンションパーク基本構想懇談会
報告書まとまる

3 ／横浜博覧会、アジア太平洋博覧会、静岡駿府博
覧会、姫路シトロピア博、サザンピア21、ダッ
ハらんど大阪開幕

5 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「TV
メディアとイベン卜化社会」（美里美寿々氏）開
催

5 ／第21回通常総会および全国大会開催（岩手・安
比）

6 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「新
しい都市づくりと博覧会」（保科好信氏）開催

7 ／イベン卜プロモーションセンター、「フランス革
命200年祭イベン卜視察ツアー」実施

7 ／海と島の博覧会、世界デザイン博覧会、鳥取・
世界おもちゃ博覧会開幕

8 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「フ
ランス革命200年祭にみるポスト博覧会時代」
（高村英也氏）開催

8 ／「商業施設士制度」スタート
8 ／（社）日本イベント産業振興協会発足
9 ／東京デ協、創立25周年記念式典開催
9 ／甲府博覧会開幕
10／「ディスプレイ業実態調査」実施
10／神奈川デ協、創立20周年記念式典開催
10／幕張メッセ開業、第28回東京モーターショーに

192万人来場
12／1989年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／イベン卜プロモーションセンターセミナー「大

阪が変わる‐ 巨大プロジェク卜」（上田篤氏）
開催

ディスプレイ「企画・設計等の業務及び報酬基準」改
訂版刊行

1988年（昭和63年）
2 ／「ロサンゼルス・サンフランシスコ視察ツアー」

実施
3 ／日本初の屋根つきスタジアム「東京ドーム」オー

プン
3 ／瀬戸大橋博開幕
3 ／さいたま博覧会開幕
4 ／イベントプロモーションセンター、「瀬戸大橋博

'88・岡山シンポジウム」開催
4 ／福岡デ協、協同組合ヘ改組
4 ／オーストラリア・ブリスベンで国際レジャー博

覧会開幕
4 ／（株）東京国際貿易センターが創立30周年
4 ／大宮ソニックシティ開業
4 ／なら・シルクロード博覧会開幕
4 ／運輸省が19都市を国際コンベンションシティに

指定
5 ／大阪デ協、創立25周年記念式典開催
6 ／（財）日本コンべンション振興協会発足
6 ／世界・食の祭典開幕
7 ／イベントプロモーションセンターセミナー「ブ

リスベンEXPO'88、海外におけるプロデュース」
（坂根進氏）開催

7 ／青森EXPO、函館EXPO開幕
7 ／ぎふ中部未来博開幕
8 ／イベントプロモーションセンターセミナー「メ

ディアステージJR」（木下秀彰氏）開催
10／東京夢の島熱帯植物館完成
11／イベン卜プロモーションセンター、「幕張メッセ

見学会」実施
12／1988年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／イベン卜プロモーションセンターセミナー「地

方博覧会の総括と展望」（須藤公明氏）開催
創立20周年記念全国大会実施
「ND・創立20周年特集号」刊行

社会の動き
1988年（昭和63年）

東京ドームが完成
瀬戸大橋が開通
ソウル・オリンピック開催

1989年（昭和64年、平成元年）
昭和天皇崩御、昭和から平成に
消費税3％を導入
ベルリンの壁崩壊

1990年（平成2年）
第1回大学入試センター試験実施
黒澤明　米アカデミー賞特別名誉賞を受賞

1991年（平成3年）
東京都庁が新宿に移転し、新東京都庁舎開庁
パシフィコ横浜開業

1992年（平成4年）
長崎県でハウステンボス開業
東海道新幹線で「のぞみ」が運転開始

瀬戸大橋博’88

渋谷LOFT館完成とその周辺

YES’89 横浜博覧会

江戸東京博物館

YES’89 横浜博覧会アジア太平洋博覧会 福岡’89

第7回ディスプレイ産業大賞　
ブリヂストンコミュニケーションスペース
“ダイナミックドラゴン”

第8回ディスプレイ産業大賞
YES’89 テーマゾーン 建築・展示演出全体計画
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1997年（平成9年）
1 ／東京国際フォーラム開業
3 ／ナゴヤドーム、大阪ドーム相次ぎ開業
5 ／第29回通常総会開催（東京）
6 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「交

流の新しい形～西暦2000年世界民族芸能の祭
典・第2回CIOFFに向けて」（三代川透氏）開催

7 ／山陰・夢みなと博覧会開幕
9 ／JR京都駅ビルグランドオープン
10／第29回全国大会開催（岡山）
10／関西ミュージアム・メッセ'97開催
10／幕張メッセ・国際展示場ホール9～ 11開業
12／イベン卜プロモーションセンターセミナー／東

京CASA開催
12／1997年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
『ディスプレイの世界』（六耀社）刊行

1996年（平成8年）
1 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「21

世紀地球EXPO～愛知万博について」（松尾隆之
氏）開催

3 ／イベントプロモーションセンタ一「補習セミ
ナー」実施（東京、大阪）

4 ／東京ビッグサイト開業
4 ／キャナルシティ博多開業
5 ／第28回通常総会および全国大会開催（富山・高

岡）
6 ／イベントプロモーションセンターセミナー「地

域開発～アメリカと日本の考え方」（山下明氏）
開催

7 ／世界・炎の博覧会開幕
7 ／京都市勧業館（みやこめっせ）、海峡メッセ下関

開業
10／イベン卜プロモーションセンターセミナー「今

後の科学館・博覧会のあり方」（山田英徳氏）開
催

10／新宿高島屋オープン
12／1996年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
「ディスプレイ業のPLガイドブック」刊行

1995年（平成7年）
4 ／コンベンションズ　コンベンション95開催
5 ／第27回通常総会および全国大会開催（幕張）
8 ／マリンメッセ福岡開業
10／イベン卜プロモーションセンタ一、「補習セミ

ナー」実施（東京、大阪）
10／鎌倉シネマワールドオープン
10／夢メッセみやぎ開業
12／1995年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
12／札幌キリンビール園オープン
イベントプロモーションセンターセミナー「感動の美
学、共感の経済学」（印南勝氏）開催

大阪市立環境学習センター開設

JR京都駅ビルグランドオープン

東京湾アクアライン開通

第6代会長村山常三郎氏就任

鎌倉シネマワールドオープン

キャナルシティ博多オープン

ジャパンエキスポ佐賀’96　世界・炎の博覧会

新宿高島屋オープン

第14回ディスプレイ産業大賞
ペイントショー ’94　テーマゾーン

第15回ディスプレイ産業大賞
科学技術館5F　FOREST「遊び・創造・発見の森」

第16回ディスプレイ産業大賞　ワールド・ライティング・
フェア in Tokyo’96 東京舞台照明ブース
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1994年（平成6年）
3 ／国立科学博物館リニューアルオープン
4 ／志摩スペイン村オープン
5 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「エ

ンターテインメン卜の世界を探る」（吉田斉氏）
開催

5 ／第26回通常総会および全国大会開催（長崎）
6 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「笑

いの周辺」（田中宏幸氏）開催
6 ／千葉県立現代産業科学館オープン
9 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「米

国アミューズメン卜視察旅行」実施
10／アクトシティ浜松開業
11／イベン卜プロモーションセンターセミナー「独

善的映画論」（奥山和由氏）開催
12／1994年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
イベン卜プロモーションセンターセミナー「これから
の街づくりを考える」（北山孝雄氏）開催

1993年（平成5年）
1 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー
「ウォーターフロントに誕生する新しいコミュニ
ケーション空間東京国際展示場を語る」（大平晃
司氏、小泉厚氏）開催

3 ／東京都江戸東京博物館オープン
4 ／「ディスプレイ業～現況と展望」改定版発行
4 ／福岡ドーム開業
5 ／イベン卜プロモーションセンターセミナー「テ

レビ時代劇のウソとまこと」（稲垣史生氏）開催
7 ／第25回通常総会および創立25周年記念全国大会

開催（東京）
7 ／ジャパン・エキスポ信州博'93開幕
7 ／横浜ランドマークタワーオープン
8 ／イベントプロモーションセンタ一、「信州博

'93・国宝松本城400年まつり視察ツアー」実施
8 ／大田世界博覧会開幕
9 ／イベン卜プロモーションセンタ一、「大田EXPO

視察ツアー」実施
10／イベントプロモーションセンターセミナー「ディ

スプレイ業界、今後の政策について」（近藤正春
氏）開催

10／ポートメッセなごや・第3展示館、インテックス
大阪・6号館、くにびきメッセ、アスティとくし
ま相次ぎ開業

11／福岡・マツヤレディス　リニューアルオープン
12／1993年度ディスプレイ産業賞贈賞式挙行
ディスプレイ産業賞＝日本経済新聞社賞を設定

社会の動き
1993年（平成5年）

皇太子・雅子さま御結婚
サッカー Jリーグ開幕
福岡ドームが完成
横浜ランドマークタワーが開業
レインボーブリッジが開通

1994年（平成6年）
関西国際空港が開港
大江健三郎氏がノーベル文学賞受賞

1995年（平成7年）
阪神・淡路大震災
PL法施工
野茂氏が米大リーグ新人王獲得

1996年（平成8年）
東京ビッグサイト（東京国際展示場）が開場
海の日施行
複合商業施設キャナルシティ博多オープン

1997年（平成9年）
消費税率を5％に引き上げ
東京湾アクアライン開通

志摩スペイン村開園

千葉県立現代産業科学館オープン

関西国際空港開港
大田エキスポ’93

創立25周年記念全国大会

江戸東京博物館オープン

第12回ディスプレイ産業大賞　笠懸野岩宿文化資料館
第13回ディスプレイ産業大賞
NECパソコンフェア’93　マイクロソフトスタンド
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2002年（平成14年）
パシフィコ横浜、2万㎡の供用開始
サッカーのワールドカップ、日韓で共同開催
日本展示会主催者協会の「JExpo2002」が開催
イベントプロモーションセンターセミナー「2005年
愛知万博を語る」（7月30日。2005年日本国際博覧会
チーフ・プロデューサーの牧村真史氏を講師に招聘）
開催
この年度で「NDFイベン卜プロモーションセンター」
の事業終了に。その後は、本部の教育研修委員会とし
て事業活動を継続することに

2001年（平成13年）
韓国、釜山初の本格的コンべンション施設「釜山展示・
コンべンションセンター」（BEXCO）竣工、9月にグ
ランドオープン
米国同時多発テロが発生
パシフィコ横浜の展示場Ⅱ期増床計画が竣工、展示
ホール2万㎡に
東京ビッグサイトが開場以来初の年末年始休業
イベン卜プロモーションセンターセミナー「地方都市
の目指すもの」開催

2000年（平成12年）
「さいたまスーパーアリーナ」竣工
「インテックス大阪」開業15周年
ドイツ初の万博「2000年ハノーバー国際博覧会」（エ
キスポ2000）開催
「さいたまスーパーアリーナ」グランドオープン
新千年紀事業として「インターネット博覧会」（イン
パク）開催
ホームページ開設

2005年日本国際博覧会着工へ

日本商業施設学会設立

北九州博覧祭2001開催

JAPAN EXPO

日本科学未来館開館

アクアシティ お台場オープン

イクスピアリオープン

NDFホームページ開設

第19回ディスプレイ産業大賞
JRセントラルタワーズ・タワーズプラザ

第20回ディスプレイ産業大賞
第34回東京モーターショー 2000　日産ブース

第21回ディスプレイ産業大賞
第35回東京モーターショー 2001　日産ブース
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1999年（平成11年）
MM21（みなとみらい）地区の大観覧車移設オープン

「東京ビッグサイト」開業3周年迎える
「つくば国際会議場」オープン
幕張メッセの開業および幕張新都心の街開き10周年を
記念する式典開催

「東京モーターショー－乗用車・二輪車－」初の分離
開催
ディスプレイ『新・標準見積様式』（六耀社）刊行

1998年（平成10年）
4 ／グランメッセ熊本開業
4 ／西日本総合展示場・新館開業
5 ／第30回通常総会開催（東京）

「キラメッセぬまづ」「ビックパレットふくしま」「北
九州メディアドーム」が続々とオープン
東京ビッグサイトの施設入場者数2,000万人を達成
創立30周年記念全国大会実施
「ND・創立30周年特集号」刊行
「ディスプレイ連合会30年の軌跡」ビデオ制作

社会の動き
1998年（平成10年）

冬季長野オリンピック開催
サッカー W杯に日本初出場
明石海峡大橋が開通

1999年（平成11年）
ユーロ誕生　欧州新通貨が始動

2000年（平成12年）
シドニーオリンピック開催
新紙幣2000円札発行
第26回主要国首脳会議（九州・沖縄サミット）
開催
都営地下鉄大江戸線が全線開通

2001年（平成13年）
ユニバーサル・スタジオ・ジャパン開園
アメリカ同時多発テロ事件
埼玉スタジアム完成

2002年（平成14年）
2002 FIFAワールドカップ日韓共同開催
日本経済団体連合会が発足

第7代会長加藤賢次氏就任

ティーズ原宿オープン

98年度ディスプレイ産業賞審査会

創立30周年記念全国大会

創立10周年記念イベントフォーラム　トークセッション

第17回ディスプレイ産業大賞　テクノ コスモス

第18回ディスプレイ産業大賞　世界遺産ポスター展
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2007年（平成19年）
日本展示会協会40周年

「全国青年交流会発足式」（3月22日）を東京・八重洲
富士屋ホテルで開催
第39回全国大会 in くまもと（5月25・26日）開催

2006年（平成18年）
ソフトバンクが携帯電話全機種の店頭価格を0円とす
るなど携帯電話の競争激化
国土交通省が「国際会議、国際文化・スポーツイベン
ト等を通じた観光交流拡大のための検討会」開催
ディスプレイ『企画・設計等の業務及び報酬基準』の
改訂版発行（4月）
日デ連の広報機関誌「ND」誌が版型をB5版からA4版
へと変更。
編集内容のリニューアルを図る（5月号より）
第38回全国大会 in とちぎ（5月23・24日）開催

2005年（平成17年）
日本イベント産業振興協会が「第1回日本イベント大
賞」を開催
愛・地球博開幕
インテックス大阪20周年
（株）幕張メッセ発足
第37回全国大会 in あいち（5月25・26日）開催

第38回全国大会 in 栃木

ディスプレイ産業賞審査風景

2005年日本国際博覧会（愛・地球博）

第37回全国大会 in 愛知

第8代会長乃村義博氏就任

全国青年交流会発足式

第1回KU/KAN賞贈賞式

第24回ディスプレイ産業大賞
2005年日本国際博覧会 トヨタグループ館

第25回ディスプレイ産業大賞
RICOH COMMUNICATION SPACE i-salon

第26回ディスプレイ産業大賞　
城崎マリンワールド “ダイブ”
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2004年（平成16年）
みなとみらい線開通

「幕張メッセ」15周年
アテネオリンピック開幕
この年度から日デ連の機関誌「ND」が従来の年10回
発行から、年6回の隔月発行に変更。また、情報の適
時提供を目指したFAX・メールを活用した「NDFにゅ
～す」が発行されることに
第36回全国大会 in「みやぎ」（5月21・22日）開催
ホームページ「NDFウェブ・サイト」をリニューアル

2003年（平成15年）
（株）東京ビッグサイト発足
日本展示会主催者協会が日本展示会協会へと名称を変
更
日本展示会協会が主催する「JExpo2003」開催
教育研修委員会を新設。同委員会は労働安全の立場か
ら関係法令などで義務づけられている資格の取得促進
を目的にセミナーを行なうことに
第35回記念全国大会 in おおさか（5月22・23日）開
催

「第1回職長・安全衛生責任者教育」を11月21・22日
に福岡市で開催。その後、日本各地で開催を続ける

社会の動き
2003年（平成15年）

六本木ヒルズがグランドオープン
大江戸温泉物語オープン

2004年（平成16年）
アテネ五輪で日本選手大活躍、メダル最多の
37個
シアトル・マリナーズのイチローがシーズン
最多安打記録を84年ぶりに更新
新潟県中越地震

2005年（平成17年）
日本プロ野球 セ・パ交流戦が開幕
愛知県で「愛・地球博」が開幕
エクスプレス線（東京・秋葉原駅～茨城・つ
くば駅間）が開通

2006年（平成18年）
第1回ワールド・ベースボール・クラシック

（WBC）で日本が優勝
表参道ヒルズがオープン

2007年（平成19年）
第1回東京マラソン開催
東京ミッドタウンが開業
郵政民営化スタート

第36回全国大会 in 宮城

ホームページをリニューアル

第35回全国大会 in 大阪

第1回職長・安全衛生責任者教育講習会開催

第22回ディスプレイ産業大賞　命と環境の学習館第23回ディスプレイ産業大賞　酒田夢の倶楽
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2012年（平成24年）
経済産業省が展示会統計にかかわる第三者認証制度の
運用開始、日本展示会認証協議会発足。
日本ディスプレイデザイン協会が一般社団法人に移行
するとともに、日本空間デザイン協会に名称変更
一般社団法人に移行（4月1日）
第44回全国大会 in かながわ（5月24・25日）開催
事務所を中央区銀座に移転（6月）

「第5回全国青年交流会」（7月6日）開催
ディスプレイ産業賞2012授賞式挙行（12月4日）

2011年（平成23年）
「展示会産業活性化方策検討委員会」で日本展示会認
証協議会が設置される
東日本大震災発生。多数の展示会が中止・延期になる
など、展示会産業に深刻な影響与える
イベントマネジメントにおける持続可能性の国際規格
ISO20121の策定はじまる

「第4回全国青年交流会」（4月15日）開催
NDF集客産業フォーラム福岡（5月19日）開催
第43回全国大会 in ふくおか（5月19・20日）開催
AFECA第6回総会（9月17日～ 19日）参加
ディスプレイ産業賞2011授賞式挙行（12月6日）
ホームページリニューアル

2010年（平成22年）
日本展示会協会がアジア各国の展示会・コンべンショ
ン関連団体の連合組織AFECAに入会
観光庁が第1回MICE推進協議会を発足。国際会議に加
え展示会・見本市、インセンティブなどを含むMICE
についても施策展開を行なう
第3回地域活性化事業 in 熊本「くまもとを元気にする

『街』の資産発掘」開催（3月12日）
「第3回全国青年交流会」（4月9日）開催
第42回全国大会 in ぐんま（5月27・28日）開催
AFECA第5回総会（9月16 ～ 18日・マカオ）参加
ディスプレイ産業賞2010授賞式挙行（12月7日）

第3回全国青年交流会開催

上海万博開催

ND400号発刊

加藤賢次氏　
正六位旭日小綬章受章

NDF集客産業フォーラム福岡開催

東日本大震災

AFECA 第6回総会参加

第44回全国大会 in 神奈川

第5回全国青年交流会 in 新潟

第30回ディスプレイ産業大賞　リニア・鉄道館

第31回ディスプレイ産業大賞　
コミカミノルタプラネタリウム“天空” 
in スカイツリータウン
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2009年（平成21年）
コンべンション、イベント、展示会の開催に関する
PCR策定ワーキンググループ発足
横浜「開国博Y150」開催
DDA創立50周年記念出版「空間創造発想帖」発刊

「上海万博視察交流会」開催
「第2回全国青年交流会」（4月10日）開催
第41回全国大会 in みえ（5月21・22日）開催
日デ連、シンガポールの業界団体SACEOSと覚書締結

（7月29日～ 8月2日）
ディスプレイ産業賞2009授賞式挙行（12月8日）

2008年（平成20年）
展示会の企画ISO25639が策定される

「第1回全国青年交流会」（3月5日　東京・八重洲富士
屋ホテル）開催
第40回全国大会 in 東京（5月22・23日）開催
ディスプレイ産業賞2008授賞式挙行（12月9日）
第2回地域活性化事業「『横丁進化論』シンポジウム仙
台」開催（12月15日）

社会の動き
2008年（平成20年）

北京オリンピック開幕
東京地下鉄副都心線 池袋駅 - 渋谷駅開業
複合施設赤坂サカスがグランドオープン

2009年（平成21年）
初の裁判員裁判　東京地裁で始まる

2010年（平成22年）
上海万博開催
小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還

2011年（平成23年）
東日本大震災発生
小笠原諸島がユネスコ世界自然遺産に登録
地上デジタル放送に完全移行

2012年（平成24年）
東京スカイツリーが開業
複合商業施設「渋谷ヒカリエ」が開業

第1回全国青年交流会開催

第40回全国大会 in 東京

京橋から神田へ事務所移転

第9代会長浜田晋氏就任

SACEOS創立30周年式典及び協力関係覚書締結式

乃村義博氏　藍綬褒章受章

第6回Korea Exhibition Forum　日韓交流会参加

第4回AFECA年次総会参加

第28回ディスプレイ産業大賞　かごしま環境未来館 第27回ディスプレイ産業大賞　INAX GINZA
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2017年（平成29年）
「2017NDFスペシャル in 熊本 空間を創るディスプレ
イの仕事」（10月5日）開催

「2017NDFスペシャル in 富山 空間を創るディスプレ
イ業の仕事」（11月26日）開催
第36回ディスプレイ産業賞贈賞事業・NDF特別賞贈
賞（9月7日）。ディスプレイ産業賞2017年鑑を発刊
高所作業車特別教育、コンプライアンス研修を実施（2
月）
AFECA総会於台湾高雄参加・ユースチャレンジ（3月
20日～ 23日）協賛
第49回全国大会 in 長崎（6月22日）開催
第10回全国青年交流会 in 東京（7月7日）開催
JAPAN SHOP2018（3月9日）協賛
中小企業等経営強化法の経営力向上設備当に係る生産
性向上要件証明書の発行12件対応（3月29日）
大分ディスプレイ協会発足入会して37団体、構成員数
751社、賛助会員が増加29社となる（7月1日）

2016年（平成28年）
東京ビッグサイト東新展示棟開業
愛知県が中部国際空港島の空港隣接地に5万㎡の展示
場新設を発表。2019年の開業目指す
熊本地震が発生。政令指定都市で震度6弱以上の地震
は東日本大震災以来。

『コンプライアンスガイド』刊行・全構成員に配布
第35回ディスプレイ産業賞贈賞事業・NDF特別賞贈
賞（8月26日）。ディスプレイ産業賞2016年鑑を発刊
足場組立てなどの作業従事者特別教育を全国15箇所に
て開催（2月23日）。受講者延べ1579名
AFECA総会於中国厦門市参加・ユースチャレンジ（11
月7・8日）協賛
第48回全国大会 in 宮城（6月9日）開催
第9回全国青年交流会 in 福岡（7月8日）開催
JAPAN SHOP2017（3月7日～ 10日）協賛
沖縄ディスプレイ業協会が設立され入会・構成員44社
増強734社となる

2015年（平成27年）
日本展示会協会が東京五輪のメディア施設として東京
ビッグサイトが使用される問題を受け、署名活動を開
始
日本コンベンション協会が発足
ディスプレイ業における能力評価基準4月策定・説明
会の実施
第34回ディスプレイ産業賞贈賞事業・NDF地域賞贈
賞（6月9日）
AFECA総会於マレーシア（4月29日）出席
第47回全国大会 in 岐阜（5月28・29日）開催
第8回全国青年交流会 in 茨城（7月10日）開催
JAPAN SHOP2016（3月8日～ 11日）協賛
埼玉県と島根県に新たな協会設立され入会・構成員数
690社に増加

第47回全国大会 in 岐阜

全国事務局会開催

AFECAマレーシア総会参加

第48回全国大会 in 宮城

第35回ディスプレイ産業賞贈賞式

NDF特別賞「英宏の泉 ホタル再生プロジェクト」
環境大臣賞金賞

浜田晋氏　藍綬褒章受章 渡辺勝氏　旭日小綬章受章

第49回全国大会 in 長崎

第36回ディスプレイ産業大賞　広島平和記念資料館東館
第34回ディスプレイ産業大賞　
東レ・メディカルショールーム

第10代会長渡辺 勝氏就任

第35回ディスプレイ産業大賞　The World of Sports
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2014年（平成26年）
東京ディスプレイ協同組合が創立50周年。「超・お祭り」
を開催
夢メッセみやぎ西館がオープン
展示会産業議員連盟が結成される
展示会の企画・運営業が日本標準産業分類に掲載され
る
日本展示会認証協議会（JECC）がUFI公認認証機関と
なる
地域活性化事業「かがやき未来交流会－富山」（10月
12・13日）開催
第33回ディスプレイ産業賞贈賞事業・NDF地域賞贈
賞
AFECA総会於台湾（9月17・18日）出席
第46回全国大会 in 北海道（6月19日）開催
第7回全国青年交流会 in 愛知（7月11日）開催
JAPAN SHOP2015（3月3日～ 6日）協賛
ディスプレイ業界の人材育成のための評価基準資料と
評価シート及び活用マニュアル作成

2013年（平成25年）
日本イベント産業振興協会が一般社団法人に移行
第3回地域活性化推進事業「秋田の自慢てんこ盛り
フォーラム」開催（2月27日）
第45回全国大会 in Osaka（5月23・24日）開催
大阪ディスプレイ協同組合創立50周年

「第6回全国青年交流会」（7月12日）開催予定

社会の動き
2013年（平成25年）

東京銀座にて歌舞伎座新開場
富士山が世界文化遺産に登録される

2014年（平成26年）
消費税が5%から8%に増税
あべのハルカスが完成　日本一高いビルとなる
富岡製糸場が世界文化遺産に登録

2015年（平成27年）
北陸新幹線の開業区間が東京-金沢区間に延伸
マイナンバー（個人番号）の通知がはじまる

2016年（平成28年）
平成28年熊本地震 M6.5、最大震度7の地震 
G7 伊勢志摩サミット（第42回先進国首脳会
議）が開催 
改正公職選挙法-選挙権年齢が18歳以上となる 
リオデジャネイロオリンピック開催
アメリカ合衆国大統領選挙 ドナルド・トラン
プが当選

2017年（平成29年）
プレミアムフライデー開始
愛知県名古屋市にレゴランド（テーマパーク）
がオープン

「ギンザシックス」開業＝大型商業施設、東京
に新名所

2018年（平成30年）
平昌五輪　羽生結弦2大会連続金メダル
ロシアW杯　日本決勝T進出
西日本豪雨　広島・岡山など甚大な被害

第45回全国大会 in 大阪

第6回全国青年交流会広島大会開催

土井啓実氏　黄綬褒章受章

第3回通常総会開催

第7回全国青年交流会愛知名古屋大会開催

AFECA 第9回総会参加

第32回ディスプレイ産業大賞　東京ソラマチ

第33回ディスプレイ産業大賞　
鬼平江戸処 東北自動車道羽生パーキングエリア（上り）
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1960年代

1964　東京オリンピックにて弊社清掃員がアベベ選手が紛失した指輪を発見。
その様子がニュースとして当時話題となった。
昭和40年4月29日付　毎日新聞掲載

案内看板書き風景 1960　モスクワ日本産業見本市

1964　創業40周年記念式典

1964　ニューヨーク世界博覧会視察

1964　東京オリンピック感謝状

社内風景

社内事務所の風景

運搬風景

工場内の製作風景
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ディスプレイの記憶

ディスプレイ
の記憶

1910年代～
1950年代

創業当時　社屋の前での記念撮影

1946　戦後すぐに業務を再開した時の看板

1928
京都・東堀川　創業時　社屋前での記念撮影

1928　昭和天皇即位式（京都）

1931　京都・祇園　歌舞練場「都をどり」1959　当時最大見本市の大阪国際見本市

1956　日本商品展覧会　北京

構成員各社から記憶写真を提供いただきま
した。各社それぞれの成長過程にある記念
写真の数々です。現業、現場でのスナップ
が少ないのも日々忙しくすごしてきた業界
ならではと偲ばれます。
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1970年代

1979　上野新本社竣工（丹青社）

1974　SITEMA'74（シンガポール）

1970　大阪万博現場

1972　広告　ぼくはマネが大嫌いだ

1973　創業50周年式典

日本武道館　舞台裏の丸太組みの風景

社内風景

社内風景
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1966　東京芝浦新社屋（乃村工藝社）

1966　東京友乃会発足（乃村工藝社）

1967　
EXPO'67（カナダ・モントリオール博）視察

1968　創業40周年記念行事

工場内の製作風景

1965　謝恩会

1967　湯島本社内（丹青社）

1968　乃村・日展・丹青3社親善試合1969　大阪万博テーマ館竣工式 1965　大阪社屋（乃村工藝社）
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1980年代

工場内の製作風景社内の会議風景

現場記念撮影シミズ舞台工芸の作業風景

「雪と氷と幻想と」で採用された鉄骨ステージ1983　店頭登録 記事

1982　新年会風景
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工場風景

製作風景

社内風景デザイン部風景社内の打合せ風景

社内風景

本社作業場の風景観客誘導風景（国立競技場、千駄ヶ谷門）

創業者　清水芳一（シミズオクト）

1979　周年記念撮影

グランド・ファンク・レイルロード公演で初めて
使用された鉄骨組み立て方式の舞台（搬入作業）
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1990年代

1990　500億達成祝賀会

1993　創業101周年祝賀会（乃村工藝社）

1995　「友乃会」発足会

1993　永年勤続表彰風景

1996　渡辺正治名誉会長社葬

スタッフ業務風景

警備業務風景
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1980 100億突破パーティー（丹青社）

1986　株主総会（丹青社）

1984　東京新木場のスタジオ（乃村工藝社）

1987　マーケティング・イノベーション・シンポジウム

1989　株式の店頭登録（乃村工藝社）

1982　乃村英一会長社葬

1985　ノムラスポーツフェスティバル
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編集後記
　過去の歴史はその時代に生きた人たちによって創られたもの。時代時代の節目で成功と失敗がせめぎあった瞬
間の結果の数々。過去をさかのぼってその瞬間に立ち会うことは決して叶わないけれど、残された資料に目を向
ければいつでも過去の歴史の事例をひも解き、そこから成功や失敗に至った理由、結果の道筋を知ること、学ぶ
ことができます。歴史は繰り返すとも言われています。過去の事例を調べて学ぶこと、再確認することは決して
無駄なことではないと思います。

　時代の流れとともにこんにちのディスプレイの領域はアメーバーのように縦横無尽に広がり、人々の日常生活
のあらゆる場面に溶け込み、生活を取り巻く環境にディスプレイはなくてはならないものと実感している方々も
多数おられると思います。ディスプレイによってもたらされる感動・共感は誰もが希求するところであり、その
一翼を担っている私たちの仕事は素晴らしく誇りを持てるものであるといえます。

　メディアミックス、IT化が急速に進む中「今現在」の混沌とした空気を読み、この先の見通しを立てるにあたり、
過去の事例に立ち戻り、深く読み解くことでちょっとした未来進路のヒントが見つかるかもしれません。読者の
皆さん、とくに若いディスプレイヤーにとって、この50周年記念誌がひとつの羅針盤として少なからず役に立つ
有意義な資料と感じていただければ嬉しい限りです。

　これからの歴史を創っていくのはどのような挑戦も苦労もいとわない若人たちでしょう。ディスプレイという
フィールドには境界がないだけに無限の可能性にあふれています。ディスプレイに携わる一人ひとりが存在感を
発揮し、素晴らしい未来を自らの力で勝ち取ってください。ひいては業界の更なる飛躍・発展につながって行く
ことを期待します。

　最後に、50周年記念誌発行に至るまで実に多くの方々のご支援とご協力を賜りました。日デ連、渡辺会長はじ
め理事各位の深いご理解とご支援、事務局、専務理事はじめスタッフの方々、ディスプレイの生い立ちから今日
までの流れを寄稿してくださった清水章氏、なつかしの作品写真をご提供いただいた各社様、トップインタビュー・
次世代座談会にご参加いただいた各位様、記事ライターの笠井さん、印刷・編集の㈱アイセレクトさん、広告出
稿していただいた各社様、そしてなによりも勤務時間の合間を縫いながら編集に汗を流した広報委員の各位に心
より感謝申し上げます。

広報委員長　小林英介

表紙デザイン　最優秀作品
株式会社フジヤ　関西CC総括　中西基文

 プロフィール

ディスプレイデザイナーとして、B to B
主体の展示会を中心に、企業ショールーム、
物販などの空間デザインに従事。ディス
プレイするアイテムの魅力を最大限に引
き出すことに拘りを持って空間演出を
行っている。
近年は様々なイベントに足を運び、知覚
に訴える空間技法を学び、新たな空間創
りに活かしている。五感に訴えかける空
間演出の創造を目指していく。

 デザインコンセプト

『Spell Stack』
NDの歴史は様々なディスプレイ
媒体と、そこから生まれたコミュ
ニケーションの積み重ねではない
でしょうか。それらの要素を様々
なフォントの言葉を使い、積み重
なって50周年をカタチ作ってい
るイメージとしました。
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2000年代

2011　乃村義博会長「お別れの会」

2001　蟻田栄一名誉会長「お別れの会」

2013　創業周年風景

本50周年記念誌の作成にあたり、以下の企業から掲載写真を
ご提供いただきました。ここにご紹介するとともに、ご協力
に対し厚く御礼申し上げます。

2000　東証一部上場（丹青社）

2015　入社式

2005　東証一部

株式会社シミズオクト
株式会社丹青社
株式会社乃村工藝社

株式会社フジヤ
株式会社ムラヤマ
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広報委員会
委 員 長	 小林　英介　㈱小林工芸社
委　　員	 大倉　　大　㈱博展	 古川　俊弘　㈱丹青社
	 山崎　純二　㈱乃村工藝社	 坂本　　薫　㈱ムラヤマ
	 福美かおり　㈱フジヤ	 須永　英二　㈱シミズオクト
	 澁谷　　龍　ジーク㈱	東京店	 綿谷　賢治　第一工芸㈱
	 平野　　顕　国際電氣工業㈱

編集協力	 笠井　美春

2018年12月
発行所　一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会
　　　　東京都中央区京橋3-9-4　新京橋ビル9階
発行人　渡辺　勝　（会長）
編集人　山口廣幸　（専務理事）
印刷所　株式会社アイセレクト
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公益社団法人 商業施設技術団体連合会
〒108-0014　東京都港区芝5丁目26番20号 建築会館4階

電話番号　03-3453-8103　　FAX　03-3453-8109
URL　http://www.jtocs.or.jp

商業および都市の生活環境の
質的向上に役立つことを目的として

「商業施設士」資格試験
2019年6月中旬 実施予定

商業施設技術に関する
調査・研究及び収集、
提供を行うとともに
技術者の教育及び認定を
おこなっています。

青森県ディスプレイ協会

本州最果ての現場とお祭りは

我々にお声掛け下さい！

Ａｒｕｋａｓ

有限会社 オフィスО.Ｃ

株式会社 クレア

有限会社 三建プロジェクト

象クリエイティブ・ワークス

株式会社 千葉工芸社

株式会社 ニシキデザイン

有限会社 ブラッシュ・アップ

八重田木工株式会社

有限会社 山藤伊藤電工

協賛企業

オーデリック株式会社 青森営業所

株式会社ニップコーポレーション 盛岡営業所





私たちはデザインや出版物の制作を通して、大切なお客さまに信頼されること、愛されることがいちばんの幸せです。

■企画制作・編集代行 編集業務サポート、企画・デザイン

■データ編集・DTP 学術関連の高度なデータ編集（学会、協会、学校）
 アニュアルレポート、報告書（企業、労働組合）
 ワード・エクセルによるデータ編集、管理（報告書、名簿）

■印刷加工 オフセット印刷、オンデマンド印刷、バリアブル印刷、PUR製本、POP印刷

■WEBサイトの運営事業 戦国ヒストリー



大阪本社　TEL.06-6310-4100　FAX：06-6310-4110
東京支店　TEL.03-6685-4100　FAX：03-6685-4134
京都支店　TEL.075-723-0430　FAX：075-723-0431
広島支店　TEL.082-246-7762　FAX：082-243-2281
九州支店　TEL.092-409-4120　FAX：092-409-4128
　　　　　www.cima-net.co.jp　　　0120-410-866

シーマにはあらゆる映像機材と、ビジュアル演出の
アイデアとセンスを持ち合わせたスタッフが
揃っていますぜひご相談ください。

株式会社シーマ



空間創りの先にある

お客様ビジネスの可能性と便益を最大化します

〒150-0022
東京都渋谷区恵比寿南1-1-9 岩徳ビル7階
Tel. 03-6451-0609  /  Fax. 03-6451-0619
https://www.benefit-l.co.jp/

株式会社ベネフィットライン











W180mm×H265mm





プロジェクター用スクリーン素材
プロジェクションメディアカタログ

2019年1月下旬

発刊予定!!

カタログ先行予約受付中
詳しくは株式会社パックまで
http://www.kinugawa.com/pack/

表紙イメージ

アートフラワーのご紹介アートフラワーのご紹介


